









































ロードス島伝説２




天空の騎士








水野 良





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第Ⅰ章　盟約破棄










　　　　１




　マスケトの街は、ヴェノン王国第二の都市である。

　二百年前までは独立した王国だったが、〝竜の盟約〟が締てい結けつされた直後に、隣国ヴェノンとの決戦に敗れ、併合されている。この戦いによって、ヴェノンは大国としての地位を確かにし、国名に竜の冠名を戴いただいたのである。

　それ以後、ヴェノンの王族がマスケト公として、この街を領している。現在のマスケト公はヴェノン王ヤーベイの実弟である。もっとも、彼のふたりの息子むすこはそれぞれ別の爵しやく位いを与えられ独立しており、ヤーベイ王の第二王子ハンセルがマスケト公の爵位を継ぐことが確実視されている。マスケトの街は、ヴェノン王国にとってそれほど重要な街ということだ。

　交通の要所であり、街道を東に行けば王都ヴェノン、西に行けば高原の国リュッセンを経けい由ゆし、モス地方最大の王国〝竜の炎〟ハーケーンに至る。南にはスカードと呼ばれる小国と大地の妖よう精せいドワーフ族の集落〝石の王国〟が存在した。

　だが、このふたつの国は、もはや消滅している。古代王国の遺跡より解放された邪悪な異界の住人である魔神の軍団により、滅ぼされたのだ。

　そして、マスケトの街には今、魔神の軍団との決戦に敗れたモス諸国の連合軍の騎士団が満ちている。騎士たちは敗戦のためにかなり疲労していたが、すぐにでも戦いをはじめそうな殺気を漂わせていた。殺気が向けられているのは、彼らを破った魔神ではなく、共に戦った近隣の騎士団に対してだった。

　そして、マスケト公が治める城の宴うたげの間では、モス諸国の代表者が集っていた。配下の騎士たちと同じ殺気に包まれて……




「どういうことですかな！」

〝竜の炎〟ハーケーンの第二王子バーランが怒りに震える声で、〝竜の目〟ハイランドの国王マイセンに質問を向けた。椅い子すから立ち上がり、指を突きつける。

「どういうことか、と言われてもな」

　マイセンの精せい悍かんな顔にも、疲労がうかがえた。

　全身が熱っぽく、何かを考えようとすると意識が濁ってくる。真夏でもあり、広間はひどく暑い。だが、それだけの理由ではない。臣下たちが密ひそかに噂うわさしているとおり、〝竜ドラゴン熱フイーバー〟に冒おかされていることを、彼自身は疑っていない。竜騎士にとって、竜熱に冒されることは誇りなのだ。たとえ、この病が治療不可能な死病であろうとも……

「魔神の軍団を率いていたのは、スカード王ブルークだった。マイセン王は、そのことを御ご存ぞん知じであられたのか？」

　バーラン王子はハーケーンの将軍職にあり、この大国の騎士団を一手に掌しよう握あくしている。

　老齢の父と賢明な兄王子は、軍事、外交の一切を彼に任せ、内政に尽くしている。その信頼に対し、バーランは正規の結婚をせず、子を生なさぬことで応こたえている。王位継承権を争わぬという無言の意思表示だった。

　馬術と槍そう術においてはハーケーン国内で並ぶ者がなく、モス全土でも屈指であるとの評判が高い。事実、幾度かの実戦において、彼の馬上槍ランスによって命を奪われた他国の騎士は、軽く十人を超えている。マイセン王が竜ドラゴンに騎乗しなければ後れを取ることはない、と公言してはばからない。それが口だけではないことを示すように、魔神との戦いにおいて、上グレ位ーター魔神デーモンを一体、側近の騎士三人と協力して屠ほふっている。

「黙っていて、何の得がある。魔神との戦いくさに敗れたは、我がハイランドも同様ぞ」

　静かだが威厳に満ちた声で、マイセンは答えた。

　鱗片スケール鎧メイルが天窓から差し込む陽光に燦さん然ぜんと輝いている。

　敗走のおり、マイセン王はもう二騎の竜騎士と共に最後尾を守り、有ゆう翼よくの魔神たちの追撃を防いでいる。そのとき、竜騎士のひとりが壮烈な戦死を遂げているのだ。

　ひとりとはいえ竜騎士の死は、ハイランドにとって手痛い損失である。

「言葉が過ぎました」

　その事実を思い出したのかどうか、バーランは謝意を示すように軽く頭を下げた。そして、

「それでは魔神を率いるブルーク王の目的が何か、マイセン王はお分かりでしょうか？」

　と、質問を変える。

「分かるはずもない。そもそも、魔神を率いているのが、事実、ブルークだという証あかしさえない。魔神どもは魔術を使う。ブルーク王の姿になりすますことも可能だろう」

「ブルーク王ではない、と仰おつしやられるのですか？」

〝竜のドラゴン尾テイル〟リュッセンの女将軍ベルテが、驚いたような声をあげた。

　彼女は高原の国リュッセンの将軍の家系に生まれ、男子の兄弟がないため、二十歳はたちにしてその跡を継いだ。女性ながら戦場での駆け引きは巧みで、彼女の騎士団は魔神との戦いにおいて大国の騎士団に劣らぬ活躍をみせた。もっとも、近々、上級騎士のひとりを婿むこに迎えることが決まっており、今度の戦いくさを最後に、将軍職を退くことになっている。

「その可能性もある、ということだ。また、ブルーク本人に他ならぬとしても、魔神に操られているのかもしれぬ」

「なにゆえ、そう断言される！」

　マイセンの指摘に、ヴェノンの第三王子アロンドが激げつ昂こうし、進みでてきた。

　アロンドは今度の戦の名誉将軍であり、名目上の総指揮者だった。王位継承権を放棄したスカード王国皇太子ナシェルに代わって、スカード公としてその領地を支配していたからだ。スカード領を守るためにモスの防衛同盟である〝竜の盟約〟が発動されたのだから、その領主たるアロンドに指揮権が与えられたのだ。

　だが、彼の領地スカードは魔神に奪われ、難民が続々とマスケトの街に落ち延びてきている。

「断言などしておらぬ」

　マイセン王は、若いアロンドを窘たしなめるように言った。

「あの男は、ブルーク王に間違いない！　このわたしを、いやヴェノン王国をたばかったのだ。領地を献上すると言っておきながら、魔神の軍団をもってスカードを奪い返したのだ。ナシェル王子と共きよう謀ぼうして……。それが証拠に、ナシェル王子は今、何処どこにいるのか？　ハイランド王が保護していたはずではないか？」

「ナシェル伯はく爵しやくは、もはやスカードとは関係がない。我が妹の子として、ハイランドに領地を与えたからな」

「そのようなごまかしが通用するとお思いか？」

　アロンドは、興奮した声で叫んだ。

「ごまかしとは言葉が過ぎよう」

　それまで会議を傍ぼう観かんしていたマスケト公が、思わずといった感じで口を挟はさんだ。

　この城の主として、マスケト公は会議を主催する立場にある。本来ならば発言権はないのだが、実の甥おいの非常識な物言いに黙っていられなかったのだろう。

　己の立場を思い出したのか、マスケト公は会議に参列している一同に向かって、申し訳ないというように頭を下げ、

「飲み物を用意させましょう」

　と言って、部屋から出ていった。

　険悪だった広間の空気が、それで少し和らいだ。マスケト公の温厚な人柄は、ヴェノン国外にもあまねく知られている。ヴェノンの国王には彼こそが適任だったのだ、と辛しん辣らつな噂うわさをたてる者もいる。

「我がハイランドに対し、御一同が不審を抱くのはもっともだ」

　椅い子すに深く腰を下ろし、マイセンは膝ひざのうえで両手を組んだ。

　すでに故人ではあるが、ブルークの正妃エリザは、マイセンとは同腹の妹である。そして、ヴェノンから脱出してきたブルークとエリザの息子むすこナシェルを保護してもいる。もしも、魔神を支配しているのがブルーク本人ならば、共きよう謀ぼうしていると疑われても仕方のないところだ。

　会議が始まったときから、ハイランドの立場が苦しいのは覚悟していた。だが、問題の本質はブルークではなく、ましてやナシェルでもなく、魔神の軍団そのものにある、と思っている。この残ざん虐ぎやくな異界の住人は、何があろうとも滅ぼさねばならない。

「先日の戦いくさは、わたしにとっても思いもかけぬことであった。魔神を率いているのが、スカード王ブルークなのか否か、慎重に判断をくださねばならないだろう」

「魔神たちの動きには、統制が見られません。南のドワーフ族を滅ぼしたあと、魔神はスカードには軍団を進めず、ロードス全土に散らばり、暴れはじめた。ブルーク王ならば、モスの征服を最優先に考えるのではないでしょうか？」

〝竜のドラゴン爪クロウ〟レントンの若年の国王が、遠慮がちに意見を述べた。

　レントンはハイランドの南東に位置する隣国で、両国はここ数十年、友好関係を保っている。彼の発言は、明らかにマイセンの苦しい立場を慮おもんぱかってのものだった。盟友の発言に、マイセンは心のなかで深く感謝した。

「そうなのだ」

　我が意を得たりというように、マイセンは相あい槌づちを打った。

「ブルーク王は、皇太子を高く評価していたと聞いている。彼が魔神を支配したならば、その事実を誰よりも先に、皇太子に伝えたと思う。そうしていれば、皇太子がスカードの併合をヴェノンに申し出る必要はなかったのだ。魔神の軍団をもって、ヴェノンを攻めれば済むことなのだからな……」

「そうなっていれば、というようなお言葉ですな」

　アロンドが、辛辣に言った。

「わたしがブルークの立場であれば、そうするということだ。ヴェノン王国がスカード併合を画策していたことは、我がハイランドにも届いていたぐらいだからな」

「事実無根ですな」

　憮ぶ然ぜんとして、ヴェノンの王子は答えた。

「だが、現実に魔神どもは、ロードスのあらゆる勢力を敵にしている。南のドワーフ族を滅ぼし、エルフ族の住む〝鏡の森〟を蹂じゆう躙りんした。ロードス各地の王国で暴れまわり、竜の盟約により集まった連合騎士団とも真っ向から戦った。ブルークに人間の心があれば、そのような無益な戦いは挑いどむまい。全ロードスを敵に回して、得られることはないのだからな」

　マイセンの言葉に、列席する代表者たちの何人かから賛同の声があがった。

「推測に過ぎない！」

　アロンドが反論する。

　マイセン王が会議を誘導していることが面おも白しろくないのだ。ハイランドに会議の主導権を握られては、ヴェノンの威信に傷がつく。

「もちろん、推測に過ぎんよ。だが、ブルークに惑わされ、団結を失えば、魔神と対抗することはできん」

「あくまで竜の盟約に従い、連合して魔神と戦うべきだと？」

　リュッセンのベルテ将軍が、確認するようにマイセンに言葉を向けた。

「そうだ……」

　マイセンは、静かにうなずいた。

　モス諸国が団結しているかぎり、魔神が相手とはいえ、そうそう後れを取るものではない。

「スカードが陥落した以上、魔神が次に侵攻してくるのは、このマスケトの街。騎士団の半数をこの街に留とどめ、それに備える。だが、神出鬼没の魔神のことだ。残る騎士団は国元に帰り、領民たちを守るべきだろう」

「妥だ当とうだと思います」

　レントンの国王がマイセンの支持を表明し、全員を見回した。

「それならば、全軍をもって、スカードへ侵攻するべきだ」

　アロンドがそう提案した。彼の焦あせりは、誰の目にも明らかだった。

　スカードが魔神に支配されたままでは、スカード公たる面目が立たない。一刻も早く領地を取り戻して、人民を帰還させなければならない。スカードの難民たちは、ヴェノン王国にとって深刻な問題になりかねないのだ。

「グレイン・ホールドは堅固な城ゆえ、こちらから攻めるというのはどうかな？」

　ハーケーンのバーランが、自慢の顎あご髭ひげに触りながら言った。

　アロンドは歯ぎしりせんばかりの表情で、代表たちがバーランの意見に同意するのを聞いた。

　この会議の席には、ヴェノンの味方はひとりもいない。従属国であったスカードを併合した代だい償しようだった。もしも、スカードの代表がこの場にいれば、レントンの国王がハイランドに対してそうしているように、ヴェノンに有利な発言をしたことだろう。

　それに、スカードが独立国として健在だったなら、スカード代表の国土奪回の悲願を無視できなかったはずだ。ヴェノンの一都市が占領されているだけだと思えばこそ、諸国の代表たちは問題を真剣に考えようとはしないのだ。

　会議の結果は、アロンドにとって致命的な事態になりそうだった。皇太子である長兄とは、何かと折り合いが悪い。今度の敗戦を口実に、スカード公の爵しやく位いと領土を自分から取り上げようとするかもしれない。

「連合騎士団の名誉将軍は、マスケト公が適任でしょうな」

　追い打ちをかけるような提案を、バーラン王子が述べる。

「この街を守るためならば、それが自然でしょうね」

　リュッセンの女将軍が、アロンドを気遣いながらもバーランに追従した。

　リュッセンは、ヴェノンとハーケーンに挟はさまれているため、常に慎重な外交を要求されているのだ。

（勝手にしろ）

　自暴自棄になり、アロンドは自分自身の栄光の失しつ墜ついを認めた。

　そのときだった。

　会議室の扉が開き、マスケト公が戻ってきた。

　マスケト公は、数人の侍じ女じよを従えている。侍女たちは、飲み物の入った壺つぼと杯を持っている。そして、若い騎士がひとり、同行していた。

　マスケト公の表情には、不可解な動揺が現われている。

「その騎士は？」

　列席者の誰かが、マスケト公に訊たずねた。

　この会議室には、安全のために護衛の騎士をひとりずつしか連れて入はいれないと決めていた。その騎士たちは、諸国の代表者から離れた場所で、沈黙を守ったまま会議の様子を眺ながめている。

「元スカードの騎士で、今は私の配下となっております。先日の敗戦のおり、行方ゆくえ不明になっておったのですが、先刻、戻ってきたのです」

「それは何よりですが、騎士がひとり無事だったからといって、報告してもらわずともけっこうですぞ」

　ハーケーンのバーランが、皮肉めいた口調で言った。

「ごもっともです。ですが、この騎士はスカードのブルーク王より、親書を預ってきているのです。マイセン王宛あての……」

「なんだと？」

　マイセンは目を細め、若い騎士とマスケト公を交互に見つめた。

　悪い予感がした。

　確かめるまでもなく、全員の視線が注がれていることが分かった。

　魔神を支配する者からの親書。それが意味することは、極めて深刻であった。

「先の戦いにおいてブルーク陛下の姿を拝見したとき、わたしは陛下が帰還されたものと信じ、御前に参じたのです。陛下は笑顔を向けられ、わたしの名を呼んで、こう仰おつしやられました……」

　マイセンは腕を組み、誇らしげな態度の若い騎士の表情を見つめた。その目に、特に注意を向ける。だが、誰かを欺あざむこうとする様子も、何者かに操られている様子も、若者からは感じられなかった。

　若い騎士は全員が自分に注目するのを待って、ゆっくりと言葉を続ける。自らの興奮を押さえようとしているのが、はっきり感じられた。

「……魔神の軍団をもって、我がスカードはモスの盟主国となり、やがて、このロードスに統一王国を打ち建てるであろう」

　その一言で、諸国の代表者たちが騒然となった。

「魔神を支配しているのは、やはりブルークなのか？」

「わたしのことを名前で呼ばれたのです！　あの方は、ブルーク王に他なりません!!」

　胸を張って、若者は言った。

　諸国の代表者たちを尊大な態度で見つめている。その瞳ひとみは、おまえたちの命運は尽きたぞ、と叫んでいるかのようだった。

「親書とやらを……」

　沈痛な表情を浮かべて、マイセンは若い騎士を促した。

　騎士はうなずくと、親書を両手に捧さざげるように持って、マイセンのそばに近づき跪ひざまずいた。

　マイセンは親書を取り上げ、短剣を抜いて、その封を切る。そして、親書に目を走らせる。

「スカード王は、我がハイランドに同盟を求めている」

　そう言って、マイセンは深く息をした。

「やはりな！」

　激しい怒りに顔を歪ゆがませながら、アロンド王子が叫んだ。

　マイセンはヴェノンの若い王子に、侮ぶ蔑べつの視線を送った。ヴェノン王がこの場にいれば、もう少し政治的な判断が下せただろうに。そのヴェノン王は魔神との戦いくさに敗れた後、王都の防衛のため皇太子ともども引き揚げている。

「……会議は、これまでだな」

　バーランが椅い子すから立ち上がり、誰に向かうとはなしにつぶやいた。

「騎士団をまとめ、帰国いたします。ハイランドへは、いずれ使者を出しましょう」

　リュッセンのベルテ将軍が、蒼あおざめた表情でハーケーンの王子に続いた。

　会議のあいだ、沈黙を守っていた他の諸国の代表たちも思い思いに席を立ってゆく。

「弁解なさらないのですか？」

　レントンの国王が、小声でマイセンに問いかけた。

「弁解したとて、誰がそれを信じよう」

　マイセンは、苦りきった顔で答えた。

「わたしにも、マイセン王のお考えが分からなくなりました。スカード王からの同盟の要請には、どのように返答なされるのですか？」

「魔神の軍団を率いる者などと同盟するつもりはない。ハイランドは、あくまでも魔神と戦うぞ。他の国々が、どのような態度を取ろうともな」

「その決心だけは承りました」

　恭うやうやしく頭を下げて、レントン王は立ち上がった。

「騎士団を急ぎ、この街から出発させましょう。竜の盟約が破棄された以上、この街に集っている騎士団は、もはや味方ではありません」

「そうだな……」

　諸国の代表は、ほとんどが広間から退出しており、残っているのはマスケト公とスカードの若い騎士のふたりだけになっていた。護衛役のハイランド騎士とレントン騎士は、広間の入口のところから、それぞれの国王の様子をうかがっている。

「同盟は拒絶されるとの返答なのですね？」

　スカードの若い騎士が、冷ややかに問いかけてきた。

「決まっている。我がハイランドは、スカードに宣戦を布告するぞ。魔神の力を恃たのむ男が、モスの盟主になれると思うな。ましてや、このロードスの覇は王おうなどとな」

　マイセンは静かな怒りを、若い騎士に向けた。

「お伝えいたしましょう」

　マイセンの怒りを、若い騎士は平然と受け止めた。そして踵きびすを返し、広間から退出してゆく。

「魔神の力に魅了されておるようだ」

　マスケト公が、独り言のようにつぶやいた。

「竜騎士王マイセンを畏おそれぬとは……」

「戦場で見まみえたとき、思い知らせてやりますよ」

　そう言って、マイセンはマスケト公に握手を求めた。

「私個人としては、マイセン王と戦場で出会いたくありませんな。できれば、魔神とも……」

　マイセンは微笑を浮かべ、マスケト公に会議の主催を労ねぎらい、別れの言葉を述べる。

　人ひと気けのなくなった広間を歩きながら、マイセンは心身の疲労を深く感じていた。

　レントン王の最後の言葉が、自然に思い出される。

　竜の盟約は、破棄された。ハイランドは、魔神のみならず、モスの諸国を相手に戦わねばならないのだ。




　　　　２




　ロードスという名の島がある。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺境の島だ。大陸の住人のなかには、呪のろわれた島と呼ぶ者がいる。人間ひとを寄せつけぬ魔境が各地に存在し、忌いまわしい戦いくさが打ち続くゆえ。

　そんな風評を確かなものとするように、ロードスは今、その歴史において最大の危機を迎えていた。ロードスの南西部に位置するモスと呼ばれる地方から、古いにしえの時代に封印されていた邪悪にして強大な異界の住人──魔神デーモンが解放されたのだ。

　魔神たちは南のドワーフ族の集落〝石の王国〟を攻め滅ぼし、地中を走る回廊を抜け、ロードス各地に出没した。そして、〝竜の盟約〟によって召集されたモスの連合騎士団を敗走させ、スカードを占領した。魔神の軍団には、行方知れずだったスカード王ブルークと王女リィーナの姿があった。

　それゆえ、この戦いの後、竜の盟約は破棄されている。外敵に対する防衛同盟である竜の盟約は、内部の敵に対しては発動されないのだ。モスの諸国はそれぞれの思惑を抱えて、盛んな外交戦を展開していた。それが、本物の戦としていつ炎を噴きあげるか、モス地方のみならず、ロードス全土の人々が固かた唾ずを飲んで見守っている。

　そして、魔神の恐怖から逃れられる者は、ひとりとしていなかったのである。ロードス各地で、魔神による犠ぎ牲せい者しやが増え続けていた。




　ハイランドの王城はオーバークリフと呼ばれている。険しい崖がけの上に建てられており、その堅けん牢ろうさは、モスの住人で知らぬ者はいない。

　城へは迂う回かい路ろを登ってゆかねばならず、ハイランドの軍馬が戦場において、他国にはない活躍を見せるのは、この急きゆう峻しゆんな坂道を毎日、登り降りしているからだと噂うわさされている。

　もっとも、ハイランドが真に誇るのは、軍馬ではない。国王マイセンをはじめとする竜騎士たちが駆る〝最強にして華麗なる〟幻獣、竜ドラゴンこそが、ハイランドをして、モス地方の強国たらしめている。

　ハイランドの住人の先祖は、古の時代には竜を神と崇あがめる小部族であった。その小部族の民たちは竜を崇めるだけではなく、竜を支配したり、その力を自らの肉体に表現させることさえできたという。

　剣の時代を迎え、次第に文明化されていったが、竜を飼育し、操る秘術だけはハイランドの王家に現代も伝えられているのだ。

〝竜笛〟という笛を使い、竜のドラゴン乗り手ライダーたちは竜を支配し、その背に跨またがる。竜笛を手にすれば、誰でも竜を操れるわけではない。資格が必要なのだ。その資格は生まれついてのもので、修業によって得られる類たぐいの能力ではないと言われている。もっとも、ハイランド王国の最高機密ゆえ、事実を知る者は王族と竜騎士だけである。

　そんな竜騎士たちを擁ようしたハイランドであったから、建国以来、存亡の危機に立ったことは一度たりともなかった。だが、その強国が今、苦境に立たされていた。

　先日の魔神との戦いの後で開かれたモスの諸王国会議。その会議においてハイランドは、魔神を率いるスカード王ブルークの同盟者と見なされ、モスのその他の国々から敵視されたのだ。

　マイセンが王国に帰還して数日を経ると、諸国からハイランドに対する宣戦を布告する使者が次々と来訪した。

　マイセンは一言も弁解せず、使者の口上を無言で聞いた後、諸国と戦争状態に入ったことを宣言した。ただ、スカード王国に対してはハイランドの方から宣戦を布告した事実だけは、各国の使者に伝えた。

　だが、マイセンの言葉を信じた使者は、誰ひとりとしていなかった。ハイランド王は芝しば居いをしている、と思ったのだろう。魔神と戦うという宣言は、見せかけにすぎないと考えているに違いない。

　近隣諸国から同時に攻められれば、さしものハイランドとて命運は尽きると思われた。そのときがいつくるのか、ハイランドの住人は恐怖に震えていた。




「それでは、これにて……」

　高原の王国リュッセンの使者が謁えつ見けんの間から退出していった。

　呼び出しが、使者の退場を高々と告げる。

〝竜のドラゴン尾テイル〟リュッセンは、去就を決めかねていた最後の一国だった。だが、〝竜ドラのゴンブ炎レス〟ハーケーンと〝竜のドラゴン鱗スケイル〟ヴェノンに挟まれた王国が、両大国と異なる立場を取れるはずがなかった。最後まで使者を送らなかったのは、ハイランドに対し、好意的とさえいえる態度なのだ。

　もうひとつ、南東の隣国レントンは、早々に使者を派遣し、中立の立場を取った。国境を固く守り、他国の侵入を許さぬ構えである。そのため、ハイランドを直接、攻めることができるのは、険しい山越えになる南のハーケーンか、西の海岸沿いに連なる小国だけとなった。

　だが、スカードを攻め落として以来、不気味な沈黙を続ける魔神の軍団のため、積極的に軍を動かそうとする国は、今のところひとつもない。

　だが、このままでは、ハイランドはモスの諸国はおろか、ロードス全土を敵に回さねばならないかもしれない。

「いっそのこと、ブルーク王の要請を受けて、スカードと同盟すれば」

　そんな意見を述べる者もいた。

　だが、マイセンは断固とした態度で、その意見を退けている。

「魔神と同盟しては、ハイランドの汚名をロードスの歴史に残すことになる」

　国王にそう言われれば、異論を唱えるわけにはいかない。

　だが、王国存亡の危機を招いた張本人に対する不満は押さえられないでいた。

　魔神を支配する男の息子むすことして、ハイランド国内における元スカード王国皇太子ナシェルの立場は最悪となっていた。

　リュッセンの使者が去り、謁見の間の扉がゆっくりと閉じられた。

　悲壮な表情の騎士たちが、申し合せたように玉座の前に集ってくる。連日のように、会議が催されていたが、状況を打開する意見はひとつも出てこない。

「ブルークは、どう動くつもりなのか？」

　誰かが発言した。

（不毛な意見を……）

　ナシェルはうんざりした気持ちで、騎士たちの話し合いを聞いていた。

　ハイランドの騎士はその勇猛さで知られていたが、予想を遥はるかに超えた状況の変化に、平静さを失っているようだ。

「ヴェノン王国が、ハイランドの威信を傷つけようと画策しているのではないか？」

　ようやく真実を見み出いだしたとでもいうように、ひとりの騎士が潑はつ剌らつと意見を述べた。

（そんなことがあるものか）

　と、ナシェルは思う。

　盟主国と従属国の関係とはいえ、両国は決して友好的だったわけではない。

「両国の間で、事前に話し合いが行なわれていたとて、少しも不思議ではない。それが証拠に、スカードを攻め落として以来、魔神の軍団はヴェノン領に侵攻しておらぬ」

　ナシェルがこの場にいることを気にも止めていない発言だった。

　ナシェルはマイセン王の実妹エリザの息子として、ハイランド王国において伯はく爵しやく位いを授けられていた。外がい戚せきであり、順位は低いが王位継承権さえある。それでも、スカードが母国であることに変わりない。スカードを侮辱することは、ナシェルを侮辱したも同じである。

　だが、ナシェルには反論できない。

　魔神を率いているのが父ではない、と信じている。だが、時間が経たつにつれ、その信念が揺らいでいるのも事実だった。

　父は優れた領主だったが、密ひそかな野心を抱いていたことは、ナシェルも薄々、感じていた。

　その野心とは、小国であるスカードの国威を高めること、である。

　それが、どれほどのものだったのかは、ナシェルにさえ窺うかがいしれなかった。ヴェノンから独立することか、モスの覇は者しやとなることか、それとも、ロードスを征服することだったのか。そして、その野心を継承することを、父は自分に求めていた。

〝荒野の賢者〟ウォートや〝赤髪の傭よう兵へい〟ベルドをスカードに招いたのは、そのためだろう。覇王の後継者として、帝王学を修めさせようと思ってのことである。

　そのふたり、ベルドとウォートは、森の妖よう精せい族であるエルフたちが集落を営んでいた〝鏡の森〟を襲撃した魔神を調査するため、現地へ向かった。数日で戻ると思っていたのだが、半月以上が過ぎた今日に至っても、ふたりの行方ゆくえは知れない。魔神たちに殺されたのではないか、と噂うわさには上っている。

　もちろん、ナシェルはそんな噂を信じてはいない。

　あれほどの英雄がふたりそろっていて倒されるはずがない。何か理由があって、帰りが遅れているのだ。ただ、その理由が何かは、ナシェルには見当もつかない。

「……一連の出来事が、万事、ヴェノンの陰いん謀ぼうであったとしよう。だが、その事実をいかにして暴く？　いかにして、他の国々に信じさせる？」

　ふと気がつけば、発言者はハイランドの若き皇太子であるジェスターに変わっていた。

　ジェスター王子の冷静な意見に、ヴェノン王国の陰謀説を唱えていた騎士は力なくうなだれ、沈黙した。

（さすがだな）

　ナシェルは思った。

　この苦しい状況下にあって、マイセン王とジェスター王子のふたりは、まったく取り乱すことがない。この父子は、まさしく真の英雄だった。その器の大きさは、モスの覇は者しやたる公王でさえ役不足だと思える。もし、ロードスが統一されるとしたら、彼らのような人間がその玉座に就くことだろう。

「現状を打開するには、魔神と戦うしかないのだ。魔神どもと戦いつづければ、疑いは晴れる」

　新たな提案が出ないのを見て、ジェスターがそう発言した。

　ナシェルは、うなずいた。

　現状打開の方法があるとすれば、それだけだと思っていた。

　ただ、それをどう実行するかが問題だった。

　魔神討伐の軍を出そうとしても、近隣の国々はその進軍を許可しないだろう。国境に差し掛かった所で、迎撃されることは目に見えている。竜騎士ならば空を飛んでゆけるので問題ないが、王国の守りを手薄にすれば、近隣の国々から攻撃を受けるかもしれない。

　動きの取れぬ自分の立場が、たまらなく悔しかった。

　本心を言えば、今すぐハイランドから去り、ひとりの戦士として魔神と戦いたい。だが、今ここで姿を消せば、ヴェノンをはじめとするモス諸国の疑惑を肯定することになってしまう。あらゆる疑惑と恥辱に耐えてハイランドに留とどまり、自らの潔白を叫びつづけるしか、ナシェルには手立てがないのだ。

　我慢しているという点では、ジェスター王子も同様だろう。

　不毛な話し合いなど今すぐにでも切り上げて、竜の背に跨またがり、飛んでゆきたいと思っているに違いない。だが、皇太子の身では、それはできない。騎士たちが噂うわさしているとおり、マイセン王が〝竜熱〟に冒おかされているのは間違いない。万が一のことがあれば、ジェスターがこのハイランドを治めねばならないのだ。

　そのときだった。

　突然、呼び出しが来客の到来を告げ、一度は閉じられた謁えつ見けんの間の扉が開いてゆく。

　騎士たちの視線が、入口に向けられる。ナシェルも、もちろんそのひとりだった。

　入ってきたのは、神聖王国ヴァリスの聖騎士ファーンと至高神ファリス教団に属するフラウス侍祭のふたりである。

　彼らは神聖王国ヴァリスから魔神に対する調査のため、このモスへ派遣されてきたのだ。モスの諸王と会談し、ヴァリスが魔神との戦いくさにおいて援軍を出す用意があることを伝えた。だが、王たちは誰もその申し出を受けなかった。ヴァリスに領土的な野心があることを恐れたのだ。

　会談は失敗に終わったが、ファーンとフラウスは魔神との戦を見届けるため、モスに留とどまった。ナシェルが彼らと出会ったのは、スカードの元王城グレイン・ホールドにおいてである。魔神との戦のときは、彼らと共に戦った。

　一緒に戦った仲間にはもうひとり、〝石の王国〟と呼ばれた南のドワーフ族の鉄の王フレーベがいる。そのドワーフ王は今も、この城に滞在している。ナシェルにとって、フレーベはもっとも信頼できる盟友だった。石の王国とスカードとの同盟〝エールの誓い〟を守っているから……

　彼ら三人の戦いぶりは、凄すさまじかった。いったい何体の魔神が、倒されただろう。ナシェルは、彼らについてまわっただけだった。

　激しい戦いの一夜が明けて、魔神たちの本隊が街道に姿を現わした。その先頭には父ブルークと、妹リィーナの姿があった。

　たったそれだけのことで、モスの連合騎士団は総崩れになった。

　自滅だった。

　それまで肩を並べて戦っていた隣国の騎士が、信頼できなくなったのである。

〝竜の盟約〟によってのみ、モスの連合騎士団は成立する。そして、この同盟は外敵に対してのみ発動されるのだ。

　モスの一国であるスカードの国王が魔神を率いていたからには、魔神は外敵ではない。

　それゆえ、〝竜の盟約〟は無効となる。隣国の騎士たちがいつ鋒ほこ先さきを変えるか分からなくなったのである。

　グレイン・ホールドの地下で出会った謎なぞの魔法戦士が予言したとおりだった。

「真実を見抜く目を持たぬがゆえに……」

　モスの連合騎士団は、崩壊したのである。

　父と妹の姿を認めた瞬間、ナシェルは完全に自分を失った。ふたりが本物だとは思えなかった。だが、それを証明することはできなかった。

　状況を的確に判断したファーンたちのおかげで、ナシェルはハイランドへ無事、落ち延びることができた。逃げだすのが少しでも遅れていたら、殺気だった他国の騎士たちに捕らえられ、火あぶりにされただろう。

　もっとも、そのためにハイランドはあらぬ疑いをかけられ、モスの諸国から孤立するという事態を招いた。現在の危機を招いた張本人だと、ハイランドの騎士たちが思うのは、無理のないことだ。

　だが、今、ナシェルは死ぬわけにはいかない。

　魔神を率いているのが、本当に父なのかどうか確かめなければならない。そして、魔神たちを古いにしえの迷宮の奥底に叩たたき落とし、スカードの民の故郷を取り戻さなければならない。滅び去った石の王国の復ふく讐しゆうを遂げねばならない。

「モスの情勢を報告するため、ヴァリスへ帰らねばなりません。マイセン王に、お別れの挨あい拶さつにまいりました」

　聖騎士ファーンはフラウスと並んで、玉座へと歩いてゆく。

　至高神の敬けい虔けんな信者だけあって、ファーンとフラウスのふたりが並んでいると、周囲の雰囲気まで厳かに感じられる。今は正装していることもあり、まるで宗教画から出てきたような印象さえ受けた。

　マイセン王は至高神の信者ではないが、ファーンたちとは共感するところがあるらしい。ファーンたちも、それは同様のようだ。ふたりがハイランドに留とどまっているのは、ヴァリス王国やファリス教団にとって有利とはいえないが、それでもこの国を出ようとしなかった。

　彼らが滞在していることは、ハイランドが至高神ファリスの正義に反していないことを宣言しているに等しい。

　ハイランドにとって、それがどれほどの救いであることか。言葉にはあえて出さないが、マイセン王もジェスター王子も、ふたりには心の底から感謝しているだろう。

　マイセンは玉座から立ち上がり、ふたりの前まで歩いて進んだ。ジェスター王子が、父王の傍らに立つ。

　感謝の言葉と別れの言葉が、短く交わされた。

「それで、おふたりは母国と教団へ、どのように報告されるのでしょうか？」

　ジェスター王子が、ためらいつつもファーンに訊たずねた。

　周りに居並ぶ騎士たちが緊張して、ファーンの返答を待つ。

　ファーンはナシェルに、ちらりと視線を向けてから口を開いた。

「ヴァリス王国とファリス教団にとって、敵は魔神であり、またこの異界の魔物に与くみしようとする人間です。そして、味方は魔神と戦おうとする者に他なりません。ハイランド王国は後者である、と信じております。何より、ナシェル伯爵の潔白なことは、聖騎士の名誉に懸けて明言いたします。彼を疑うのは、スカードで彼がいかに魔神と戦ったかを知らぬ者だけでしょう」

　ファーンの最後の言葉は、明らかにハイランドの騎士たちに向けられたものだ。

　聖騎士の痛烈な言葉を浴びて、心のなかでナシェルを非難していた者たちが思わず、視線を床に落とした。

「もっとも……」

　フラウスがファーンの言葉を受け取り、続ける。

「モスが現在のような状況でしたら、魔神を討滅するために騎士団や神官戦士団を派遣することはできません。外敵として、竜の盟約が発動されるだけでしょうから」

「我々の正義を理解していただけるだけで十分です。これほど心強いことはない」

　深い感謝の気持ちをこめ、マイセンは玉座から進みでてふたりと握手を交わした。

「魔神と戦うために、わたしたちは必ず戻ってまいります」

　フラウスはマイセン王にだけ聞こえるように、そうつぶやいた。

「たとえ、王国や教団を捨ててでも……」

「魔神と戦うためには、それこそが必要なのかもしれんな」

　マイセンが答え、フラウスは無言でうなずいた。

　ロードスが統一されていれば、このような事態にはならなかった、とフラウスは確信している。裁きを下すべきは魔神だけではなく、愚かな権力争いを続けるロードス諸国の為い政せい者しやも同様なのだ。

　マイセンやファーンといった真の英雄が手を携えて立ち上がれば、ロードスは統一できると信じている。あるいは、今はまだ世に認められぬ若い英雄が、それを成し遂げるかもしれない。

　フラウスはひとりの若い騎士に、そっと視線を送った。

　だが、今のままでは、このロードスが魔神に滅ぼされるのは必至である。

　最後にもう一度、別れの言葉を述べて、ファーンとフラウスは、マイセン王に深く一礼した。そして、ナシェルのもとに歩み寄った。

「いろいろと、ありがとうございました」

　ナシェルは胸が詰まる思いで、聖騎士と聖女を見つめた。

「苦しい立場だが、今は耐えられよ」

「真実は必ず見出されるものです。あなたの正義を貫いてください」

「はい」

　ナシェルは、深く頭を下げた。

　それ以上、言葉が続かなかった。彼らの励ましが暖かく心に沁しみてゆく。熱いものがこみあげてきたが、今は涙を見せるときではない。

「父上！」

　そのとき、謁えつ見けんの間の扉から元気な声が響いた。

　ナシェルは驚き、声の主人を振り返った。

　開かれたままの両開きの扉の向こうに、ふたりの若者がきらびやかな甲かつ冑ちゆうを身につけ、小こ脇わきに兜かぶとを抱えて立っていた。
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「フロイ、リーゼン……」

　ナシェルはつぶやいた。

　ハイランドの双子の王子だった。ナシェルにとっては、従兄いとこにあたる。

「どうされたのです。その物々しい装いは？」

　年老いた騎士が、驚きの声をあげた。彼らふたりの教育係を務めている人物だった。

「わたくしたちは今年ようやく騎士の叙じよ勲くんは賜わりましたが、真の騎士というにはまだまだ修業不足……」

「そこで百年に一人の騎士と称せられるファーン卿きようの武名にあやかりたく、同行して見聞を広めようかと思います」

「どうかお認めくださいますようお願いいたします」

　用意していた台詞せりふだったのだろう。

　双子の王子は、芝しば居いがかった口調で代わる代わる口上を述べた。質実剛健なハイランドの気風には似合わず、彼ら双子はいつも明るく、冗談を絶やさない。出会ったときから変わらず、ナシェルに好意的に接してくれた。血の繫つながりがあるという気安さもあり、彼らふたりは心を許せる友人だった。

「騎士修業に出るというのか？」

　マイセンが、ゆっくりと訊ねた。

「巷ちまたでは魔神なる異界の化物が出没し、ロードスの住人は昼も外出できぬほどに怯おびえていると聞きおよんでいます……」

「修業をする機会には、不自由しないでしょう」

　その言葉で、ナシェルにはふたりの気持ちが分かった。

　ハイランドの王子が、騎士修業の旅に出て、ロードス各地で暴れる魔神を倒す。その武勲は吟遊詩人たちにより広められ、人々はハイランドの正義を讃たたえることになる。

　双子の王子は、そう考えたのだ。

　マイセンやジェスター、そしてナシェルの苦境を思えばこその決断だろう。彼らはハイランドの王族のなかで、もっとも自由な立場にいる。

　たとえば、武運つきて魔神に殺されたとしても、王国は皇太子である兄王子ジェスターが継ぐのである。そして、若い王子の犠ぎ牲せいをロードスの民は哀れに思い、ハイランドに同情を寄せるだろう。

　頭のよいフロイたちのことだ。そのぐらいのことは、計算しているに違いない。

　だが、ふたりが簡単に魔神に殺される、とナシェルは思っているわけではない。

　傑けつ出しゆつした武人を輩出するハイランドの王子に相応ふさわしく、フロイたちの武術は並の騎士を超えている。赤髪の傭兵ベルドに徹底的に鍛えられたナシェルだが、この双子の王子を相手にすると、三本に一本は取られてしまう。

　下レツ位サー魔デー神モンが相手なら、まず負けないだろう。ふたりでかかれば、上グレ位ーター魔神デーモンが相手でも互角に戦えるのではないか。

　ナシェルは、マイセン王の次の言葉に注目した。

　若い王子の決断を、父であり、王である彼がどのように受け止めるのか。

　マイセンは玉座に戻ってから、双子の王子を交互に見つめ、

「行け」

　と、短く言った。

「修業を終えるまで、この城の門が潜くぐれぬと思え！」

　ジェスター王子が、厳しい声で付け加える。

　その厳しさが、血を分けた弟たちに対する愛情であり、激励であることは、誰の目にも明らかだった。

「心得ました」

　ふたりは声をそろえて答え、父や兄に別れの言葉を述べた。

　フラウスがうなずきながら、双子の王子に微笑ほほえみかける。

「騎士道とは他人から教えられるのではなく、自ら学ぶものです。そのことだけは、心に銘じられておくよう」

　ファーンが諭すように言うと、双子は神妙な面持ちでうなずいた。

　そして、四人は謁えつ見けんの間から並んで退出していった。

　双子の王子の決意に、ナシェルは心を打たれた。血の絆きずなの強さを、感じさせられた。

　自由を奪われた我が身が悔しかった。

　家族との交わりを断たれた自分が哀かなしかった。

　だが、ふたりの勇気に、励まされたような気がした。このままではいけない、と思う。

　四人が消えていった扉を見つめながら、いったい自分に何ができるのか、ナシェルは真剣に思いを巡らせはじめていた。

　そして、ひとつの答を、彼は見いだすことになる。
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「高司祭様、ニース高司祭様！」

　緊迫した神官の声が扉を通して聞こえてきた。

　廊下を走る音が、追いかけるように続く。

　朝の礼拝を終え、アラン神殿への手紙をしたためていたニースは、羽根筆を動かす手を止め、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。

　額に飾ったマーファの紋章が、しゃらりと音をたてる。

「何事です？」

　ニースが戸口に立つのと、扉が開かれるのが、ほとんど同時だった。

「こ、高司祭様……」

　若い女性神官が息を切らせているのを見て、ニースは大地母神マーファに祈りを捧げ、彼女の疲労を我が身で受け取るよう奇跡を願った。

　願いは通じ、ニースは軽い疲労を覚えた。反対に、目の前の神官の息が、瞬時にして整う。

「申し訳ありません……」

「気にすることはありません。急ぎの話があればこそ、疲れを厭いとわずやってきたのでしょう」

　ニースに促され、その女性神官はあわてて口を開いた。

　その通りだった。〝マーファの愛娘〟と尊称されるこの高司祭に報告しなければならないことがあって、ターバ大神殿に至る急な坂道を駆け登ってきたのだ。

「北のドワーフ族が、戦支度で祝福の街道を南下しています」

「鉄の王国が……」

　ニースは、それほど驚かなかった。

　ある程度、予期していたことだった。モス地方の政情は、噂となってロードス中を駆け巡っている。

　他の教団と同様、マーファ教団も魔神たちの動きには、細心の注意を払っている。ターバの村にはまだ、魔神は姿を見せていないが、〝千年ミレ王国ニアム〟とその繁栄を謳うたわれたアラニア王国の他の街や村には、魔神の影が見え隠れしている。王都アランやノービスといった街で、それから〝帰らずの森〟周辺で魔神たちは蠢しゆん動どうしており、その犠ぎ牲せい者しやの数は日に日に増えている。

　アラニア王国は王都アランや副都ノービス、港街ルードといった主要な街に騎士団を結集し、治安の維持に努めている。反対に、小さな街や村には、何の対策も講じていない。

　マーファ教団はそれらの街や村に神官戦士を派遣し、住民と協力して自衛組織を作っている。もっとも、被害を最小限に食い止めるのが精一杯で、魔神たちの脅きよう威いを取り除くには、明らかに非力だった。

　魔神が出現してから今日まで、アラニアだけで百人近くの神官戦士が魔神の犠牲となっている。国を守護するべき騎士の犠牲より、遥はるかに多い数字だろう。

　やむをえないかもしれない。神出鬼没の魔神と戦うには、敵国と戦うことを目的として編制された騎士団では、いかにも動きが鈍い。アラニアの正規軍のなかで、魔神に対し成果をあげているのは、魔法戦士団や遊撃隊といった特殊技能を有した部隊である。

「馬を用意してください。石の王ボイルに会いましょう」

　ニースは、女性神官に言った。

「彼らの行動を制止しなければ……」

　北のドワーフ族が動いた理由は、明らかだった。

　モス地方から流れてきたある噂が、彼らを行動に駆りたてたのだ。

　魔神を支配している者がいるという事実。スカードと呼ばれる小国の王であるらしい。

　北のドワーフ族の怒りは分かる。彼らの同胞である南のドワーフ族は、魔神によって滅ぼされたのだから。

　だが、鉄の王国がここで動けば、ロードスの混乱は更に深くなる。何としてでも、この場は彼らに兵を退ひいてもらわねばならなかった。

　外出の支度を済ませて、宿舎から出ると、先程の女性神官が栗毛の駿しゆん馬めの手綱を握って待っていた。真夏の強い日差しが降り注ぐ。

　ニースは、ひらりとその背に跨がった。

　遠出をするときでも、普段は歩いてゆくので、馬に乗るのは久しぶりだった。だが、事は急を要する。ドワーフの軍団が、ザクソンの村に到着するまでに追いつきたかった。彼らの決起が噂にならないように……

　カノン王国の騎士の娘として生まれたニースは、馬の訓練は幼い頃に仕込まれている。弟が生まれるまえは、父は自分に家を継がせようと思っていたらしい。だが、その頃には、すでにニースはマーファ神の啓示を受けており、聖職者として生きようと心に決めていた。

　馬の背に跨がると、ニースは手綱を引き締め、馬の腹を軽く蹴けった。

　ニースの意思を悟り、栗毛の馬は並足で駆けはじめた。

　神官たちが不安そうに、ニースを見送る。事情を知らない者たちは、何事が起きたのかと訝いぶかしがっているだろう。




　ターバの村への坂道を一気に下り、ニースはそのまま馬を駆ると、山やま裾すそを縫うように進む祝福の街道に入った。ターバの村から王都アランまで続く街道で、アラニアの主要な交通路のひとつである。

　大地母神マーファの教団は「自然であれ」と説いている。自然ド崇ル拝イ者ドと呼ばれる者とは違い、技術や文明を捨てよ、といっているのではない。人間として自然な生き方を奨しよう励れいしているのである。そして、マーファは結婚の守護神とされている。アラニアの若者の多くが、マーファ教団の大神殿であるターバ神殿で結婚の儀式を挙げる。

　それゆえ、アラニア北部を南北に走るこの街道は、祝福の街道と呼ばれるようになった。将来を誓い合った若い男女が、この街道を通って巡礼に訪れるから。

　ドワーフたちの軍勢にニースが追いついたのは、ターバとザクソンとのちょうど中間あたりだった。もう少し行けば峠を越え、ザクソンまで、なだらかな下り坂が続く。

　ニースはドワーフたちの隊列の横を馬で駆け抜け、石の王を捜し求めた。

　北のドワーフ族の隊長、石の王ボイルは先頭付近にいた。

「行軍を止めてください！」

　ニースは馬上から呼びかけ、馬の手綱を強く引いた。

　勢いのついていた馬は、両前脚を持ち上げて立ち上がる。

　ニースはたてがみを叩たたいて馬を労ねぎらってから、地面に降り立った。

「マーファ神殿の高司祭殿か？」

　ドワーフ王ボイルは、太い眉まゆに隠れてしまいそうな細い目をいっぱいに見開いて、ニースを見上げた。

　ドワーフ族は人間の成人より、頭ひとつばかり背丈が低い。

　だが、体格はがっしりしていて、体重は人間とほとんど同じだ。その体形は、よく酒さか樽だるに例えられる。種族的な特徴として、頑健であり、筋力も優れている。それでいて、彼らは多種多様な技術に精通し、芸術的な才能にも恵まれているのだ。

　ドワーフの職人の手による品々は、人間には真似のできない優れた物で、高価な値段で取り引きされている。祝福の街道はドワーフ族との交易路でもあり、雪の積もらぬ季節には大小の隊商が行き交うのだ。

「お久しぶりです、石の王」

　ニースは敬意を表わすため、深く頭を下げた。

　石の王は、ドワーフ族の戦士たちに小休止するよう命令した。

　思い思いの武器、防具に身をかためたドワーフ戦士たちが、道端に寄って腰を下ろしてゆく。ドワーフ戦士たちの視線は、彼らの族長とニースに注がれる。

「兵を退ひいてくださいませんでしょうか？」

　ニースは、無駄な会話をいっさい省いて、そう切り出した。

　ドワーフ王の表情が一瞬、驚いたように動き、それから誰にでも分かるほど不機嫌になった。

「なぜ、退かねばならぬ」

　髭ひげを揺らしながら、石の王は憮ぶ然ぜんとして言った。

「モスへ向かうつもりなのですね？」

　ニースが言うと、ボイルはゆっくりとうなずいた。

「同胞の復ふく讐しゆうを果たさねばならん」

　静かな物言いだったが、その言葉の奥に激しい怒りが込められているのを、ニースは感じた。

「魔神を率いていたのが、スカードの国王だったから？」

「決まっておる！」

　ドワーフ王は拳こぶしを握りしめて、周囲の者が驚くほどの大声をあげた。

「スカードという国は、石の王国と同盟を結んでおったのだ。それなのに、魔神の軍団の最初の標的に選んだ。わしらドワーフは、盟約を重んじる。裏切りの罪は、償つぐなわせなければならないのだ！」

　やっぱり、とニースは思った。

　魔神を率いていたのは、スカードという国の王であるとの噂を聞いたときから、警戒はしていたのだ。盟約に違反した者を、ドワーフたちが許すはずのないことを、ニースは知っていたから。

　ニースは休憩しているドワーフの戦士たちを見渡し、その人数をおよそ五千と見積もった。ドワーフ族の戦士の半数を超えている。ドワーフ戦士たちは熟練の騎士と同等の働きをするから、小さな王国だったら簡単に占領できるほどの軍勢である。そんな軍勢の通過を認める王国が、このロードスにあるとは思えない。北のドワーフ族とは友好な関係にあるアラニアとて、それは例外ではない。

「このまま進めば、アラニアの騎士団が最初に戦う相手になります」

　ニースは、言った。

「どういうことだ？」

　鋭利な刃物のような視線が返ってきた。太い眉がぴくぴくと動いている。

　ニースは理由を説明した。

　人間とドワーフ族は友好的な関係にあるが、十分に互いを知っているわけではない。ドワーフ族の軍団が動けば、魔神の出現に怯えている人間は過剰に反応するかもしれない。

「立ちはだかる者がいれば、叩きつぶすだけのことよ」

　ボイルは手にしていた鉾ハル槍バードの石突きで地面を叩いた。小石が砕けて、その破片がニースの足に当たった。その小さな痛みのなかに、ニースはドワーフ王の憤激を感じた。

「それでは困るので、退ひいてくれと申し上げているのです」

「なぜ、おまえの言葉に従わねばならんのだ！」

　ドワーフ王は激しく肩を震わせた。

　休憩しているドワーフ戦士たちの雰囲気も、徐じよ々じよに険悪なものになってゆく。

「ドワーフ族と人間とが、争うのを見たくないからです」

　ニースはボイルの目を見つめ、静かに言った。

　気け圧おされてもいなければ、相手を圧倒しようとする気負いもない。高所から低所へ水が流れ落ちるような自然な態度でドワーフ王と向かい合う。

「戦いくさを仕掛けてきたのは人間ぞ！」

　ボイルは何度も足を踏みならし、憎悪の目でニースを睨にらみつける。

「そうかもしれません。しかし、違うかもしれません」

「違う？　どう違うというのだ」

「御ご存ぞん知じありませんか？　スカード王は魔神に操られているという噂も流れているのですよ」

「それぐらい知っておる。だが、魔神を解放しなければ、操られることなどなかったはずだ。魔神を解放しただけでも罪は重い」

　確かに、その罪は償われなければならないだろう、とニースは思う。

　だが、これほどの災さい厄やくを招いた罪を、いったいどう償えばよいのだろう。自らの命を断つことだろうか。だが、大地母神の教義は、自殺を禁じている。生命にとって、それは不自然なことだからだ。

「それでは、スカードの皇太子の噂は、御存知ですか？」

「スカードの皇太子？」

　その噂は知らなかったようで、ボイルはニースの言葉に関心を示した。

　わずかに冷静さを取り戻し、ニースに先を促す。

「ナシェルという名前だそうです。現在では、ハイランドの保護下にあるとか……」

「ハイランドという王国は、スカードと同盟しているそうではないか？」

「そういう噂もあります。ですが、ハイランドはスカード王国に対し、宣戦を布告しているそうです。モス地方を統とう轄かつしている高司祭からの手紙に書いてありましたので、信用して大丈夫かと思います」

「わしの聞いた噂が、間違っていたということか？」

「噂とはそういうものです。正しいのか、間違ってるのか、判断するのは難しい」

　ニースは答え、小さく首を横に振った。

「ですから、この噂も正しいかどうか、分かりません。石の王国の鉄の王フレーベは健在であり、ナシェル王子と行動を共にしているのだそうです」

「フレーベ王が、生きているだと？」

　ニースの言葉に、ボイルは衝撃を受けたようだった。

　視線を落とし、むうとうなる。石の王国が滅んだというのに、その王が生きているとは信じられないのだろう。

「フレーベ王はナシェル王子と共に、ハイランドの王城に滞在しているようです。そして、魔神と戦う機会をうかがっているとのことです。〝エールの誓い〟と呼ばれる誓約を守って」

「なぜだ？」

　叩きつけんばかりにボイルは訊たずねてきた。

「なぜ、フレーベ王は生きている。魔神を解放した男の息子と一緒に行動している？」

　なぜだろう、とニースは心のなかで自問してみる。

　魔神を恐れて、フレーベ王が逃げだしたはずはない。ドワーフ戦士の勇猛ぶりは、疑いようがないところだ。何か事情があって、生き長らえたのだろう。そして、フレーベ王が共に行動している以上、ナシェル王子が魔神の味方ではないのは明らかである。

　だが、流れてきた噂は、深い事情まで何も語っていない。噂だけでは、判断の下しようがないのだ。ニースがボイル王に言いたいのは、それだった。

「フレーベ王が健在で、スカードの皇太子と行動を共にしている、か」

　ニースの沈黙に答を見出したかのように、ボイルは肩を落としてつぶやいた。

「このロードスに、いったい何が起きておるのだ。私たちは誰を相手に戦えばいい……」

「戦うべき相手は、明らかです」

　ニースは答えた。

「それは魔神をおいて他にありません。そして、魔神を支配し、操っている人間でしょう。そんな人間がもしもいれば、ですが……」

　ニースには、人間が魔神を支配できるとは思えないのだ。ブルーク王が古代王国時代の貴族に匹敵する魔術の使い手なら、話は別だろうが。

「ならば、魔神だけを相手に戦えばいいのではないか！　だが、おまえはわしらに退けと言う。同胞の無念を忘れ、鉄の王国でじっとせねばならんのか!!」

　ボイル王の言葉が刃のように、ニースの心に突き刺さった。だが、ドワーフ族の心の痛みは、比べものにならないだろう。残酷なことを言っている、と思う。

「戦うな、とは言いません。しかし、今はまだ、その時期ではないと思うのです。あなたがたがこのまま進めば、人間とドワーフ族との戦争になる。それは、魔神を利するだけなのです。どうか御理解ください。そして、兵を退いてください」

　ニースは懇願した。

　胸を切り開けば己の心を見せられるというなら、今すぐそうするだろう。

　ドワーフ王は、血走った目でニースを睨にらみつけた。肩を揺らし、荒い息をついている。口から溢れでようとする言葉を飲みこむかのように、何度も喉を鳴らした。

　ドワーフ王の葛藤の激しさが窺い知れた。高ぶった感情が精神を突き破って、肉体を弾けさせるのではないかとさえ思った。

　ニースは息を止め、大地母神に祈りを捧げた。そして、ドワーフ王の次の言葉を待つ。

「……よかろう」

　真っ赤に充血した目を伏せて、北のドワーフ族の族長は言った。

「だが、ひとつ訊たずねたい。時期はいつやってくるのだ？」

「真実が明らかになったときです」

　ニースは答えた。

　全身の力が抜けてしまいそうなほど、深い安堵を覚えていた。

「それでは、誰が真実を明らかにする？」

　ドワーフ王は、重ねて問いかけた。

「王がこのまま兵を退ひいてくれるなら、わたしがモスに赴おもむき、真実を明らかにいたします」

「高司祭自らが？」

　ニースの答が、ドワーフ王には意外だったようだ。

　教団の力を利用して、情報を収集すると思ったのかもしれない。

　だが、ドワーフ王が見せてくれた誠意に応えるために、他に何ができようか。

「この目で見て、この耳で聞かなければ、真実を知ることはできないかと……」

「まったくだ」

　ドワーフ王は、深くうなずいた。

「わしの行動は、軽率だったようだ。高司祭殿の言うとおり、今は時期を待とう」

「ありがとうございます」

　最悪の事態は避けられた。同時に、ニースは重い責任を自覚した。ドワーフ王はニースの言葉と行動を信頼してくれたのだ。それを裏切ることはできない。

　明日にでも、出発しようとニースは思った。

　魔神が巣くう戦乱の地モスへ向かって……
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　ヴァリスの聖騎士ファーンとその一行がライデンの街に到着したのは、昨日の夕方だった。

　ファーンたちは港近くの宿屋に大部屋を取って、旅の疲れを癒いやすことにした。ハイランドを発たって、五日あまりが経過している。

　一行の人数は、四人。至高神ファリスに仕える神官戦士のフラウスと、ハイランドの若い双子の王子フロイとリーゼンが、現在のファーンの旅の仲間である。

　ファーンたちが目を覚ましたのは、朝日が昇ってしばらくしてからだった。携帯用の食糧を使って簡単な朝食を摂とり、全員で食後の祈りを捧げた。

「これから、どうなさるの？」

　宿屋の主人が気を利かせて運んでくれた熱いお茶を口に運びながら、フラウスがファーンに声をかけた。

「評議会を訪問してみようかと思っています」

　ライデンの街は国王が治めているのではなく、街の有力者たちが評議会を組織して、自治を行なっている。自由都市と呼ばれる所以ゆえんである。

「お仕事なのですね？」

　フラウスは、微笑ほほえんだ。

　聖騎士にとって、外交は確かに仕事である。だが、フラウスの物言いには、冷やかしているような感じがあった。

「ええ、仕事です。ライデンの周辺には、魔神が頻繁に出没していると聞きおよんでいます。正確な状況を確認し、評議会が承諾するなら、聖騎士の派遣を検討してみようかと思うのです。ヴァリスの聖騎士が内政に介入するつもりがないことを理解してもらえば、正規の騎士団を持たない街ゆえ、ヴァリスの協力を認めてくれるかもしれませんから……」

「ライデンには騎士はいませんが、強力な傭よう兵へい部隊が編制されていると聞きます。はたして、ヴァリスの援助を求めるでしょうか？」

「求めないだろうね」

　部屋の隅で剣を研いでいた双子の王子のうちのひとり、フロイが突然、会話に割って入った。

　彼の隣では双子の弟リーゼンが、鎧よろいの革スト紐ラツプの調節をしている。

「ライデンの街は、王国の介入を極端に警戒しているんだ。都市の自治性を守りたいからね」

「だ、そうですよ」

　苦笑を浮かべながら、フラウスは言った。

　ハイランドの王子なのだから、ナシェルのように礼儀正しい若者とばかり思っていたが、彼ら双子はまったく違っていた。言葉遣いはぞんざいだし、食事も平気で手づかみで食べる。ただ底抜けに明るいので、不愉快な感じはしない。人徳といえば人徳だろうが、自由奔放に振る舞っているだけという気がしないでもない。

　ナシェルのように清せい楚そな感じの少年のほうが、フラウスには好感が持てる。

「それでも、訪問することに意義はあるはずです。評議会の思惑を、感触として確かめることができます。それに、援助を拒むなら、取り引きを申し出ることも可能なはずです」

「取り引き……ですか？」

「たとえば、聖騎士を派遣する代わりに、軍資金を支払わせるとか」

「あなたは聖騎士を傭兵に仕立てるおつもり？」

　あきれた、というようにフラウスは言った。

「たとえば、と言いました。方法はどうあれ、魔神は倒さねばなりません。ヴァリスは比較的、魔神の出現が少ないのですから、他国を援助するのは義務だと信じています」

「魔神が暴れているのは、アラニア、カノン、ライデン……。魔神たちは、豊かな国にたくさん出現するようですね」

「ヴァリスとて、それほど貧しいわけではありません」

　やや憮ぶ然ぜんとした表情をみせて、ファーンは言った。

　ヴァリスには豊かな穀倉地帯があり、王都ロイドはロードスの陸路、海路の要衝でもある。近海には水産資源も豊富だ。ファリス神の信仰が篤あついので質素な生活を営んでいるものの、暮らし向きはそれほど悪くないはずだ。

「ファーン卿きようは、やはり聖騎士でいらっしゃるのね」

　フラウスは、小さくため息をつく。

「いけませんか？」

「そんなことはありません。ただ、あなたが思っているより、辺境の村は豊かではないということです。領主の収奪が厳しかったり、大地主が貧しい農夫を、奴隷化したりね。他の国でも、同じでしょうけどね」

「聖女様は、手厳しいなぁ」

　研いだ剣の具合を指で確かめながら、フロイが笑った。

「お妃きさきにする人が、大変だね」

　リーゼンが、まったくだというようにうなずく。

「わたしは聖職者ですから、誰にも嫁ぎません！」

　話の腰を折られて、フラウスはひどく気分を害した。

　ハイランドの双子の王子は、ふたりで連携して軽口を叩たたくから始末が悪い。

「指、切った！　フラウスが大声だすから……」

　フロイが顔をしかめて、まるで赤子のように親指を口に含んだ。

　それを見たリーゼンが、腹を抱えて笑う。

「癒しの魔法をかけてもらおうかな」

「そのぐらいの傷で泣き言が入るようでは、魔神とは戦えないぞ」

　ファーンが真顔で窘たしなめた。

　騎士修業の旅に出ているのだから、もう少し、自覚を持てと言いたそうな表情である。

「心得ました」

　怪け我がをした親指を咥くわえたまま、フロイはくぐもった声で言った。

「そういう小さな傷ほど、痛いんだよね」

「指先は痛みに敏感だからな。首を斬きられたら、痛みなんて感じないから大丈夫だ」

　冗談なのか本気なのか分からない会話をして、双子は声をそろえて笑った。

　フラウスは、ナシェルのことを思い出した。

　双子の王子は彼かの亡国の王子の従兄いとこだから、面影は似ている。だが、性格は似ても似つかない。この少年たちは快楽的に人生を送るという主義なのかもしれない。王位の継承者ではない王族に、よくある性格だ。

　彼らの態度を見ていると、本当に修業の旅に出るつもりだったのか、疑問になってくる。生まれ故郷の王国を抜けだしたかっただけなのでは、という気がする。

「……何の話でしたか？」

　双子たちの調子に完全に乗せられて、フラウスは困惑の表情をファーンに向けた。

「ファーン卿が評議会へ行くとか、どうとかという話ですよ」

　リーゼンが、笑いをこらえながら言った。

「よかったら、先触れの使者を務めるけど？」

　真顔に戻って、フロイが続ける。

　話しながら、親指の傷口を昨晩の飲み残しのワインで洗い、清潔な白布を裂いて巻いている。見事な処置だった。普通の人が見れば、おおげさと笑うかもしれないが、傷口が化か膿のうし、命を落とす者もいるのだ。

　フラウスは、少し感心した。

　小さな傷ぐらい放っておけば治る、と剛胆を装うのは、本物の騎士のすることではない。

「正式な訪問ではないから、先触れは必要ないと思う。ひとりで行ってくるよ」

「だったら、僕たちは街の見物に出てていいかな？」

「海を見るのは、初めてなんですよ。ハイランドは山国だから」

　今度こそ、本当にフラウスは呆あきれた。この非常時に、港見物をするとは、いったいどういう神経なのだろう。

　ファーンは別に気にした様子もなく、好きにするようにと言った。

「たぶん、夕方には戻ってくるよ」

　フロイとリーゼンはうなずきあって、立ち上がった。

　手入れをしたばかりの鎧を身に着け、武器を帯びる。片手でも両手でも使える長バスター剣ドソードを腰に吊つるし、格闘用と投てき用の短剣ダガーをベルトやブーツに仕込んでゆく。

　楯たては用意しておらず、兜かぶともない。頭はもっとも守らねばならない部位であるが、ロードスにおいて、上級騎士たちは兜を着けずに戦うことが多い。自らの存在を示すことで、味方の士気を鼓舞し、敵の士気を挫くじかんとするためだ。国王や上級騎士同士の一騎打ちの戦いは、戦全体の勝敗をそのまま決することさえ稀まれではない。

「物々しい格好で出かけるのね」

　フラウスが咎とがめるように言った。

　どう見ても、港見物には不釣り合いな格好である。

「海には恐ろしい怪物がたくさんいるって聞いてますから」

　冗談っぽく、リーゼンが答えた。

「いつ、どこに、魔神たちが現われるか分からないからな。用心するにこしたことはないだろう」

　ファーンはそう言いながら、評議会を訪問するため、礼服に着替えはじめた。

　フラウスは気を遣って、ファーンから視線を外した。ちょうど部屋から出てゆこうとしていた双子を、見るとはなしに見る。

「王子？」

　フラウスの目が、細められた。

　フロイとリーゼンのふたりが扉の向こうに消えるのを見届けてから、フラウスは唐突に外出の支度をはじめる。

「どうかしたのですか？」

　フラウスの様子の変化に気づいて、ファーンが声をかけてきた。

「わたしも港見物に行ってみようかと……」

　フラウスは、微笑ほほえんだ。

　ファーンはそれ以上、訊たずねようとはしなかった。フラウスの意図を察したのかもしれない。

「くれぐれも、気をつけて」

　用意を済ませたファーンは、そう言い残して、部屋から出ていった。礼服に、剣を帯びただけの軽装である。

「あなたもね」

　フラウスは答え、笑顔で聖騎士を送り出した。

　そして、自らの着替えを急いだ。絹布に綿を詰めて縫いこんだ鎧下を着け、鎖かたびらを頭からすっぽりと被かぶる。ジェナート高司祭から授かった魔力を帯びた鎚鉾メイスを握り、円形の楯を左手に通した。

　完全武装だった。

「海には、魔物が多いものね」

　誰もいなくなった部屋のなかで、フラウスは双子と同じ言い訳をつぶやいた。

　扉に手をかけると、彼女の表情は自然に引き締められた。

　部屋から出てゆくとき、双子の王子が見せたのと同じ表情であった。
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　ファーンが評議会に到着したとき、議員たちはちょうど定例会議を開いているところだった。

　大商店の店主や商会ギルドの会長からなる常任の議員十人で、評議会は構成されている。それから、推挙や公選で任命される非常任の議員がおよそ二十人。常任議員の活動を監査したり、補佐する役目についている。

　議員は名誉職であり、報酬は銀貨の一枚も支払われない。それどころか、財政が赤字となれば、常任の議員はそれを補ほ塡てんする義務さえ負っている。

　もっとも、ライデンの財力は豊かで、近年には大きな災害もなく、議員が財源の補塡を行なったことはない。

　当然のことだが議員たちは街の財政を左右する特権を持っており、自分たちが経営する商店や商会に銀貨、金貨が落ちてゆくような政策を行なう。その利益は莫大であり、議員となった商人たちはますます私財を増やすのだ。

　小さな国の王よりも、ライデンの大商人たちのほうが、遥はるかに豊かであると巷ちまたでは噂うわさされている。彼らは領地こそ保有していないが、貿易と通商によって巨額の富を築きあげている大貴族なのである。

　ファーンが謁見を申し込むと、

「控え室でお待ちいただきたい」

　と、議事堂の守衛は返答した。

　突然の来訪なのだから、当然の対応である。

　ファーンは納なつ得とくし、議員たちが面会に応じるのを待つことにした。

　控え室で待つことしばし、華やかなドレスを身に着けたひとりの女性が軽い食事と飲み物を運んできた。妖精の血が混ざっているのでは、と思わせるような幻想的な雰囲気の美女である。彼女はそのまま部屋に留とどまり、御用があれば承ります、とファーンに申し出た。

　女性に対して失礼にならないよう、ファーンは感謝の言葉を返した。

　だが、心のなかでは、あまり良い気はしなかった。丁寧な応対ではあるが、騎士社会の常識とは掛け離れている。ライデンは、商人が治める街であることを痛切に感じられた。

　ファーンは飲み物だけに口をつけ、女性には席を外してくれるよう申し入れた。

　女性は表情ひとつ変えず、ファーンの言葉に素直に従った。魔法生物なのではないかと疑うような従順さだった。それとも、精神支配の魔法を受けているものか。

　金銀のもつ魔力というものを、かいま見た気がした。

　宿屋を出たのは朝だったが、ファーンの面会がかなったのは、結局、昼を過ぎてからだった。

　食事と飲み物を運んできた女性がふたたび姿を現わし、応接間へと案内してくれた。

　豪華な調度品の並んだ応接間では、ふたりの男がファーンを迎えた。

　ひとりはライデン評議会議長アイシグと名乗った。

「ヴァリスの聖騎士隊長ファーンです」

　ファーンは丁寧に、挨あい拶さつを返した。

　相手は騎士ではないので、基本的には礼を尽くす必要はない。だが、ライデン評議会議長の権力は国王に匹敵するものがある。

「あなたが、ファーン卿きようですか！　お噂は聞いております。百年に一人の騎士であられるとか。次期ヴァリス王との声も高いとか……」

「それは、神が決めたもうことです」

　それより、とファーンはもうひとりの人物に視線を移した。

　その男は褐色の長衣ローブを身にまとい、右手には長杖スタツフを持っている。魔術師以外の何者でもなかった。評議会の雇われ魔術師なのだろうか。

「申し遅れました。わたしは、ウォートと申します。ヴァリスの使者がお見えとのことで、是非、お目にかかりたいと思いまして……」

「あなたが、荒野の賢者？」

　ファーンは驚いて、魔術師を見つめなおした。

「世間は、そう呼んでいるようです」

　ウォートと名乗った男は苦笑を浮かべた。

　彼の名を、ファーンは以前から知っていた。

　アラニアの王都アランの街に本拠を置く魔術師たちの結社ギルドである〝賢者の学院〟には所属していない。それどころか、彼に魔術を教授した導師さえ明らかではない。

　独立の魔術師として、古代王国の遺跡を巡り、古代語魔法の研究を行なっている。ロードスの諸王国に雇われ、その知識と魔術を売っているとの評判だ。国を治めるための法や制度を整え、魔法を有効に使う術や魔法に対抗する手段を授けるのが彼の仕事である。

　そして、最近ではスカードの皇太子ナシェルから、彼の話を聞いていた。

　ナシェルにとって、荒野の賢者は学問の師であるという。国を治めるための知識を学んでいたらしい。下位古代語の手ほどきも受け、魔術の初級講義も受けていたという。

　赤髪の傭兵と呼ばれるロードス最高の戦士ベルドと共に、ナシェルに協力していたのだそうだ。鏡の森を襲撃した魔神の調査に赴き、そのままハイランドには戻ってこなかった。

　ライデンの街に滞在しているとは、思いもよらなかった。荒れ狂う魔神に対抗するため、ライデンの評議会が彼を雇ったのだろうか。

「お待たせして申し訳ありませんでした。何事も話し合って決めるのが、この街の決まりでしてな……」

　人好きのする笑みを浮かべ、評議会議長アイシグはファーンに抱きついてきた。

　商人たちのあいだでは普通に交わされる挨拶だが、騎士の社会にはあまりない習慣だった。ファーンは戸惑ったが、この場は彼らの流儀に従うしかない。

「ライデンの街における魔神との戦いに、協力させていただきたく立ち寄りました」

「ヴァリス王国の正規の使者としてですか？」

　あたかも陳列されている商品を値踏みするように、ファーンの全身を見回しながら、アイシグは言った。

「そう理解していただいてけっこうです」

　正確にいえば違うのだが、ファーンが約束したことは、ヴァリス王国の名によって、実行されるはずだ。ファーンには、それだけの影響力がある。

「分かりました」

　あっさり、とアイシグはファーンの言葉を認めた。

「わたくしのほうも先刻、評議会から全権委任を受けております。ウォート殿に同席をお願いしたのも、実はわたくしの一存でしてな」

「ヴァリスは至高神ファリスを奉じる国。魔神は邪悪の象徴ゆえ、究極の敵だと思っておりました。魔神とどう戦うか、かねてから意見交換したいと思っていたのですよ」

　ウォートはそう言うと、ファーンに握手を求めた。

　ファーンは応じ、魔術師と聖騎士はかたい握手を交わした。

「ウォート殿はロードスから魔神を駆逐することを、自らの使命とされているのですよ」

　アイシグ議長が、にこやかに説明した。

「最近まで、スカード王ブルークに仕えていたものでね。最後には、地ち下か牢ろうに幽閉されてしまったのですが」

「地下牢に幽閉された？」

「魔神を解放するために、邪魔だと思ったのでしょう。事前に相談されていたら、間違いなく反対したでしょうからね」

「ならば、あなたに責任はないでしょう」

「直接には、ね。ただ、ブルーク王に古代語を教授したのは、わたしです。あのとき、ブルーク王の野心に気づいていればと思うと……」

　ウォートは、その顔に苦悩の表情を浮かべた。

「責任の一端は、わたしにあると思っております。その罪滅ぼしをしたいのですよ」

　ファーンは、答えなかった。

　悪意があるようには見えなかったが、目の前の魔術師はすべてを明らかにしていないのではないか、という気がした。

「魔神を支配しているのは、スカード王だと思っているのですか？」

「分かりません。魔神を支配したのか、あるいは支配されたのか、ふたつにひとつですからね。今、それを論じても無駄だと考えております」

「モスの諸国は竜の盟約を破棄しました。それは魔神を支配しているのが、スカード王だと思えばこそです。そのため、スカード王と姻いん戚せき関係にあるハイランドは窮地に陥り、諸国から宣戦の布告を受けています。スカード王が魔神を支配しているかどうかは重要な問題なのです」

「仰おつしやるとおりです。真実を見抜く目を持っていれば、と悔やまずにはおれません。本来ならば、モスは当然として、ロードスの全王国が協力して、魔神と戦うべきなのでしょう。ただ、今のままでは、それは望むべくもありません。だから……」

「だから？」

　ファーンは、それに続くウォートの言葉を待った。

「少し考えを変えてみることにしました」

「考えを、変えた」

　どのように考えを変えたのだろう、とファーンは疑問に思った。

「ウォート殿の提案で、我が評議会は魔神の首に対し、賞金をかけることにしました。魔アー神クデー将モンの首でも持ち帰ろうものなら、一生、遊んで暮らせますよ」

　得意そうに、アイシグ議長は言った。

「魔神の首に賞金を？」

「魔神が出現したときから、検討はしていたのです。ただ、賞金の拠出の配分で揉もめましてな。それから、魔神の首にかける賞金は、どの程度が妥当なのか判断の基準がない。正当な価格を付けなければ、取り引きはできませんからな。それで、なかなか実行に移せなかったのです」

「正義のために戦う聖騎士殿には、御理解いただけないかもしれませんが、魔神に対抗するためには有効な手段だと考えています。我々が思っているほど、魔神たちの数は多くないのです。魔神が鏡の森をなぜ襲撃したのか、その理由を突き止めましてね」

「鏡の森を襲った理由？」

　ファーンには、そう問い返すことしかできなかった。

「鏡の森には、黄金樹と呼ばれる太古の樹木があります。古代樹は、生命の源とされる世界樹の末まつ裔えいであり、その枝や葉、芽や実には生命の精霊力が宿っているのです。その生命の精霊力を解放すれば、疑似生命体を容易に創造できるのです……」

　古代語魔法には創造魔術と呼ばれる系統があり、人ホ造ムン人ク間ルスや合成獣キメラを創造していたのだ、とウォートは説明を続けた。

「魔神たちは、古代語魔法と同種の魔術を使えるのですよ」

「古代樹から疑似生命体を創りだしたというのか！」

「その通り。スカードの王城における戦いのとき、魔神の軍団に極めて脆ぜい弱じやくな魔神が混じっていたという情報が伝わっております。死ぬと溶けて消える醜悪な怪物だそうです」

「知っています。あのときの戦いで、この手で何体か倒しております」

　魔神に関する書物をファーンは何冊か読んでいたが、そんな魔神の記述はどこにも載っていなかった。知られざる種類の魔神か、と思っていたのだが、その正体は魔神が創造した疑似生命体だったのだ。

「魔神たちが、そのような疑似生命体を創造したのは、なぜか？　魔神の数が少ないからに他なりません。ドワーフ族の石の王国を滅ぼしたとき、おそらく魔神の軍団にも大きな被害が出たのでしょう。数の不足を補うため、たとえ脆弱であろうとも疑似生命体を創造する必要があったわけです」

　ウォートは自問し、そして自答した。

「魔神の数は少ない……」

　ファーンは、その言葉を心に刻みつけるように繰り返した。

「だからといって、侮っていい相手ではありませんが、一体ずつ葬っていけば魔神たちの脅威は確実に減少してゆくということです。さらに賞金をかけることによって、追われる立場だったのが追いかける立場に変わる。これまで、人間は魔神の獲物だった。これからは、魔神が人間の獲物になるのです」

　淡々と、ウォートは構想を語った。

「それだけのことで、魔神を滅ぼせると？」

　ファーンには容易に信じることのできない話だった。

「滅ぼせますね。ロードス各地にいるであろう有名、無名の勇者が立ち上がれば」

　自信に満ちた表情で、ウォートは言った。

「モスの状況を見れば、ファーン卿きようにもお分かりでしょう。王国という枷かせに束縛されているかぎり、魔神に対して有効な手段は講じられないのです。このままでは、王も貴族も騎士も、魔神との戦いにおいて戦力になるどころか、街道を塞ぐ落石と同じでしかない。神聖王国ヴァリスだけは、例外だと信じておりますが、ね」

「それは、分かります……」

　的を射ているだけに、ウォートの指摘は騎士であるファーンにとって痛い。フラウスも確か同様のことを言っていた。

「だからこそ、王国とは無縁の者が立ち上がらなければならないのです。大地母神マーファの教団が、全国に自衛組織を結成したことをファーン卿は御存知ですか？　戦神マイリーの教団も、近く魔神討伐のために立ち上がると噂されています。幸運神チャ・ザや知識神ラーダの教団は、ライデン評議会と同様、魔神に対し賞金をかけることになるでしょう。この街における試みが巧くゆけばですが」

「巧くゆきますよ」

　アイシグ議長が、そうでなくては困るといった表情を浮かべた。

「傭よう兵へいたちは、金が目的で働きます。正義のために立ち上がる者もいれば、魔神に対する復ふく讐しゆうから剣を取る者もいるでしょう。近日中に、この街に出没する魔神たちは討滅されると、わたしは期待しています」

「鏡の森のエルフたちは各地の同族に呼びかけ、人間と協力し、魔神に対して戦うことを約束してくれています。北のドワーフ族が決起したという噂も流れてきています。もっとも、マーファ教団の高司祭が、思い止まらせたらしいですが」

「北のドワーフ族まで……」

　この魔術師は、ロードス全土の情報に精通しているらしい。ウォートの話は、初めて聞くことばかりだった。

「ロードスは、動きはじめたということです。苦しい戦いになるでしょうが、我々は勝利しなければなりません。この島に住む全住人の未来のために……」

　総括するかのように、ウォートは言った。

　彼の講義を聞かされたような気分に、ファーンはなった。

「聖騎士殿にはヴァリス王国とファリス教団に働きかけ、モスやカノンを助けていただければ、と思います。ただし、我等ライデンへの援助は、不要に願いましょう」

　アイシグ議長が、にこやかに付け加えた。

「……努力しましょう」

　ファーンには、そう答えるしかなかった。

　ハイランドの王子フロイが言ったとおり、ライデンは王国の介入を受け入れるつもりはまったくないようだ。

　議長が勧めたとおり、モスやカノンを援助しようにも実行は難しい。荒野の賢者が指摘したように、聖騎士は王国の枷をはめられている。隣国が受け入れないかぎり、騎士団を派遣することはできない。そして、カノンやモスといった隣国は、ヴァリスの援助を断わっている。

　魔神の軍団が大規模な侵攻をはじめれば、事情は変わるかもしれないが、少数の魔神が各地で跳ちよう梁りようしている現状では、各国の王たちの危機意識はそれほどでもないだろう。

　恐怖に震えているのは庶民であって、為政者たちではない。だからこそ、ウォートは王国という枷に束縛されぬ者たちを組織しなければならない、と考えたに違いない。

　何のために評議会を訪問したのか、ファーンはその意味が分からなくなっていた。

　魔神と真剣に戦おうとしている者がいることは、心強く思える。荒野の賢者が考えた手段は、効果的に働くかもしれない。

　だが、一抹の不安を、ファーンは覚えずにはいられなかった。

　それは、自分が騎士であるせいか。

　騎士たちが身動きできぬあいだに、騎士ではない者たちが魔神たちと戦う。それは本当に歓迎すべきことなのだろうか？

　騎士の誇りを問題にしているのではない。魔神が滅びた後に、無力だった騎士たちは、そのつけを支払わされることになるかもしれない。

　それは、ロードスに新たな戦乱を呼ぶかもしれないのだ。

　ファーンは、フラウスの言葉を思い出していた。

「ロードスは、統一されなければならない。英雄王の手によって……」

　魔神たちの出現はそのために用意された試練だ、と彼女は考えている。彼女が至高神から受けたという啓示は、新しい時代の到来を、本当に予言しているのかもしれない。

　彼女の思いが、実現してゆきそうな予感を、ファーンは覚えた。

　それが正しいのかもしれない。

　真の平和が訪れるなら……

　だが、心のなかにわだかまった不安を払ふつ拭しよくすることが、ファーンにはできなかった。




　　　　３




　ファーンたちがライデンに到着したその日、ナシェルは五日ぶりにハイランドの王城オーバークリフに登城した。そして、国王マイセンに謁見を求めた。

　ハイランドを取り巻く状況は、無論、変わっていない。

　魔神の軍団が兵を進めぬと見切りをつけたのか、それともスカードとのあいだに何がしかの密約が成立したのか、最近になって、〝竜ドラのゴンブ炎レス〟ハーケーンが山向こうの砦に騎士団を集結させはじめた。

　竜騎士たちが交替で偵察に飛び、ハーケーン軍の様子を探っている。

　彼らの報告によれば、ハーケーンの騎士団は、いつ侵攻してきてもおかしくないような殺気だった雰囲気に包まれているという。

　ハイランドの騎士たちは完全武装で王城に集まり、有事に対し備えていた。

「ナシェル伯爵、登城！」

　呼び出しの声が響くなか、ナシェルは平服のまま、謁見の間にやってきた。

　左右に居並ぶ甲かつ冑ちゆう姿の騎士たちが、冷たい視線をナシェルに送る。

「この非常時に甲冑も着けぬとは、ナシェル殿はよほど腕に自信があると見える」

　入口近くにいた騎士が、あからさまな皮肉を言った。

　それに応じ、何人かの騎士が、嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　いつものことである。だが、彼らの気持ちを思えば、非難する気にはなれなかった。ハイランドは今、その歴史はじまって以来、最悪の状況にある。そして、その責任の一端は、間違いなく自分にあるのだ。

　ナシェルにとって、毎日が苦悩の連続だった。

　魔神を解放したのが、父ブルークであるかもしれぬということ。

　スカード騎士の多くが、グレイン・ホールド城に戻り、魔神の手先となっていること。

　ハイランドに保護されるだけで、何もできない我が身が悔しく、心が張り裂けてしまいそうだった。ナシェルひとりがいるために、ハイランドはモスの全王国を相手に戦争状態に入ってしまったのである。そのうえ、魔神との関連を疑われているため、ハイランドを出奔して、魔神と戦うことも許されない。

　自らの命を断てば、その状況が変わるのは承知していた。

　ハイランドの騎士のなかには、なぜ、そうしないのか、と露骨に言う者さえいた。

　だが、ナシェルには、それはできなかった。

　王国を失い、絶望しきっていた鉄の王フレーベを説得し、スカードから連れだした責任がある。スカードの領土をヴェノンに譲渡し、不名誉を承知で逃走したのは、魔神を滅ぼし、領民を救わんがためである。

　ナシェルの誓いは、何ひとつ果たされていない。

　それどころか、今のままでは、ナシェルはただ魔神を利するだけの存在でしかない。

　フロイとリーゼンのふたりが、ハイランドの名誉回復のため、魔神との戦いの旅に出ると申し出たあと、ナシェルは自分に何ができるのか、真剣に考えた。ハイランドに留とどまりながら、魔神と戦う方法を何とか模索しようとした。

　そして、ようやく答を見出したのである。騎士たちの顰ひん蹙しゆくを買うのを承知で、国王に謁見を求めにやってきたのは、だからこそなのだ。

「どうした？」

　マイセン王は玉座のうえで姿勢を正してから声をかけてきた。ナシェルの覚悟を読み取ったのかもしれない。

「お願いがあって、やってまいりました」

　玉座の前でひざまずくと、ナシェルは恭うやうやしく一礼した。

「願いだって？」

　騎士の誰かが、あきれたように言った。

　その騎士の言葉に相あい槌づちを打つ男の姿を、ナシェルは視界の片隅で捕らえた。

「言ってみろ」

　マイセン王は、ナシェルの発言を許した。

　ナシェルは丁寧に礼を返してから、

「私を竜騎士にお取り立ていただけませんでしょうか？」

　と、続けた。

「竜騎士にだと？」

　マイセンは、思わず玉座から腰を浮かしかけた。ナシェルの願いは、それほど突拍子もないものだったのだ。

　謁見の間は、たちまち騒ぎに包まれた。

「静かにされよ」

　そう一喝したのは、皇太子のジェスターだった。

「竜騎士になれるは、ハイランドの騎士のなかでも選ばれた者のみ！　他国からの新参者が、思い上がりにもほどがあるわ!!」

　上級騎士のひとりが、我慢しきれぬというように叫んだ。

　周囲から同調の声があがる。

「新参者ゆえ、ハイランドの伝統は知りませんし、重んじる気もありません」

　ナシェルは、広間中の騎士たちに聞こえるように言った。

　挑発とも取れる言葉に、騎士たちの顔に怒りと殺気が満ちる。だが、ここで退くわけにはゆかない。

「わたしは魔神と戦いたい、いいえ、戦わねばならないのです。ハイランド王国とわたし自身の名誉を守るために。そのために、竜騎士になりたいのです」

　ハイランドからスカードまで、陸路を使えばハーケーン、リュッセン、ヴェノンを通らねばならない。だが、空を飛べば、スカードに直接、攻めこむことができるのだ。

「戦いたければ、勝手に行けばいいだろう」

「わたしが今、ハイランドから姿を消せば、モスの諸国はおそらくスカードへ帰ったと思うに違いありません。そして、魔神に命令を下すと……。あなたがたも、そう考えるのではありませんか？」

　ハイランドの騎士たちの多くは、ナシェルが父と共謀しており、ハイランドを陥れるために、亡命してきたと考えている。近衛騎士のなかには、ナシェルの身辺をそれとなく見張っている者さえいるのだ。

「ハイランドに留りながら魔神と戦うには、竜騎士になる他、方法はないのです。お願いです、陛下。わたしを竜騎士に……」

　そう懇願するナシェルの真剣な表情に、ハイランドの騎士たちは互いに顔を見合せ、何も言うことができなくなった。ナシェルの願いは、確かに理に適かなっている。もっとも、疑おうと思えば、竜を手に入れ、逃亡するつもりではないかとも考えられる。

「竜を支配し、操る技は我が国の重大な秘密ですが……」

　竜騎士のひとりが、そう進言した。

　反対しているのではなく、確認のために意見を述べたという感じだった。

「分かっておる」

　マイセン王は、答えた。

「ナシェル伯爵はわが甥おいぞ、ハイランドの王族ぞ。王国の秘密を知って、何の問題があろう」

　竜騎士は御意、と頭を下げた。

　国王がそう宣言したからには、もはや誰も反論できない。ハイランドの騎士たちは、国王の次の言葉を待った。

　マイセン王は、ゆっくりとナシェルを振り返った。そして、

「おまえに、竜の心が摑つかめるか？」

　と、ナシェルに問いかけてきた。

「竜の心……」

「竜の心が摑めなければ、竜を支配し、操ることはできぬのだ」

　マイセン王は、言った。

　竜の心を摑むとはどういうことだろうか、とナシェルは疑問に思った。

「言葉では言い表わすことはできぬ。だが、竜の心を摑むことはできるのだ。わたしをはじめ、竜騎士はすべて、それに成功している」

「やってみなければ、なんとも……」

　ナシェルには、そう答えるしかなかった。

　自信があると言えば噓になるが、やるしかないのである。

「フロイとリーゼンは、竜騎士になれなかった。ハイランドの王族というだけでは、保証にはならぬのだぞ」

「フロイとリーゼンが……」

　ナシェルは愕がく然ぜんとなった。

　マイセン王やジェスター王子と血の繫つながりがあることに、内心、期待していたのである。だが、あの双子の王子たちでさえ竜騎士になりそこねたのだ。竜の心を摑むためには、いったいどんな資質が必要なのだろう。

　だが、ここで挫くじけるわけにはゆかない。

「竜の心、摑んでみせましょう」

　ナシェルは勇気を奮い起こして、そう答えた。

「問題はもうひとつある」

「なんでしょうか？」

　ナシェルが問うと、マイセン王は、

「竜が、足りぬのだ」

　と答えた。そして、事情を説明する。

　現在、ハイランドには七騎の竜が、飼われている。竜騎士の数は、マイセン王を含めて五人。グレイン・ホールドの戦いでひとりが戦死したが、その後、見習いのひとりが昇格し、元の数に戻った。そして、七人の見習いが、竜騎士になるため過酷な訓練を積んでいる。

　竜騎士と竜の絆は極めて強く、軍馬のように乗り替わりが利くものではない。

　七人の竜騎士見習いは、主人なしの二騎の竜を手て懐なずけるため、想像を絶する訓練を積んでいるのである。訓練の途中で、命を落とすことも稀まれではない。

「そうなのですか……」

　ナシェルは、呻うめいた。

　命懸けで訓練を続ける七人の竜騎士見習いを押し退けることなど、できるはずがなかった。

「だが、ひとつだけ手段はある」

　マイセン王は、一呼吸おいてから言った。

「その手段とは？」

　ナシェルは思わず身を乗り出し、食いつくような視線でマイセン王を見上げた。

「野に棲すむ竜を捕らえることだ」

「竜を捕らえる。そのようなことが……」

「できるのだ。我々の先代たちは、そうして竜を捕らえてきた」

　マイセン王は淡々と答えた。

　先人ができたのなら、とナシェルは自分自身に言い聞かせた。自分にもできる。

　竜を捕らえるのは、並大抵の試練ではないだろう。だが、その試練を乗り越えてこそ、魔神と戦いたいという意志の強さを示すことができよう。

「竜の心が摑めるか？　竜を捕らえることができるか？」

　失敗すれば、おそらく死ぬことになる。だが、今の状態が続くなら、生きていても仕方がないのだ。誓いを果たせぬのは心残りだが、突き詰めれば、自分に力がなかっただけのことだ。

　そう思うと、気持ちが楽になった。

　竜騎士か死か、ふたつにひとつである。明快な結論だった。

「分かりました」

　ナシェルは湧わきあがってくる闘士を押さえつけ、努めて冷静に答えた。

「見事、竜を捕らえてまいります」

　玉座の上で、マイセン王は力強くうなずいた。

「行くがよい。そして、必ず戻ってこい。名誉を守るために、魔神から故郷を解放するために」

　ナシェルは立ち上がって、マイセン王に深々とお辞儀をした。別れの挨あい拶さつになるかもしれないとの覚悟を秘めて……

「ジェスターよ」

　マイセン王は傍らの皇太子ジェスターに声をかけた。

「ナシェル伯爵に竜の心を摑み、竜を捕らえるための心得を授け、準備を手伝ってやれ」

「心得ました」

　ジェスター王子はうなずき、ナシェルの元へ歩いた。

「決して、簡単ではないぞ」

「覚悟のうえです」

　ナシェルは答えて、ジェスター王子と肩を並べて謁見の間を退出した。

　ハイランドの騎士たちが、無言でふたりを見送る。

　そのほとんどが、心の底では思っていた。ナシェルが宮廷に戻ってくることは、もはやないだろう、と。

　竜の支配に失敗し、命を落とすか、逃げだすに決まっている。

　過去、幾百の勇者が竜の生息地に向かったが、そのほとんどが生きて帰らなかった。竜の心を摑むのはそれほど難しく、野に棲む竜を捕らえるのは、もっと難しいのだ。

　ナシェルが死地に向かおうとしていることを、ハイランドの騎士たちは誰も疑わなかった。
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　ハイランドの双子の王子フロイとリーゼンは、魔神によって滅ぼされたという漁村に向かって、海岸沿いの細い道を歩いていた。

　街で聞きこんで、情報を教えてもらったのである。

　目的の漁村まで、往復で半日ほどの道のりである。魔神に遭遇すればよし、遭遇しなければ、周囲を簡単に調べて引き揚げるつもりだった。聖騎士ファーンがいつまでライデンに滞在する気でいるのか分からないが、いつまでも彼らと一緒に行動しているわけにはいかない。

　一体でも多くの魔神を倒すことが、自分たちの使命なのだ。ヴァリスに着いた後は、カノン、アラニアと回って、魔神と対決するつもりでいる。ロードス各地で魔神を退治すれば、それだけ、噂は広まりやすくなるだろう。

　そのとき、潮風が流れてきた。磯いその香が、漂う。

「あまりいい匂においじゃないよね」

　リーゼンが、顔をしかめながら言った。

　視線を海に向ける。この辺りは内海でもあり、波は比較的、穏やかだ。水の色は澄んだ青色ではなく、澱よどんだような緑色。頭のなかで想像していた海とは、かなり違っている。

　周囲の風景は、草木がまばらにしか生えていない岩場で、このまま進んでゆくと岬をぐるりと回り、海かい蝕しよく洞どうがたくさん穿うがたれた一帯に出るらしい。魔神たちは、その洞どう窟くつのひとつに潜んでいるのかもしれない。

「魔神の巣そう窟くつを殲せん滅めつできたらいいんだけどな」

　フロイはそう言って、剣を振る真似をした。

「いくらなんでも、危険すぎるよ。一体ずつ確実に仕留めてゆこう。結局、そのほうがたくさんの魔神を倒せると思う」

「慎重に戦ってばかりじゃ、噂にはならない。どこかで勝負をかけないとな」

　双子の兄の言葉に、リーゼンはうなずいた。

「だけど、勝負をかけるのなら、もっと戦いに慣れてからにしようよ。魔神の強さだって、分かっちゃいないんだから」

　そう言いあって、双子はふたたび声をあげて笑った。

　だが、次の瞬間、ふたりは同時に笑いを止める。

「誰だ！」

　腰の剣に手をかけて、緊張した声でフロイは叫んだ。

　行く手の岩陰に、誰かが潜んでいる気配がしたのだ。

　他にも隠れているものがいないか、とリーゼンは兄王子の斜め後ろに控えて、注意深く周囲に視線をはわせる。

「やっぱり、来たわね」

　澄んだ女性の声が返ってきた。

　フロイもリーゼンも、その声には聞き覚えがあった。

「フラウス？」

　惚ほうけたような声を、フロイがあげる。

　行く手の道端に転がった大きな岩の向こうから、完全武装のフラウスが姿を現わした。

「どうしてここに？」

　リーゼンは、あっけにとられている。

「港見物に行くのに、悲壮な顔をしてゆく人はいないわ」

「そんな顔していたのかぁ」

　フロイは、悔しそうに舌打ちをした。

「実戦は初めてなんでしょ？　まして相手が魔神なのだから、緊張しない人間はいないわ」

　フラウスはそう言うと、双子に背を向け、さっさと歩きはじめた。

「今日だけは、手伝わせてもらいます。魔神は、いろいろな能力ちからを持っている。覚えておかないと、思わぬ不覚を取るわよ」

「まいったな」

　双子の王子は顔を見合せ、肩をすくめた。

　だが、すぐに気持ちを切り替えたらしく、フラウスに遅れないように歩きはじめる。

「ここに来ることが、どうして分かったの」

「神のお導きよ」

　リーゼンの質問に、フラウスは笑顔で答えた。

「そんなに御ご利り益やくがあるなら、僕も至高神を信仰しようかな？」

　フロイが冗談ぽく言う。

「そうしなさい。至高神の教えは、王国を統治するのに役立つわよ」

「そういうことは、兄上に言ってほしいな」

　リーゼンが、真顔になって言った。

　王位継承権の問題だけは、冗談にできないのだろう。王族として生まれたことの宿命である。

　それから、三人は一列に並んで、岩だらけの道を歩きつづけた。

　そのあいだ、双子の王子はたわいもない話をしつづけた。女性の話もあれば、食べ物の話もある。ふたりにとって、この旅は魔神との戦いの連続となるはずだった。だが、そのあいだに楽しむことを忘れるつもりはないようだ。最後にはライデンの夜は楽しいぞ、という結論になり、今晩は飽きるまで遊ぼうとふたりは誓いあった。

「話は終わりよ。村が見えてきたわ」

　フラウスが声をかけると、双子の王子は互いに顔を見合せてうなずきあう。戦士の表情になっていた。

　それから村まで、三人は一言も話さなかった。

　村は、魔神に襲われたままの状態だった。

　ある家は焼け、ある家は窓や扉を壊され、そして家の床や壁にはどす黒く血の痕あとがこびりついていた。

　村の惨状を目の当たりにして、フラウスは武器を握る手に力を込めた。

「もう少し先へ行ってみましょう」

　フラウスが誘いかけると、双子は神妙な表情でうなずいた。

「この先には、洞どう窟くつがたくさんあるらしいよ。魔神はそこに棲んでいるんじゃないかな？」

「魔神の隠れ家があるって噂うわさは、わたしも聞いたわ。五、六人の傭よう兵へいたちが掃討に向かってるそうよ。出発したのは、昨日の夕方らしいけど」

「そんな噂は、聞いていない」

　フロイが、驚いたように言った。

「たった五、六人で魔神の住み家へなんて、死ににゆくようなもんじゃない」

「それはどうかしら。魔神だって、そんなに大勢はいないと思うし、魔神討伐に向かった傭兵たちって、本当の選りすぐりらしいわ。なんとかの傭兵って謳われるロードス最高の戦士が加わっているそうよ」

「なんとかじゃあ分からないよ」

　リーゼンが声をあげて笑う。

「もしかしたら、出会えるかもしれないね。死体で対面っていうのは御免だけどね」

「行ってみれば、分かるわ」

　フラウスはそう言うと、早足で歩きはじめた。

　双子が、あわてて後を追いかける。

　漁村を出たあと、三人は道から離れ、海岸へ降りた。この辺りの海岸は見渡すかぎりの磯で、打ち寄せる波が白く砕けていた。行く手に見える海かい蝕しよく洞どうは、海に面した崖がけにいくつも穿うがたれており、歩いてゆくには潮が引くのを待たねばならないようだった。

　三人は適当な岩に腰を下ろし、潮が引くのを待つことにした。

　フラウスも双子と同様、内陸の生まれなので、海にはあまり親しんでいない。どれだけ待てば潮が引くのか、見当もつかなかった。

　フラウスは磯の匂においを感じながら、飽きることなく海を見つめていた。魔神のことさえなければ快適な休暇になっただろう。西の空に傾きつつあるものの、夏の日差しはまだ強く、じっとしていても汗ばんでくる。重い金属鎧も鎧下も脱ぎ捨てて、水浴びでもしたい気分だった。

　夕方近くまで待っていると、ようやく潮が引きはじめた。沖に向かってなだらかに傾斜している岩棚が、徐々にその姿を現わしはじめる。

　崖の方へ移動しようと、それまで座っていた岩からフラウスは腰を上げた。そして、何気なく海のほうを振り返る。

　不気味な影が、そこに立っていた。腰のあたりまで、海水に浸かっている。

　フラウスは、緊張した。

　全身が紫とも茶色ともいえない色をしている。手足や頭らしきものはあるが、人間であるはずがなかった。

　その姿を、フラウスはスカードの王城で見たことがある。そして、戦ったことも……

　魔神だった。もっとも、魔神のなかでは最弱の種類である。死ぬとどろりと溶け、形を残すことがない。

「向こうから、やってきてくれるとはね」

　フラウスは振り返り、双子の王子に言った。

　フロイとリーゼンも、魔神の出現に気が付いていた。厳しい表情で海の方を見つめている。

「足場のいいところへ」

　フロイが、提案した。

「そうね」

　海水に濡ぬれた岩は滑りやすく、この場で戦うのは、確かに危険だと思えた。

　フラウスは武器と楯たてとを構えながら、後方へと下がった。そして、波打ち際からだいぶ離れた大きな岩のうえに登る。その表面は平になっていて、水には濡ぬれていない。足を踏みしめ、その感触を確かめる。思う存分、動くことができそうだった。

　双子の王子は、腰の長剣を抜き放ち、両手に持った。

「上からも！」

　リーゼンが、警告の声をあげた。

　弾かれたように、フラウスは上空をふり仰ぐ。

　黒い影がひとつ、青空に舞っていた。有翼の魔神である。下位魔神の一種だったと記憶している。ザルバードと呼ばれる種族だ。口から炎を吐き、暗黒神の魔法を使う。

「見てよ！　海の方からあんなに……」

　フロイが緊張した声をあげた。

　空を飛ぶ魔神に注意を払いつつ、フラウスは海の方にも視線を向ける。先ほどまでフラウスたちが休息していた場所に、十体ほどの化物がうごめいていた。水滴をしたたらせながら、岩場をゆっくりと移動してくる。

「心配しないで。あいつらは、下位魔神でさえないわ。雑兵スポーンというところね」

　フラウスはあの魔神兵と、スカードの王城で戦った。

　鋭い鉤かぎ爪づめが武器だが、その動きは鈍く、簡単に討ち取ることができた。もっとも、集団で襲いかかってこられれば、脅威になる。この怪物に気を取られているあいだに、もっと上級の魔神に攻撃されれば不覚を取ることもあろう。

「あいつらは、わたしが一気に片をつける。あなたたちは上空の魔神から注意を逸そらさないで！」

　フラウスは、双子に叫んだ。

「分かった。だけど、降りてこないんじゃ、手の出しようがないよ」

「それは向こうだって同様よ！　炎だけに気をつけて」

　フラウスは答えた。

　そして、自分たちが立つ岩の下に、魔神の雑兵が集まってくるのを待つ。

「偉大なる至高神ファリスよ……」

　神への祈りを捧ささげながら、両手を腕の前で交差させる。

　魔神兵スポーンたちが岩を登りはじめた瞬間、フラウスは岩のうえから身を躍らせた。

「フラウス！」

　フロイが、驚いて叫んだ。

「フロイ、上から来るよ！」

　リーゼンの声が続いた。

　フラウスは魔神兵たちの真っ只ただ中なかに着地した。かなりの高さがあったので、足が痺しびれたが、かまわず祈りを続ける。

「滅びよ、邪悪な異界の魔物ども！」

　フラウスは、高らかに神聖魔法を唱えた。

　魂だけの存在として世界に散華した偉大なる存在──神──の力をその身に受けて発動させる奇跡である。神と意思疎通できる者だけが、行使することができるのだ。

　呪じゆ文もんの完成と共に、フラウスの全身から、目に見えぬ力がほとばしった。

　不可視の力は、周囲の魔神兵たちを文字どおり吹き飛ばした。岩に叩きつけられ、魔神兵たちは、みるみるその形を失い、異臭を放つ肉汁と化していった。

「王子！」

　フラウスは岩の上の双子を見上げた。

　空から舞いおりてきた有翼の下位魔神と、双子の王子が激しい戦いを演じている。助けにゆこうかと思ったが、それが不要であることはすぐに分かった。

　初めての実戦だけに、ハイランドの王子たちは慎重に戦っている。無理な攻撃はせず、守勢にまわりながら、相手の隙すきが出るのをまっている。双子だけに、その呼吸はぴったりと合い、魔神を追いつめている。

　フラウスは安心し、新手の魔神はいないか、と周囲に気を配った。そして、海蝕洞のある崖のほうに視線を向けたとき、その表情が強ばった。

　崖下に現われた岩の道を通って、十体ほどの魔神が、こちらへ向かってきていた。

　そのうちの一体は、スカードの王城の地ち下か牢ろうで見た上グレ位ーター魔神デーモンだった。顔の横から雄牛の角を逆さに生やしたような醜悪な姿である。残りの九体は、直立した竜のような下レツ位サー魔デー神モン。その牙には毒があり、暗黒神の魔法を使う。下位魔神のなかでは、手ごわい相手だった。

「数が多すぎる……」

　フラウスは歯がみした。

　魔神たちの棲み家は、間違いなくこの付近にあるのだ。フラウスたちの接近に気づいて出てきたのだろう。

「よし、討ち取ったぞ！」

　そのとき、フロイのあげた快かい哉さいの叫びが、頭上から聞こえてきた。

「退ひくわよ！」

　フラウスは顔を上げて、叫んだ。

「どうして？」

　リーゼンの疑問の声が、返ってくる。

「新手の魔神が接近してきているの！　わたしたちだけでは勝てないわ!!」

　フラウスは岩を駆け登り、フロイとリーゼンのところにやってきた。

「本当だ！　崖の方……」

「運がよすぎたみたいだね」

　言葉を交わす双子の声も、さすがにひきつっていた。

「逃げきれる？」

「魔神たちが追いかけてこなければね」

　フラウスは、答えた。

　人間より、魔神たちのほうが動きが速い。それに、フラウスたち三人は、金属鎧に身を包んだ重装備である。長いあいだ走り続けることはできない。

「見逃してくれるかな？」

　リーゼンが、不安そうに言った。

「無理だろ。あの勢いじゃ……」

　魔神たちは散開して迫ってくる。想像以上の早さである。逃げだしても、すぐに追いつかれるのは、目に見えていた。

「あなたたちは、逃げなさい。魔神は、わたしが食いとめる」

「そうか、そういう手があったんだ」

　そう答えたかと思うと、フロイは岩の上から飛び降りた。

　まったく同時に、リーゼンも跳んでいる。

「王子！」

　あっという間のことで、止めることさえできなかった。

　こうなったからには、もはや後には退けない。フラウスは躊躇ためらわず双子の後に続いた。

「竜頭の魔神は、牙に毒を持っているわ。上位魔神は、強力な魔術の使い手」

　フラウスは先行するふたりに呼びかけた。

「ありがたい忠告だね」

「弱点を教えてもらえれば、もっと嬉うれしいんだけど」

　ハイランドの王子たちから、そんな答が返ってくる。

　もはや覚悟を決めたのだろう。彼らは笑っているようにさえ見えた。

「秩序と正義の守護神よ、忠実なる従僕しもべをお導きください」

　フラウスも覚悟を決め、小声で祈りを捧げておいた。

　魔神が相手なのである。殺されるとしたら、一瞬だろう。祈りを捧げている暇さえないに決まっている。

　魔神たちは、三人を包みこむように迫ってくる。上位魔神は、突出してくる下位魔神の後方で悠然と立っていた。

「正義と秩序の守護神ファリスよ、邪悪に挑む我等に加護を与えたまえ……」

　フラウスは、〈祝福ブレス〉の奇跡を神に願った。

　願いは届き、全身が高揚感に包まれる。やれる、という気が起こってくる。

「あなたたちの剣は、魔力を帯びてるの？」

　フラウスは、訊たずねた。

「たいした魔力じゃないけどね。魔神のなかには、魔法の剣でなければ傷つかない種類もいるんだろ？」

　そう聞いているわ、とフラウスは答えた。

　聖なる力を武器に与える必要はなさそうだ。残る気力は、癒いやしの魔法に使いたい。

　魔神たちは、間近に迫っている。

　フラウスは頭のなかを真っ白にした。こうなったからには、何も考えずに戦う以外にない。

「邪悪なる異界の住人よ、覚悟しろ！」

　フラウスが雄お叫たけびをあげた瞬間だった。

　フラウスたちの周囲の岩が突然、隆起しはじめた。たちまち視界が、塞がれる。

「なんだよ、これ！」

「魔神が魔法を使ったんだ！」

　双子の王子が口々に叫ぶ。

「魔神なら、こんな魔法を使わないわ。この岩は、まるでわたしたちを守ってくれているみたい」

「味方ってこと？」

　リーゼンの表情が輝いた。

　その言葉を裏付けるように、魔神たちの叫びが聞こえた。言葉の意味は分からないが、何か異変が起こっているのは間違いない。それも、かれらにとって不都合な異変のようだ。

「精霊魔法だな。〈精スピ霊リツのト・障ウオ壁ール〉の呪文だと思う。大地の精霊ノームを支配して、地面を隆起させたんだ。熟練の精霊使いでなければ、かけられない魔法だよ」

「ライデンの評議会が派遣したっていう傭兵かな」

「そう思ってよさそうね……」

　耳を澄ませると、戦いの物音が聞こえていた。

　魔神の叫び声に混じって、人間の声が飛び交っている。内容まで分からないが、その声には余裕が感じられた。あれだけの数の魔神を相手にして、人間のほうが優勢に戦っているということだろうか。

「僕らの獲物なのに！」

　思い出したように、フロイが叫んだ。

　その声が届いたのかどうか、次の瞬間、目の前の岩の壁は、唐突に消滅した。

　周囲の状況が、ようやく明らかになる。

　五人の男女が、魔神を相手に激戦を繰り広げていた。

　三人の男たちが竜頭の下位魔神たちと戦い、ひとりの男が上位魔神と一対一で切り結んでいた。そして、遠く離れた岩場の上に髪の長い女性が立っている。

　小柄な女性で、華きや奢しやな印象を受けた。見慣れない服の上に、革鎧を着けている。

「エルフ族だよ」

　フロイが女性を指差して言った。

「だったら、納なつ得とくだね。精霊魔法は、彼らの得意技だもの」

　リーゼンが、深くうなずきながら言った。

「行くわよ、王子！」

　上位魔神と一対一で戦っている戦士に、援護は不要と思えた。燃えるような赤毛で、巨大な剣を軽々と操っている。

　その姿を見て、フラウスは思い出していた。ライデンの街で噂として聞いた傭兵の名前を、だ。その傭兵は、ロードスにおいて最高の戦士であるという。

「赤髪の傭兵ベルド。あの戦士が、そうなのね……」

　上位魔神を相手に剣を振るう戦士の顔には、余裕の笑みさえ浮かんでいた。その力強い動きに、フラウスは思わず目を奪われた。

　気持ちを切り替え、フラウスは三人の戦士を取り囲む下位魔神に向かって突撃していった。

　双子の王子がそれに続く。

「手伝います」

「魔神にかけられた賞金は、山分けだからな」

　傭兵のうちのひとり、槍使いの戦士がフラウスの呼びかけに答えた。

「賞金なら全部、あげるわ。わたしたちが望むものは別にあるから」

　フラウスは答えつつ、下位魔神の一体に渾身の一撃を振り下ろしていった。
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　激しい戦いになったが、魔神どもは残らず討ち倒された。

　赤髪の傭兵ベルドが、上位魔神との一騎打ちに勝利を収めたのとほとんど同時に、フラウスたちも九体の下位魔神を残らず葬り去っていた。

　危機を救ってくれた五人の男女のうち、ひとりが重傷を負ったが、フラウスが〈治癒〉の呪じゆ文もんをかけて完全に回復させた。

　それから、フラウスと戦士たちは互いに名乗りあった。

　予想したとおり、彼らはライデンから派遣されてきた魔神討伐のための傭兵だった。傭兵といっても、ライデンの傭兵団に所属している者もいれば、そうでない者もいた。魔神討伐に志願した理由も、それぞれである。

　賞金目当てだと言い切ったのは、赤髪の傭兵ベルドとふたりのライデン傭兵だ。残るひとりの戦士は魔神に殺された仲間の復ふく讐しゆうのためであり、鏡の森から出てきたエルフ女性ルシーダは魔神たちに奪われた古代樹を取り返すことを使命としていた。

　フラウスはハイランドの双子の王子を紹介し、彼らが騎士修業として、魔神と戦うことを誓っていると伝えた。そして自分は、ファリスの名において、邪悪な存在を許すつもりがないと言った。

「ファリスの神官戦士らしいお言葉だね」

　傭兵のひとりが、声高に笑った。

　砂漠の小部族の出身らしく、浅黒い肌をしており、太刃の曲フアル刀シオンを武器にしている。

「何が可笑おかしいのですか？」

　フラウスは、その傭兵を睨にらみつけた。

「可笑しくはないさ。あんたの信仰は立派だと思う。ただ、オレには理解できない価値観だったもんでね」

「正義のために戦うということがですか？」

「そうだよ。オレたち傭兵は金が目当てで戦うもんだ。戦にゃあ、正しいも悪いもない。あるのは、人が死んでゆくという事実だけさ」

「荒すさんだ考えですね」

　フラウスは、ぴしゃりと言った。

　傭兵は、ふたたび笑った。

「理由は違うけど、わたしたちは魔神を倒すという目的において一致しているでしょ。そして、その目的はまだ果たされてないんだから」

　ルシーダが明るく仲裁に入った。

　長命で知られるエルフ族だから、彼女の年齢は不詳である。だが、その話し方とか態度は、若い女性という印象を受けた。

「目的は果たされてないって、だったらこの魔神たちは？」

　岩の上にずらりと並べられた魔神の首を見ながら、フロイが訊たずねた。

「雑魚ざこだな」

　ベルドが、ぼそりと答えた。

「上位魔神の首だってあるんだけど……」

　リーゼンが不思議そうにベルドを見つめる。

「オレたちの狙いは、上位魔神じゃない。魔アー神クデー将モンなのさ」

　槍使いの傭兵が、双子の王子の疑問に答えた。

「魔神将！」

　フラウスは、目を見張った。

　魔神将といえば、魔神王に次ぐ存在である。そんな高位の魔神が、このライデンに派遣されていたとは……

「たった一匹の魔神将のせいで、大陸貿易の船団が全滅されたんだ。その被害がどのくらいか分かるかい？」

　曲刀使いの傭兵が、にやついた顔で訊ねてくる。

「分かるはずもないわ」

　フラウスは、そっけなく答えた。

「奴隷女なら、一万人は軽く買えるだろうさ」

「例え方が、悪いわよ」

　フラウスの表情の変化を見取ったルシーダが、あわてて間に入った。

　エルフ族は人間を軽けい蔑べつしていると噂に聞いていたが、彼女には少しもそんな様子は感じられない。気持ちのよい女性だった。

　ルシーダの気遣いを無駄にしないため、傭兵の言葉に対し覚えた怒りを、フラウスは収めた。ただ、この傭兵とは話をするまいとだけ、心で誓う。

「魔神将がいることは、分かりました。あなたがたの目的が、その首だということもね」

　フラウスは、ベルドに向かって言った。

「危ないところを助けていただいた御恩もあります。よろしければ、お手伝いさせていただけないでしょうか？」

「好きにしろ」

　ベルドは、無関心そうに言った。

「神聖魔法の使い手なら、大歓迎だ。あれだけの怪け我がが、一瞬にして治ったんだからな」

　もうひとりの戦士が大きく両手を広げて言った。

　先程、フラウスが〈治癒〉の呪文をかけた男である。本業は船乗りで、魔神に殺された仲間の復讐のため討伐隊に加わったのだ。

「僕らは、歓迎されないのかな？」

　フロイが双子の弟と顔を見合せながら言った。

「王子様なんだろ？　危険を冒す必要なんかねぇよ」

　砂漠生まれの戦士が、ぶっきらぼうに言った。

「僕たちにだって、事情があるんだよ。同行させてほしいな」

「わたしは歓迎したいんだけど……」

　ルシーダは曖あい昧まいに言うと、赤髪の傭兵の表情を窺うかがった。

　その視線に気づき、ベルドは無言で首を縦に振った。

「よかったわね、ハイランドの王子たち」

　エルフ女性の精霊使いは、優しく微笑ほほえんだ。

「それで、魔神将はどこに？」

「あの洞どう窟くつのどれかにいると思う。魔神たちが現われたのが、その証拠ね」

　フラウスの問いかけに、ルシーダが答えた。

「わたしたちは岬を逆回りに調べたんだけど、魔神には結局、一体も出会わなかったの。遠回りなんかしないで素直に調べていれば、無駄な時間を使わずに済んだのにね」

　ルシーダが、苦笑した。

　ふたたび潮が満ちるまでに、魔神の洞窟を探し当てなければならない。

　赤髪の傭兵を先頭に、戦士たちは海水で濡ぬれた岩場を慎重に進んでいった。フラウスと双子の王子は、彼らの最後尾に従う。

　足下の岩場には、先程倒した魔神の足跡が残されていた。その足跡を、逆にたどってゆく。

「ここですね」

　岩場に残された微かすかな魔神の足跡をたどっていたルシーダが、入口がやけに狭い海かい蝕しよく洞どうの前で立ち止まった。

「目立たない洞窟だな。ふたつ向こうの洞窟のほうが大きくて見栄えもいいのによ」

　砂漠生まれの傭兵が、そんなことを言う。

「意外に謙虚な性格だよね」

　フロイが冗談っぽく言うと、傭兵たちは、まったくだ、と笑った。

「このなかに魔神将が……」

　身震いするような緊張を、フラウスは覚えた。

　名前だけは、知識として知っている。だが、その実力がどれほどなのか、想像もつかない。五隻の貿易船団を全滅させたというが、船乗りたちはどの程度、抵抗したのだろう。何人の水兵が魔神と戦い、死んでいったのだろう。

「入るぞ」

　赤髪の傭兵ベルドが大剣を肩に担ぎながら、悠然と洞窟に入ってゆく。

　彼の仲間は、ロードス最高を謳うたわれるこの戦士に全幅の信頼をおいているらしい。後に従ってひとり、またひとりと入ってゆく。

「光の精霊よ、わたしたちを導いて……」

　ルシーダが精霊魔法の呪文を唱えて、光の精霊であるウィル・オー・ウィスプを召しよう喚かんした。

　青白く輝く光の精霊は洞窟の天井近くに舞いあがると、それから滑るように動き、先頭を行く赤髪の傭兵を追い抜き、彼の少し前を揺らめきながら飛ぶ。

　光の精霊の明かりに導かれ、八人は慎重に洞窟の奥へ進んでゆく。

　魔神たちが次々と溢あふれだしてくるのではないか、とフラウスは思ったが、意外に魔神の姿は見えなかった。だが、何とも言えない腐臭が満ちていて、この洞窟が魔神の棲み家であることには、疑問を抱く必要がなかった。

　奥に入るにつれ洞窟は、高さも幅も入口より広くなっていた。潮が満ちても、この辺りまでは海水が侵入してこないらしい。足下の岩は、白く乾いていた。

　誰もが無言だった。

　魔神将について、思いをめぐらしているのだろう。その姿であるとか、強さであるとか、あるいはその首にかけられた賞金であるとか……

「来たわ！」

　そのとき、ルシーダの警告の声が飛んだ。

　フラウスははっとなって、前方に注意を向けた。

　天井すれすれに、有翼の下位魔神が飛んできた。その数は三体、フロイとリーゼンが腰のベルトから短剣を抜き、狙ねらいをつけて投げつける。

　その狙いは違たがわず、魔神のうちの一体に、二本の短剣は命中した。そのうちの一本は翼を突き破り、体勢を崩した魔神は壁に激突し、地面へと落ちた。

「もらったぞ！」

　元船乗りの戦士が快かい哉さいの声をあげて、地面でもがく魔神に剣を振りおろした。胴体を両断し、勢いあまった彼の剣は、地面にまで届いた。激しい金属音が、洞窟中に反響する。

　その余韻が響くなか、残る二体の魔神が後方に控えていたフラウスめがけて滑空してきた。

「甘く見られたものね」

　フラウスは鎚鉾メイスを構えて、魔神を迎え撃つ。

　最初に飛んできた一体は、楯たてを使って地面に叩きつけ、次の一体はその頭に鎚鉾の一撃を振り下ろす。

　地面に落ちた魔神は、フラウスの両りよう脇わきにいたフロイとリーゼンがすかさず始末した。もう一体は頭を砕かれつつも、両手の鉤かぎ爪づめを振るって、フラウスの鎖かたびらを裂こうとした。そのうちのひとつを避けきれず、フラウスは左肩のあたりに軽い裂傷を負った。

　鋭い痛みが傷口に走り、鮮血が飛び散る。だが、フラウスはまったく動じなかった。

　魔神の胸板めがけ反撃を試みる。

　右腕に確かな感触が伝わった。何かが砕ける音が響き、魔神は地面に崩れた。その後頭部を狙って、フラウスはとどめの一撃を放つ。

「怪け我がは大丈夫？」

　リーゼンが心配そうに訊たずねた。

「この程度ならね。すべてが終わってから、ゆっくり治すわ」

　フラウスは、視線を前に向けた。

　洞窟の奥から魔神兵スポーンたちが何十体も溢れでてきている。その雑兵に混じって、下レツ位サー魔デー神モンたちの姿も数体、見られた。

「あの溶ける奴やつが、いちばん怖いよね」

「剣が汚れそうで嫌だよな」

　リーゼンとフロイは、そんな軽口を交わす。

「ルシーダは下がって」

　フラウスが前に出ようとしたエルフの精霊使いに声をかけた。

「今は、あなたの出番じゃないわ」

　魔神将と戦うときに、彼女にはその魔法を存分に使ってもらわなければならない。そのためには、下級の魔神相手に消耗させるのは得策ではない。

「そうするわ。本当言うとね、武器を使うのは、あまり得意じゃないの」

「構えを見ていたら分かるわ。この場は、わたしたちに任せて」

　フラウスはルシーダに微笑み、武器を構えて前に出る。

「リーゼンは、彼女のそばにいてあげて。あれだけ数がいると、討ち洩らすかもしれないから」

「分かった」

　リーゼンは素直に従った。

「おいしい役だな」

　フロイが恨めしそうに言った。

「逆が良かった？」

「いや、僕は魔神と戦うほうがいい」

　フラウスにそう答えると、フロイは長剣を両手に持ち直した。

　彼ら双子の性格の違いが、フラウスにもなんとなくだが分かるようになっていた。

　リーゼンは双子の兄と対等を装いつつも、要所では一歩、引くことを心得ている。剣術ではフロイにわずかに劣るが、賢明な性格は頼りがいがある。フロイは頭の回転が早く、それ以上に行動が早い。

　軽薄な印象もあるが、ふたりとも勇者の資質は十分にあると思える。彼らの騎士修業の旅は、間違いなく吟遊詩人に謳われ、後世に伝えられるだろう。もっとも、そのためにはこの場を切り抜け、魔神将に勝たねばならない。

　ベルドが中央に立ち、その左右に後の者たちは広がった。横一列に並んで、迫りくる魔神たちと戦う。フラウスはいちばん左側を受け持った。その右側に、フロイが立つ。

「滅びよ！」
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　フラウスは目の前の魔神兵の頭部に、横殴りに鎚鉾の攻撃を放った。

　魔神兵は左腕で、その攻撃を受け止める。左手がぐしゃりと潰つぶれ、傷口から先がどろりと溶ける。反撃とばかり魔神兵は右手の鉤爪を振るってきたが、フラウスはその攻撃を難なく楯で受け止めた。

　左腕を返し、相手の右腕を押さえつける。そうして、無防備になったところを、頭をめがけ真上から必殺の一撃を放った。

　魔神兵の頭は粉砕され、仰あお向むけに地面に倒れた。

　次の瞬間には肉が溶けはじめ、急速に形を失ってゆく。

「次！」

　魔神兵の死体を踏み潰すように、新たな敵が前に進んできた。

　下位魔神だった。グルネルとかいう種類である。青銅色の肌をした人型の魔神で、長い尻尾を生はやしている。魔神兵と異なり、そう簡単に倒せる相手ではない。フラウスは気持ちを引き締め、慎重に武器を振るい、楯を操る。

　魔神の生命力は驚くべきもので、普通の人間なら即死するような攻撃を受けても、怯ひるむことなく襲ってくる。

「遅い奴は、置いてゆくぞ」

　そのとき、ベルドの声が聞こえた。

　視線を向ければ、赤髪の傭兵は魔神の群の真っ只ただ中なかにいた。目の前の魔神を倒し、ひとりで突出したのだろう。

　群がる魔神たちを文字どおりなぎ払いながら、ベルドは前へ前へと進んでゆく。

　ベルドの強さは圧倒的で、彼と戦う魔神が哀れとさえ思えるほどだった。赤髪の傭兵の戦う姿は、見ている者の気分をも高揚させる。目の前にいる魔神が、強敵とは感じられなくなってくるのだ。

　フラウスは気合いの声をあげ、グルネルに向かって強力な一撃を見舞った。

　苦しげな呻うめきをあげ、グルネルは地面に倒れる。だが、倒れながら、魔神は攻撃を仕掛けてきた。フラウスは足を引いたが、右の太ふと股ももを浅く切り裂かれた。

「悪あがきを！」

　フラウスは倒れた魔神の後頭部を蹴けりつけ、腰を落としてとどめの一撃を振り下ろした。後頭部が砕け、脳のう漿しようと体液とが地面に飛び散った。

　それでもなお、魔神の腕は獲物を求めるように動きつづける。下位魔神でさえ、これほどに強きよう靭じんなのだ。魔神将に至っては、不死身なのではないかと思える。

　フラウスはそれから魔神兵を三体、下位魔神を一体、倒した。フラウスの隣で戦っていたフロイは魔神兵を二体、下位魔神を一体、葬り去っている。後方でルシーダを守っていたリーゼンも、前線を突破してきた有翼の下位魔神を一体、ルシーダと協力して倒している。

　味方では槍やり使づかいの戦士が、重傷を負った。フラウスは〈治癒〉の呪じゆ文もんを使い、傷口だけは塞いでおいた。だが、疲労が著しく、槍使いはこれ以上、戦えそうになかった。

「入口で待っておくさ」

　槍にもたれかかるように、槍使いの戦士は戻ってゆく。

「ひとり、減っちゃったね」

　フロイが槍使いの背中を見送りながらつぶやいた。

「手下はもう品切れだろう。魔神将だけなら、オレがひとりで倒してやる」

　ベルドがそう言った。

　冗談を言ってるのでも、気負っているのでもない。それが当然だろうというように、ひとりで奥へ進んでゆく。

「正気なの？」

　フラウスは、そう問いかけずにはいられなかった。

　ベルドが強いのは、もはや分かっている。なにしろ、上位魔神をたったひとりで倒したのだ。だが、魔神将は上位魔神より遥はるかに強いと考えられるのだ。

「オレはいつだって正気さ。魔神将の首は、オレが取る」

　ベルドは背中を向けたまま答えた。

「ルシーダ、魔神の魔法は封じてくれ。逃げられたら、元も子もないからな」

「はい」

　エルフ女性の精霊使いは、素直にうなずいた。そして、服のなかにしまっていた水晶の首飾りを外に取り出す。

「もう少しの辛しん抱ぼうだからね」

　首飾りを手に取って、ルシーダはそう囁ささやきかけた。

「風の精霊を支配しているの？」

　リーゼンが、ルシーダの手元を覗のぞきこみながら質問する。

「そうよ」

　ルシーダは答えた。

「魔神は魔法を使うからね。沈黙させるためには、シルフの力が必要なの。でも、洞どう窟くつでは風の精霊力は働かないでしょ。だから、このなかにね……」

「それで、わたしたちは、魔法の援護だけってこと？」

「そういうことだ」

　フラウスの問いに、ベルドは間かん髪ぱつを入れず答えた。

「ここは赤髪の傭兵の腕前を見せてもらうさ。それから、魔神将の強さをな」

　砂漠生まれの傭兵が、そう言って曲刀を鞘さやに戻した。

「そうだな」

　元船乗りの戦士も、武器を収める。

　彼らは別に不満そうな様子はない。ベルドを信頼しているからだろうか、それとも魔神将と戦わずに済むからだろうか。

　賞金は生き残った者で山分けだ、と彼らは最初から決めてあるらしい。

「強敵を相手にするときは、慎重になるべきだわ」

　フラウスは、ベルドにくいさがる。

「オレの主義じゃないな。強敵が相手のときこそ、大胆に戦うんだ」

　赤髪の傭兵は、説得を受け入れるつもりはまったくないようだ。

「分かりました。あなたが死んだら、わたしたちが戦いましょう」

「そうはならんさ」

　赤毛の戦士は、不敵な笑みを浮かべた。そして、洞窟の奥へ奥へと更に進んでゆく。

「光の精霊……」

　ルシーダが宙を舞うウィル・オー・ウィスプに、精霊語で何事かを命じた。

　ウィル・オー・ウィスプは一瞬、明るさを増すと、前方に向かって滑るように飛んでいった。

「足下に気をつけて」

　ルシーダが注意を呼びかける。

　光の精霊が飛び去って、フラウスたちの周囲は暗くなった。その代わり、前方は明るく照らされ、その付近の様子ははっきりと分かる。

　洞窟は徐々に狭くなってきていた。もう少し行けば、行き止まりになるかもしれない。

　魔神将がいるとすれば、いちばん奥ではないか。フラウスは漠然とそう考えていた。

　そして、その考えが正しかったことを、フラウスはすぐ知ることになる。
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　魔アー神クデー将モンは、唐突に光のなかに姿を現わした。

　洞窟が行き止まった場所、どこから運びこんだものか玉座のような椅子が置かれ、そこに魔神将はその不気味な姿を晒さらしていた。

　食人鬼オーガーの肉体に、黒山羊の頭を乗せたような外見だった。二本の長い角が、天に向かって伸びている。その先端は、槍のように鋭く尖とがっていた。

　魔神将は玉座の脇わきに大鉈グレイブを立てかけ、巨大な肉の塊を膝ひざ元もとに置いていた。その肉塊から滴り落ちる血で、魔神の足から玉座、そして足下の地面が真っ赤に染まっていた。魔神将の隣には冥ヘル王ハウ犬ンドが一匹、地面に伏せており、鼻先に流れてくる血を長い舌を出して舐なめている。

　フラウスたちは一歩、一歩、地面を確かめるように進んだ。

　魔神将に近づくにつれ、肉塊と見えたものが、かつて何であったか判別できた。

　人間である。おそらく、幼い少女だろう。

　血にまみれた肉体のなかで、薄く膨らんだ乳房が、そこだけ鮮やかに白く、光の精霊の投げかける淡い輝きを反射していた。

　洞窟の隅には喰くいちぎられた頭部が転がっており、恨めしそうに洞窟の天井を見上げていた。

「魔神！」

　フラウスは、激しい怒りを覚えた。我を忘れて、走りだしてしまいそうになる。

　と、その気配を察知したように、赤髪の傭兵が、左腕をフラウスの前に突き出してきた。

「言っただろう。あいつは、オレの獲物だ」

「しかし、あの魔神は人間を……」

「人間だって、牛や豚を食う。それと同じさ」

　ベルドはそう言うと、首をぐるりと回した。骨がぱきぱきと鳴る。

「御相伴させてもらうとしよう」

　ベルドは大剣を肩に担ぐと、無む雑ぞう作さとも思える足取りで魔神将に向かって進みはじめた。

　フラウスたちは、その場で立ち止まった。魔神将からは、およそ二十歩の距離である。

「風の精霊シルフよ、わたしに力を貸して……」

　ルシーダが、精霊魔法の呪文を唱えはじめた。

　瞑めい目もくし、胸の前で両手を交差させる。指先だけが、何かを手た繰ぐりよせるように動いている。

「僕たちは、見物なんだよな？」

「手伝ったりしたら、あの赤毛の戦士はこっちから片付けるよ」

　双子がそんな会話を交わす。

「そういう男のようね。だけど、油断しないで。赤髪の傭兵が危なくなったら、助けに入るから。魔神との戦いがつづくかぎり、殺すには惜しい男でしょう」

　フラウスはハイランドの王子たちに言うと、厳しい視線をベルドと魔神将に注いだ。

「フラウスは、ああいう男が好みなんだ？」

　何の脈絡もなく、フロイが言った。

　あまりに突然だったので、フラウスはどう言葉を返していいか分からなかった。こんな状況で何を言い出すのか、と思う。

「あの野蛮な男を？」

　フラウスは言葉を選んでから、フロイに答えた。

「だけど、強いよ。ルシーダはたぶん、ベルドのことが好きだな」

「まさかね。彼女はエルフなのよ」

「女性だよ。森の妖精であると同時にね」

「それは、そうでしょうけど……」

　フロイが自信たっぷりに断言するので、フラウスはそれ以上、何も言えなくなった。

　人間とエルフは種として近いのか、子供を産むことができる。生まれてくる子供は、当然、半ハー妖フエ精ルフということになる。異種族の血が流れているため、ハーフエルフは人間とエルフの双方から冷たい視線で見られている。迫害を受けることも少なくないと聞く。

　もちろん、ルシーダがベルドをどう想おもっていようと、フラウスには関係ない。ファリス教団に入信したとき、生涯を神のために捧げることを誓っているのだ。

「始まった！」

　そのとき、リーゼンが緊張した声をあげた。

　フラウスは邪念を振り払って、ベルドと魔神将の戦いに注目した。

　魔神将は大鉈グレイブを振り上げ、風車のように頭上で回転させている。冥王犬は己の主人を信じきっているのか、地面に伏せたまま。顔だけをあげ、瞳ひとみのない真っ赤な目を魔神将と赤毛の戦士に向けている。

「……大気を鎮め、沈黙を導け！」

　それまで、一心に精神を集中させていたルシーダが、精霊魔法の呪文を解き放った。胸のあいだに下げられた水晶が一瞬のあいだ青く輝く。

　魔神は当惑したように、黒山羊の頭を左右に振った。口を開いたが、声は出ない。呪文が効果を発揮したのだろう。

　気力を残らず使いはたしたのか、ルシーダはぐったりとその場に崩れた。

「がんばって、ベルド……」

　か細い声で、つぶやく。

　その声が聞こえたのかどうか、まずベルドが仕掛けた。

　最後の間合いを詰めると、肩に担いでいた大剣を魔神の胴めがけて一いつ閃せんさせる。凝視していたつもりのフラウスでさえ、その動きにはついてゆけなかった。

　だが、魔神将は大鉈の柄で、ぴたりとベルドの攻撃を受け止めた。

　火花が飛び散り、甲高い金属音が洞窟の壁や天井に反響する。大鉈の柄は魔力を帯びた金属でできているのか、凄すさまじい大剣の一撃を受けても傷ひとつついていない。

「楽しめそうだな……」

　ベルドが言った。

　実際、相手が強ければ強いほど、ベルドという男は楽しげな表情を見せる。

　上位魔神と戦っているときと魔神兵スポーンを相手に戦っているときとでは、別人のようだった。相手が弱いと、単調な労働に従事しているかのような顔になる。

　どうしてだろう、とフラウスは疑問に思った。

　勝つことが、倒すことが目的なら、敵は弱いほうがいいに決まっている。死に急いでいるのか、とも思う。だが、ベルドの言葉や態度は、死を渇望しているように見えない。生きていることを、存分に楽しんでいる感じだ。

「だったら、なぜ？」

　赤髪の傭兵なる戦士の生き方に、フラウスは不思議な興味を覚えた。

　これまでに出会ったことのない男だった。金が目当てだと言っているが、本当に金を稼ぎたければ、商人になったほうが確実だし、危険も少ない。商才がなかったとしても、彼ほどの腕前なら、上級騎士として受け入れる国はいくらでもあるだろう。そうなれば領地を与えられ、富と名誉が同時に入ってくるのだ。身分の低い傭兵で甘んじる必要はどこにもない。

　あるいは、戦神マイリーを信仰しているのだろうか？

「人生は戦いである」と説くマイリーの教団は、勇気を重んじ、戦いの正統性を守ろうとする。マイリー神に仕える聖職者は、自身が勇者となることを目指すか、勇者を支援することを至上と考えている。

　だが、ベルドの目には神など見えていないような気がする。

　赤髪の傭兵と出会ったのは、今日が最初だ。どのような人物なのか、理解できなくて当然だろう。だが、ベルド自身は己を隠すことなくすべて曝さらけだしているのに、それがあまりにも強い輝きを放っているため、輪郭を見極めることができないようなもどかしさを覚えるのだ。

　自分の未熟さを、思い知らされる。

　彼のような男こそ、至高神の信仰によって導き、正義と秩序に目覚めてもらいたい。そうなれば、ベルドは英雄のなかの英雄となるだろう。

「凄い！」

　フラウスの隣で戦いを見つめていたリーゼンが、思わず唸うなった。

　ロードス最高を謳うたわれる戦士は、魔神将を相手に壮絶な戦いを繰り広げている。

　魔神将は巨大な大鉈を棒切れのように振り回し、ベルドを叩き切ろうと攻撃を続けている。ベルドはその激しい攻撃を、素速く身体を動かして残らずかわしてゆく。剣で受け止めようとさえしない。

「魔神の攻撃を見切ろうとしているのかな？」

「どれだけかわせるか、試しているみたいだ」

　双子の王子が、そんな感想を口々に洩らす。

「そんなことをしていて、不覚を取ったらどうするのよ」

「死ぬしかないね」

　フラウスの言葉に、フロイがあっさりと答えた。

　フラウスはいらだちを覚えた。フロイの言葉に対してではなく、ベルドの戦い方に対してである。最強の敵を相手にしているというのに、不利になるような真似まねをなぜするのだろう。

　そのとき、魔神がかっと口を開いた。そこから雨雲のような黒い煙をあふれださせる。

「毒だ！」

　フロイが、叫んだ。

　煙に包まれたベルドの表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　ルシーダの沈黙の呪文で魔法は奪われたのだが、魔神将にはそういう能力があったのだ。他にも、どんな能力があるか分からない。

　魔神たちは邪悪ではあるが、優れた種族であることは否定しようがない。

　毒で苦しむベルドに向かって、魔神将は最上段から大鉈を振り下ろす。

　その攻撃を、ベルドは初めて剣で受け止めた。

　鼓膜を突き破るような激しい金属音が、鳴り響く。

　ベルドを押し潰つぶそうと、魔神将はその腕に力を込める。それを跳ね返そうと、ベルドも全身の力を振り絞った。赤髪の傭兵の鍛えられた筋肉が、みるみる膨らんでゆく。

　だが、ベルドは徐々に押されていった。その姿勢が低くなり、片かた膝ひざが地面に落ちそうになる。

　ベルドは剣の柄に空いていた左手を添えた。

「あれでは力負けする……」

　助けに入ろう、とフラウスは武器と楯たてとを構えなおした。

「まだだよ、フラウス！」

　フラウスを制止したのは、リーゼンだった。

「まだ、赤髪の傭兵は負けちゃいない」

「負けてからでは、手後れでしょう……」

　フラウスがそう答えたときだった。

　ベルドの身体が、宮廷舞踏の名手のように円を描くような動きを見せた。両腕で支えていた大剣の切っ先が地面に向かって力を失ったように傾斜する。その斜線に沿うように、魔神将の操る大鉈が滑り落ちた。

　鋼の刃が足下の岩を切り裂き、食い込んだ。

「楽しかったよ」

　勝利宣言のように、ベルドは言った。

　形勢は一瞬で逆転していた。

　ベルドは、魔神の横を取っている。体勢の崩れた魔神は、完全に無防備だ。

　鋭い気合いの声と共に、ベルドは大剣を真横に振るった。巨大な体たい軀くの魔神の首を狙うため、大地を蹴けり、垂直に跳躍している。

　ベルドが地面に降り戻ったとき、黒い塊が一緒になって落ちてきた。

　黒山羊の姿をした魔神将の首であった。地面に落ちた拍子に、右側の角が岩に当たって乾いた音と共に中央から折れた。

　ベルドは更に魔神の胸を貫き、腹部にも三度、突きを入れた。人間ならば、致命傷となる部位ばかりである。

　真っ黒な体液を噴水のように溢あふれさせながら、魔神将はゆっくりと仰向けに倒れていった。

　ベルドは返す刀で、牙きばを剝むいて襲いかかろうとしていた冥王犬の頭をも、一瞬のうちにまっぷたつにした。

「やった！」

　フロイが、歓声をあげる。

「凄い……」

　そうつぶやくのがやっとだったように、リーゼンは胸にたまった息を深く吐き出した。全身が、小刻みに震えている。

「思ったより、あっけなかったな」

　砂漠生まれの傭兵が、うずくまったままのルシーダに話しかける。

「確かに、戦いは短かったけど……」

　よろめきながら、ルシーダは立ち上がった。

「だけど、魔神将が弱かったからじゃない。ベルドが、強かったのよ」

　エルフ女性の言葉に、フラウスはまったく同感だった。

　魔神将の強さは、想像以上だった。ルシーダが魔法を封じていなかったら、戦いはどう変わっていたか分からない。魔法を封じたとしても、戦ったのが自分だったら、相討ちに持ち込むことさえできなかっただろう。

　もっと鍛えなければ、と思った。だが、どれだけ鍛えても、あの赤髪の傭兵を超えることはできそうにない。人間がかくも偉大であることに、フラウスは感動すら覚えていた。

　今のベルドの姿を見れば、跳ちよう梁りようする魔神たちを前に、恐怖と絶望の淵ふちに沈んでいる民衆たちも、希望を見み出いだすだろう。

　人間が、魔神に勝てるということ。ベルドは、それを体現している。ロードスに輝ける未来があることを、人々は確信するに違いない。

　フラウスは、激しい喉のどの渇きを覚えていた。熱病にかかったような気分だった。武器と楯を持った両腕で自分の胸を抱く。心臓が激しく脈打っているのが分かった。

「帰るとするか……」

　ベルドは、魔神将の首を担ぎあげた。

　首を失った身体のほうは、地面に立った彫像のように動かない。

　ベルドがフラウスたちの方を振り返った。

　歓喜の表情を浮かべ、ルシーダが両手を広げた。消耗しつくしているはずなのに、ベルドを迎えようと、ふらつく足を一歩、二歩と前に踏みだしている。

「ほらね、僕が言ったとおりだろ？」

　フロイが勝ち誇ったように言った。

「認めるわ……」

　フラウスは、答えた。

　ルシーダがベルドを愛しているのは間違いない。もっとも、ベルドが彼女をどう思っているかについては、フラウスには分からなかった。

　その瞬間であった。

「ベルド！」

　ルシーダが絶叫した。

　何事が起こったのか、フラウスには一瞬、理解できなかった。そして、それを理解したとき、目の前が真っ暗になった。

　ベルドの腹から、金属の刃がまっすぐ生えていた。そして、赤毛の戦士の口から、真っ赤な鮮血が溢れだす。

「まだ、終わってはいないってわけか……」

　口に溜たまった血を地面に吐き捨て、ベルドは魔神将の首に向かって話しかけた。

　その首をいまいましげに地面に投げ捨てる。それから、腹部を貫いている大鉈グレイブの柄を、左手でしっかりと握った。背後を振り返り、右手に持った大剣を高く掲げた。

「貴様で三人と一匹めだ」

　首を斬きられ、胸や腹を貫かれたはずの魔神将だったが、地面からその上体を起こしていた。

　右腕が物を投げた後の形のまま止まっている。

「癒しを！」

　フラウスは、ベルドのもとに駆け寄った。

「まだだ！」

　ベルドが言った。

　信じられないほど力強い声だった。その声に気け圧おされ、フラウスは魔法にかけられたように動けなくなってしまった。

　今、〈治癒〉の呪文を使ったとしても、ベルドは受け入れたりしないだろう。

　ベルドは魔神に近づいていった。

　普通の人間ならば、あまりの苦痛で即死しているはずだ。強きよう靭じんな人間であっても、一歩も動けないだろう。

　魔神に匹敵する生命力の持ち主なのか、それとも気力で動いているのだろうか。

　ベルドは大剣を振るい、文字どおり、魔神を切り刻んでいった。

　細こま切ぎれになった魔神が、黒い血の海のなかで肉の塊と化したのを確認したあと、ベルドは崩れるように地面に膝ひざを落とした。

「赤髪の傭兵！」

　フラウスは叫んで、ベルドの傷を確かめた。

　激しく動いたため、千切れた内臓がはみ出している。

「治せるか？」

　ベルドが訊たずねてきた。

「傷は治します。ただ、あなたの気力が持つかどうか……」

　致命的な傷を受けた場合、治癒呪文でその傷を塞いでも、息を引き取る怪我人が多い。神聖魔法とはいえ万能ではないのだ。死人を生き返らせたり、重病人を完治させることもできるが、奇跡が全員に起こるわけではない。

「助かる運命にある者だけしか、助けることはできない」

　聖職者のあいだでは、よくそんな言葉が交わされている。

「やってくれ。ただし、こいつを抜いてからな」

　ベルドはにやりと笑うと、腹を貫いている大鉈を摑んで、前に引き抜きはじめた。

　フラウスはベルドの服を裂いて、はみだしてくる内臓を、手で押し留める。噴きでてくるベルドの血で全身が真っ赤に染まった。

「大丈夫なの？」

　心配そうなフロイの声が聞こえてきた。

　気づかないうちに、全員が周りを取り巻いていた。そのなかには、涙を流しつづけているルシーダの姿もある。

「黙っていて！」

　フラウスは語気鋭く言い返した。

「偉大なる至高神、太陽を司つかさどる光の神……」

　祈りを捧げ、精神を集中させる。

　残る気力を振り絞って、癒しの呪文をかけるつもりだった。〈完治〉と呼ばれる、傷んだ肉体を完全に回復させる呪文である。

　それで命を取り留めるかどうかは、ベルドにかかっている。彼の運命が尽きていないのなら、死ぬことはないだろう。そうでなければ、傷が塞がるだけで、魂は抜けてゆくことになる。

（だけど、この男は死なない。死なせない……）

　フラウスは心のなかでつぶやいていた。

　ベルドはロードスの希望そのものなのだ。この戦士が生きているかぎり、人間が魔神に負けることはない。

　そのとき、ベルドが魔神将の武器を抜き終えた。洞窟の壁に向けて、無雑作に放り投げる。

　大鉈は磁器を弾いたような音を立てて、洞窟の壁に突き刺さった。

「ファリスよ、全き肉体を甦よみがえらせたまえ」

　フラウスは天に届けとばかり、高らかに呪文を唱えた。

　ベルドの傷口に当てがわれたフラウスの手が、目も眩くらむような純白の光に包まれた。

　その輝きが、ベルドの体内に染みこんでゆく。

　光が足りないと、フラウスは思った。この傷を治すには、もっと光が必要だった。闇のなかに消えてゆこうとする魂を呼び戻さなければならない。フラウスは気力を高め、至高神の名前を心の中で何度も唱えた。

　両手をベルドの傷口に当てがいながら、我が魂をこの戦士に注ぎこみたまえとさえ神に願う。

　全身の神経が両手に集中したかのように、ベルドの傷の感触以外、何も感じられなくなった。完全な暗黒と静寂のなかで、両手を包む光だけは皮膚感覚として意識された。

　千切れた内臓が、裂けた筋肉が、破れた皮膚が再生されてゆく過程が、無限の時間をかけたかのように細部まで鮮明に感じられた。もちろん、それは一瞬の出来事でしかない。高揚した精神が、時間を超越したのだろう。

　光はゆっくりと収束してゆき、やがて完全に消えた。

　感覚が正常に戻った。極度の疲労が襲う。フラウスはベルドの顔を見つめた。

「至高神っていうのは、オレのような奴でも治してくれるんだな」

　何事もなかったかのように、ベルドは言った。

　血色も良く、声にも張りがある。一瞬前まで瀕死の重症を負っていたのが噓のようだ。

「至高神の奇跡は万民に対し、平等に与えられるのです」

　フラウスは、胸を張って答えた。神の偉大さと己の信仰の正しさを改めて誇りに思う。新たな気力が湧いてくる。

「平等にか……」

　ベルドが、苦々しく言った。

「奇跡がなければ、オレは死んでいたか？」

「間違いなくね」

　フラウスはうなずいた。奇跡を用いてさえ、救われるかどうか分からないほどの重傷だったのである。

「そうか……」

　ベルドは答えると、フラウスから視線を逸した。

「その手は、もう離してくれていいぞ。どうしても触っていたいというなら、今夜、オレの部屋にでもくるんだな」

　フラウスの手は、ベルドの腹に置かれたままだった。そこには一枚の布もなく、鍛えられた筋肉が、連なった丘のように何段にも盛りあがっている。

　それに気づいて、フラウスの全身が熱くなった。羞しゆう恥ちのため顔が紅潮する。

　部屋に来いということが、どういう意味かぐらいは分かる。もちろん、そんな誘いを受けたことは、これまで一度もなかった。

　冗談で言ったのだと決めつけ、フラウスは返事をしなかった。

　手をどけると、赤しやく銅どう色いろの肌が傷ひとつない状態で現われた。

　神の奇跡は、この偉大な英雄を救ったのだ。同時にそれは、ベルドの運命が尽きていないことの証あかしでもある。

　茫ぼう然ぜんと全員が見送るなか、ベルドは用事は済んだとばかり、洞窟の入口に向かって歩きはじめる。その途中で、地面に落ちている魔神将の首を拾いあげた。

　魔神将の首をぶらさげ、ベルドは歩きつづけた。

「信じられない。あれだけの傷を受けたあとだというのに……」

　仲間たちがベルドの後に続いたあとも、フラウスはその場にしばらく立ち尽くしていた。激しい戦せん慄りつを覚え、足が動かないのだ。

「間違いないわ」

　それから、誰にも聞こえないようにつぶやく。

「あの戦士こそ、ロードスを統すべる英雄王となるべき男……」

　今、ベルドという男に感じている戦慄は、至高神の啓示を受けたときの感覚に似ていた。

　英雄王を包みこむ暗黒を取り払うこと、それがファリス神が自分に与えてくれた使命である。ベルドという男は間違いなく暗黒で包まれている。無目的に剣を振るっているだけでは、真の英雄になれるはずがない。だが、ベルドが自らの資質に目覚めたとしたら、秩序を尊び、正義を重んじるようになったとしたらどうだろう。

　ベルドには、魔神の軍団を滅ぼすことができる。

　その功績を武器に、権力闘争に明け暮れるロードスを統一するのだ。何も諸国の王族を根絶やしにする必要はない。諸国の王を統べる覇王として君臨すればいいだけのことだ。

「ようやく出会えた」

　フラウスは、使命を見出した喜びに包まれながら、心のなかでそうつぶやいた。
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　人々の歓声が、地鳴りのように轟とどろいた。

　鐘や銅ど鑼らが空気を砕かんばかりに連打される。

　ライデンの街は、祭一色に染まっていた。男も女も、老人も子供も、表へ出て、今日という日を祝っている。港には色とりどりの旗を掲げた大小の船がひしめいていた。

　戦勝を祝って催された祭だった。

「十人に満たぬ勇者によって、ライデンの街を脅かしていた魔神は滅び去りました。百の勇者が立ち上がれば、ロードスから魔神は一掃されることでしょう。もはや魔神に怯おびえることはありません。我々、自由都市の市民は勝利したのです」

　評議会議長アイシグはそう演説し、魔神に対する勝利宣言を高らかに行なった。魔神将の首が中央広場に晒さらされた。商業都市のライデンだけに、魔神将の黒山羊の首は、花と果物で周囲を飾られ、残酷さは極力、感じさせないような工夫がほどこされていた。

　魔神将を一騎打ちで倒した〝赤髪の傭兵〟ベルドは、街の一等地に豪華な館を与えられ、名誉市民の称号を贈られることになった。

　ベルドに同行したその他の戦士たちも、魔神の首にかけられた賞金を分配され、相応の名誉を与えられた。

　ひとりは、傭兵団長の資格を与えられた。

　別のひとりは、ライデンの市民権を授与され、評議会議事堂の守衛長に任じられた。

　もうひとりは、ライデン評議会が所有する軍船の船長に就任した。

　勇者たちを助けたエルフ女性とファリス教団の侍祭にして神官戦士、更には騎士修業中の双子の王子は、それぞれの事情があって富と名誉を辞退したが、ライデンの正史にはその名を記されることになった。

　ライデンの人々は、恐怖に震えていた昨日までを忘れ去ろうとするかのように食べて、飲んで、歌って、踊った。

　祭の主役は赤髪の傭兵ベルドであり、魔神を討ち取った戦士たちだった。

　彼らの行くところ群衆が殺到し、感謝や労ねぎらい、それに祝いの言葉が次々と投げかけられた。

　もっとも、ベルドだけはそんな騒動に巻き込まれるのは面倒とでもいうように、新しく与えられた自分の屋敷にさっさと引き揚げていた。エルフ族の精霊使いルシーダも、そんなベルドに従った。

　屋敷には演説を終えた評議会の議長をはじめ、議員が数名、それからベルドの個人的な知り合いも集まっていた。そして、宴うたげはここでも催されていた。贅ぜいを尽くした宴である。ロードス各地から集められた食材を一流の調理人が腕によりをかけた食べ物がふんだんに並べられ、スカード産のエール酒やカノン産の葡萄ぶどう酒しゆといった飲み物が大量に用意された。

　フラウスとファーンも、その宴に招かれた。双子の王子たちも招待されていたが、祭を存分に楽しみたいと辞退している。今頃は、ライデンの街娘たちの熱い視線を浴びているのだろう。

　ファリスの神官戦士フラウスは、魔神将を倒した英雄のひとりであり、ヴァリスの聖騎士ファーンは、次期ヴァリス王と目されている上級騎士である。それゆえの招待だった。

「浮かない顔ね」

　フラウスに声をかけられ、ファーンはバルコニーから港の方に向けていた視線を至高神に仕える聖女に向けた。

　フラウスは、純白のドレスに身を包んでいる。

　祭だからだと双子たちに勧められ、借物のドレスに身を包んだのだ。髪には薄紅色の花を飾り、血まみれで戻ってきた三日前とは別人のような美しさだった。

　彼女がそんな衣い裳しようを着るとは思ってもいなかった。どういう心境の変化だろう、とファーンは疑問に思ったが、彼女に訊たずねることでもない。

「ロードス全土が魔神から解放されたというなら、もっと素直に喜べるのですが」

　ファーンは、正直に答えた。

「それでも、偉大な一歩であることには間違いありませんわ」

「偉大な一歩ですか……」

　ファーンの胸のなかには、ひとつの不安がわだかまっている。

　先日、ライデン評議会に出向いて以来、拭ぬぐいきることのできない不安である。

「何を心配していらっしゃるの？」

　フラウスが、可笑おかしそうに言った。

「魔神との戦乱が、予期せぬ方向に進んでゆくことを心配しております」

「予期せぬ方向？」

「ええ、ロードスの社会を根底から変えるような動きに繫がるのでは、と……」

「それが、いけないのですか？」

　フラウスは、意外そうな顔をした。

「ファーン卿きようが保守的な方だというのは存じておりますが、変革を恐れていては邪悪が蔓延はびこるばかりですよ」

　そうですね、とファーンは曖あい味まいな返事をした。

　フラウスは神の啓示を受けて、ロードスを統一する英雄王を捜し求めていた。そして、赤髪の傭兵ベルドこそ、その人物であると思ったようだ。

　魔神将との戦いから戻って以来、フラウスは何かにつけベルドを啓けい蒙もうしようとしている。赤髪の傭兵はあきらかに迷惑そうにしているのだが、彼女は一向に気にした様子はない。

「魔神の討滅が目的なのか、それともロードスの変革が目的なのか？」

　ファーンは、心のなかで自問した。

　自分に限れば、明らかに前者である。

　そのために必要とあれば、ロードスの変革もやむをえないだろう。だが、魔神を目的ではなく手段として捕らえている人間が、思ったより多いのではないか、という気がしている。

　それは猛獣の檻おりのなかで、道化芝居を演じているようなものではないだろうか。

「ファーン卿？」

　ファーンが黙ったのを見て、フラウスが気遣ったように声をかけてきた。

「わたしのことは、あまり心配なきように」

　ファーンは、彼女を安心させようと笑顔を浮かべた。

「魔神を倒すためには全力を尽くします。この誓いだけは忘れません」

　魔神を滅ぼした後で、自分がどのような立場を取ればいいか、考えればいいだけだ。ロードスの未来を決めるのは、一部の支配者でも策士でもなく、ロードスの民衆だと思いたい。悪あしき戦いを起こしても民意は得られず、結局は潰ついえることになるだろう。

「そうお願いいたします」

　フラウスも微笑ほほえみながら頭を下げた。

「おそろいでしたね」

　そのとき、背後から声がかかった。

　ふたりが振り返れば、荒野の賢者と呼ばれるウォートが、ベルドを伴ってやってきていた。赤髪の傭兵の背後には、ルシーダの姿もある。

「明日、ヴァリスへ発たたれるとか……」

　荒野の賢者が、ファーンに訊ねた。

「ええ、そのつもりでおります。本当なら、もっと早く出発するつもりだったのですが……」

「アイシグ議長が、引き止めたそうですね」

　ファーンはうなずいた。

　戦勝祝いの祭を催すから、それまで滞在してほしい、とアイシグ議長に勧められたのだ。気は乗らなかったが、無む下げに断わるのもどうかと思い、出発を明日まで延期したのだ。

　フラウスの言葉ではないが、騎士にとって外交は仕事なのである。

「アイシグ議長は、ファーン卿にもライデンの勝利を祝ってほしかったのでしょう」

　ウォートはファーンの隣に並ぶと、小声で囁ささやきかけた。

「ライデンの実力を示すためにね」

「この祭の開催を進言したのは、あなたですね？」

　ファーンも、声を落とした。

「それから、あの演説の内容も……」

　内密の話だろうと察したらしく、フラウスはファーンから離れ、ベルドのところへ歩み寄った。ベルドはかなり酩めい酊ていしているらしく、真っ赤な顔をしていた。それでもまだ、ベルドは酒杯を手にしている。足取りも覚おぼ束つかなく、ルシーダがときどき心配そうに手を差し出している。

「聖騎士殿には恐れ入るしかありませんね」

　フラウスが去ったのを確かめてから、ウォートは答えた。

「百年に一人の騎士との評判は、誇張ではないということですか」

「わたしの名声など、ベルド殿の武勲に比べれば、霞かすみのようなものです」

「御ご謙けん遜そんを。もしも、その場におられたら、あなたが魔神将の首を取っておられたでしょう」

「その場にはいなかったわけですから、なんとも……」

　もしも、自分がその場にいあわせたとしても、魔神将に一騎打ちは挑まなかっただろう。魔神は、倒さねばならぬ邪悪である。一騎打ちを挑むに値する相手ではないのだ。

「それよりも、あなたがその場にいなかったことのほうが、わたしには不思議に思えます。あなたの魔術があれば、もっと易やす々やすと魔神たちを討滅できたでしょう」

「手厳しいお言葉ですね」

　荒野の賢者は、自じ嘲ちようするように笑った。

「わたしは臆おく病びよう者ものなのですよ。魔神の姿を見ただけで気が変になってしまいそうです。とても、魔法など使えないでしょう」

「噓をつくのは邪悪な行為だと、ファリス神は説いておられます」

「ますます手厳しい」

　ウォートの笑いは、苦笑に変わった。

「噓を封じられたなら、沈黙するしかありませんね。ファーン卿はわたしをお疑いのようだが、魔神を倒したいという気持ちでは、あなたに劣らぬつもりでいます。ただ、わたしはファーン卿のように、剣は扱えません。護身のため、嗜たしなんではいますがね。だから、知恵を使うのですよ。魔神と戦う勇気をロードスの人々に与え、決起を促したいのです。だからこそ、今日の祭は必要なのです。赤髪の傭兵ベルドという英雄の名を轟とどろかせることもね。魔神に勝てるという思いを人々が抱くように。そのためには、勝利は完璧でなければなりません」

「だからこそ、あなたは参加しなかった？」

「そういうことです」

　ウォートは、静かにうなずいた。

　荒野の賢者と呼ばれるこの魔術師の心の内が、やっと理解できた。

　魔術は、邪悪だと思っているのだ。少なくとも、ロードスの民衆はそう思っていると……

　邪悪な存在を倒すために、邪悪な力を用いてはならぬのである。魔神を倒せる力を示しては、今度は魔術が恐れられることになる。古代魔法王国カストゥールの崩壊と共に魔法の時代は終わり、今は剣の時代と呼ばれている。だからこそ、魔神を倒すには神聖なる剣の力を以もつてせねばならぬ。

　ウォートはおそらく、そう考えているのだろう。

「あなたは、これからも影の存在に徹するつもりですか？」

「魔術師には、それが相応でしょう。名声を得るのは光──いえ、太陽のような存在であるべきだと思っています」

「ベルド殿が、太陽と？」

「ベルドは、ベルドでしょう。わたしには、彼を例える言葉などないように思えます」

「それでは、あなたは何を得ようとしておられる？」

　ファーンは、問いかけた。

　荒野の賢者と呼ばれるこの魔術師が何を見ているのか、その答こそが魔神との戦いの行方ゆくえを大きく左右するように思えてならない。

「夢……と言ったら、お笑いになられますか？」

「笑ったりはしません。ただ、夢にも色々あります」

「わたしの夢は、富や権力や名声を得ることではありません。ただ、後世に何かを伝え残したいだけです。わたしが生きた証あかしとしてね」

「その何か、とは？」

「書物でも著しましょうか」

　そう答えて、ウォートは乾いた声で笑った。

　答えるつもりはないということか、とファーンは理解した。

　今の話だけでも、ウォートとしては喋しやべりすぎたぐらいだろう。策士と呼ばれる人物は、本来、多弁であるべきではないのだ。

「ファーン卿のような人物が、わたしは好きなのですよ。わたしにはない多くの徳を持っておられる。その徳とは生まれつきの才であって、学べるものではありません。ファーン卿においては、その徳を失うことなく、王として立たれることを、期待しております」

　そう言うと、ウォートは恭うやうやしく頭を下げた。

「あなたは、あなたの道を行かれるということですか？」

「そうなるでしょう」

　ファーンの問いに、ウォートはきっぱり答えた。

　どうやら、ウォートとの話し合いは終わったらしい。

　荒野の賢者が自分に話しかけてきた意図は、彼の言うところの〝夢〟を共有できる人物かどうか確かめるためだろう。そして間違いなく、共有できる人間ではない、と判断したはずだ。いつの日か、この大魔術師と戦うことになるかもしれない。

　敵に回せば、恐るべき人物である。だが、ファーンもこのウォートという魔術師に好意を感じていた。悪い人間ではない。むしろ、善よい人間だと思う。ただ、彼には理想があり、その実現を目指している。それゆえ、彼と利害を異にする者もいるということだ。

「次は、どちらへ行かれるのですか？」

　ファーンは訊たずねた。

「砂漠を越えて、アラニアにでも行ってみようかと思っています。彼かの地にも魔神将が巣くっているようですので……。フラウス殿も協力を約束してくれてます。今回より、もっと楽に片付けられるかもしれません」

「フラウス侍祭が！」

　ウォートの口から出た意外な言葉に、ファーンは驚きを禁じえなかった。

　フラウスが、ベルドと行動を共にするという。彼女はファリス教団へ、モスの状況を報告に帰らねばならないはずである。

　ファーンは、フラウスを振り返った。

　フラウスはバルコニーのいちばん隅で、酩酊して安楽椅い子すに倒れこんでいるベルドを介抱していた。彼女の隣には、複雑な表情を浮かべているエルフ女性の姿がある。

　ルシーダという名のその女性が、ベルドを愛しているということは、男女の感情にはあまり敏感ではないファーンでさえ分かっていた。

　フラウスとて、それは知っているはずだ。だが、ベルドを啓蒙しなければならないという使命感から、あえてルシーダの気持ちを顧みないのだろう。

「ベルドでも酔い潰つぶれることがあるとはね」

　ウォートは、意外だというような表情を浮かべていた。

（この戦士こそが、ロードスを統すべる英雄王となるのだろうか？）

　ファーンは、そう自問してみた。

　魔神将を一騎打ちで倒した男として、その名はロードス全土に轟とどろくだろう。その名声は、今後、更に高まってゆくに違いない。この赤毛の戦士は、乱世においてのみ英雄と呼ばれるような人物だ。そんな男にとって、魔神の出現は、まさに絶好の活躍の場を与えられたといえる。

　フラウスの信念は、間違っていないのかもしれない。ファリス神の啓示を受けているのだ。信仰を一番に考えるなら、彼女を手伝うべきだろう。

　だが、ファーンは騎士である。ヴァリス王国とその人民を守る義務がある。

　ファーンは予定どおりヴァリスへ帰ろう、と心に決めた。




　夕暮れとともに、祭は終わった。

　魔神のために滞りがちだった仕事を、少しでも早く取り戻さなければならない。人々は明日から額に汗して働くだろう。それがこの商業都市の活気の源である。自由であればこそ、人々は勤勉に働くのだ。

　ルシーダは天てん蓋がいつきのベッドに、薄衣一枚を羽織っただけの姿で身を横たえていた。

　目は冴さえていた。

　酔い潰れたベルドを、苦労して寝室に運びこみ、このベッドに寝かしつけたのは昼間のことである。ゆっくり休ませてあげるため、部屋を出ようと振り返ろうとしたとき、突然ベルドに手を捕まれベッドのなかに引き入れられた。

　ベルドはルシーダの服を乱暴に剝はぎとり、荒々しく身体を求めてきた。

　少し驚いたが、拒みはしなかった。出会ったときから、ベルドとそうなることを望んでいた。彼が持つ野性的な強さに惹ひかれたということもある。彼の肉体に、森の匂においを感じたためでもある。そして、精霊使いとして、彼の心に宿る精神の精霊力の揺らぎに気づいたからでもある。

　ベルドは決してその心を語ることはないだろう。だが、その言葉にならぬ声を、ルシーダは聞いた気がした。

　彼の魂は何かを求めている。何を求めているのかは分からない。ただ、それゆえ戦いつづけるのだ、ということは分かる。より強い敵と出会うこと、より高い金額で雇われること、それだけが生きてゆく目的のように思えた。

　だが、魔神将と戦ってから、ベルドはどこか変わった。

　出会ったときと同じように豪放に振る舞ってはいるが、ふと気がつくと、虚空を睨にらみつけて黙りこんでいるときがある。

　ベルドの気持ちは、ルシーダには分からない。そして、彼の口から語られることも決してないだろう。

　ベルドが自分を愛していないことを、ルシーダは理解していた。だが、この孤独な戦士が、自分を抱くことで満たされるものがあるなら、それでもいいと思った。

　ルシーダこそベルドを求めている。

　魔神どもは故郷の森を破壊し、聖なる黄金樹を奪い取った。その黄金樹の生命の精霊力から、魔神は醜悪な生き物を創造し、雑兵に仕立てている。

　許されざる行為であった。

　だから自ら志願し、魔神と戦うことを、黄金樹を取り返すことを誓った。

　だが、戦いは好きになれない。野蛮な行為だと思うし、恐ろしいとも思う。誰かに頼らなければ、自分がばらばらになってしまいそうだった。

　そんなとき、ベルドに出会った。そして彼が、鏡の森に残っていた上位魔神と戦う姿を見た。彼の剣に、迷いはなかった。圧倒的な自信に満ち、目の前の敵を倒すことだけに集中していた。

　ルシーダは、救われたような思いがした。

　戦いを肯定したわけではないが、避けられない戦いならば、ベルドを見習うべきなのだ。

　それ以来、ルシーダはベルドたちと一緒に行動している。彼らが魔神と戦いつづけるかぎり、離れるつもりはない。

　ルシーダは寝返りを打って、ベルドが残していった温ぬくもりを確かめようと手を伸ばした。

　赤髪の傭兵は、今はそこにいない。温もりももう微かすかだった。

　先刻、起き上がって、階下へ降りていったのだ。

　彼は一いつ旦たん、帰ってきた。そして、何を思ったか、魔神将の首を部屋に運びこんできた。その首は、街の広場から館に運びこまれてきたものだ。

　勝利のトロフィーとして館に置きたい、とベルドがアイシグ議長に申し入れたのだ。

　議長は、承知した。議事堂に魔神の首を飾ろうとは、思ってなかったのだろう。そのような行為は野蛮な騎士たちの趣味だと思ったに違いない。

　部屋に戻ってきたベルドだったが、またすぐに外へ出ていった。

　それから、部屋に戻ってこない。

　取り残されたような寂しさを覚えはしたが、ルシーダは幸せだった。フラウスという人間の女性が現われ、ベルドにやたらかまうようになって、正直言って不安だったのだ。

　ルシーダは、エルフである。人間なら人間の女性のほうがいいに決まっている。

　そして、フラウスは、間違いなくベルドに好意を持っている。ただ、その想いを信仰上の目的に置き換えて自分を欺いているだけだと思う。

　だが、ベルドは自分を選んでくれた。フラウスには悪いが、勝ち誇ったような気分だった。

　広い寝室の中央に、魔神将の首が無む雑ぞう作さに置かれている。

　エルフであるルシーダは、暗くら闇やみでも昼間と同じ程度には、物を見ることができる。

　死んでもなお、その目は赤く輝いているように見えた。その目が、じっとルシーダを見つめているように感じられた。

　背筋が、寒くなった。ルシーダは毛布を手た繰ぐりよせ、胸まで隠した。毛布には、森の匂いが沁しみていた。森で生まれ育った者は、皆、同じ匂いを感じさせる。

　そのとき、階段を歩いてくる気配がした。

「ベルドなの？」

　不安から解放され、ルシーダは跳ね起きた。

　飛ぶように、寝室の扉まで走る。

　寝るだけの部屋だというのに、小屋ぐらいの広さなのだ。

「お帰りなさい」

　ルシーダは扉を開けようと手を伸ばした。

　だが、それより前に、扉が開いた。

　黒い影が立っていた。

「そ、そんな……」

　ルシーダは息を飲んだ。

　そこに立っていたのは、ベルドではなかった。

　見上げるような巨人。黒い体毛が胸から腹、そして足までを覆っている。

　そして、その巨人には首がなかった。

「魔神……将」

　頭が真っ白になって、ルシーダは身動きができなくなった。

　魔神将の腕が、動いた。

　鋭い爪つめが生えた魔神将の手は、ルシーダの腹を薄紙のように突き破った。

「ベ、ベルド……」

　口から血を吐きながら、ルシーダは愛する人間の名前を呼んだ。

「魔神は……やはり……」

　ルシーダの腹のなかで、魔神の手がもぞりと動いた。

　何かが握りつぶされた。

　ルシーダの全身から力が抜けた。そして、彼女の魂も……

　魔神将は、その手にエルフの死体を乗せたまま、のそりと部屋のなかに入っていった。

　そこには、魔神将の首があった。

　黒山羊の首は、確かに笑っていた。




　その夜、流星がライデンの空に流れ、轟ごう音おんが闇に響いた。

　死んだ魔神将の呪いではないか、とライデンの人々は噂しあった。

　だが、その噂はすぐに人々の口に上らなくなった。




　　　　２




「百の勇者が立ち上がれば、ロードスから魔神は一掃される」

　ライデン評議会議長アイシグの言葉は、魔神との戦いにライデンが勝利したとの宣言と共に、ロードス中を駆け巡った。

　噂は更に、こう続いていた。

　勇者は志を持った無名の者から、現われるであろう、と。

　ライデンの街が魔神の首に賞金をかけた、という話も広まっていった。その賞金は巨額であり、上位魔神の首ひとつで、五年は遊んでくらせるぐらいの金額だった。魔神将に至っては、その十倍。魔神の軍団を率いているはずの魔神王には、そのまた十倍と庶民には想像を絶する莫大なものであった。そして、魔神将を討ち、その莫大な賞金を手にした男の名前も、ロードス全土に轟いていった。

　赤髪の傭兵ベルド。魔神殺しの英雄。

　そしてまた、ライデンの勝利は様々な波紋をロードスに投げかけた。

　アラニアの賢者の学院、幸運神チャ・ザの教団、知識神ラーダの教団が、ライデンに追従して、魔神の首に賞金をかけた。一方、戦神マイリーの教団は、魔神討伐に立ち上がった勇者たちに対し、神官戦士を同行させるという宣言を行なった。

　やがて、

「百の勇者から一人の英雄が出現し、混乱したロードスの救世主となろう」

　そんな噂が、最初の噂を追いかけるように広まっていった。

　魔神の恐怖に震えていた人々にとって、それは希望となった。その希望が実現されることを、人々は心の底から夢見た。




「魔神将の首にかけられた賞金は金貨にして百万枚、途方もない金額だ」

　屈強そうな戦士が、ふたりの若者を前に腕組みしながら、拳こぶしを振るって力説する。

「金貨百万枚……」

　金髪の若者がそう言ったきり、言葉を失ってしまった。

　頭のなかで、その価値を計ろうとしたが、あまりに莫大な金額なので、まったく実感が湧わかなかった。

「一年で金貨一万枚遣ったとしても、百年は暮らせるって勘定さ。おまえたち、今、一年でいくら遣っている？」

「二千枚……ぐらいかな？」

「そんなに遣ったりするものか。オレたちの村では、金貨がなくったって暮らしていけるぐらいだ。家具とか、服とかが駄目にならないかぎりな」

　金髪の若者が答えると、もうひとりの茶色の髪の若者が訂正した。

「そ、そうだよな」

　金髪の若者は、あきらかに気が動転していた。よく考えてみれば、ここ数ヵ月、金貨で物を買った記憶がない。

「だけど、オレたちだけで、魔神に勝てるかな？」

「やってみなくちゃ、分からんだろ」

　男は、豪快に笑った。

「百の勇者が立ち上がれば、ロードスから魔神が一掃される。ここで立ち上がらないかぎり、おまえたちは一生、カノンの片かた田舎いなかで燻くすぶっているしかねぇんだ」

「そりゃ、そうだが……」

　金髪の若者は、どうしたものかと思案した。

　男の誘いは、魔法のように魅力的だった。一年前、若者は騎士になることを夢見て、王都カノンの街に出かけたことがある。

　一般にも開放されている剣術試合に出場し、準決勝まで勝ち進んだのだ。騎士見習いの若者を、何人も打ち破った。だが、若者が期待していたように、騎士に推挙してくれる者は、誰ひとりとしていなかった。

　若者は、騎士に顎あごで使われるだけの兵士になるつもりはなかった。目の前の男のように、傭兵になって戦場暮らしをするのも御免だった。どこにあるかも分からぬ古代王国の財宝を探してまわる、遺跡荒しになる気も更々ない。

　若者が欲しているのは、名声だった。もちろん、お金はあるにこしたことはないが、贅ぜい沢たくをしたいとは別に思っていない。

「魔神に対して何もできない騎士になんか、これっぽっちの価値もねぇ。今、立ち上がれば魔デー神モン殺スレしイヤーの勇者、そして救国の英雄なんだぜ。人々はオレたちの名前を讃たたえ、吟遊詩人はオレたちの武勲を唄うたう」

　男は、たたみかけるように言った。

　そのときである。

「領主様だ！」

　茶色の髪の若者が、得意げに話す傭兵あがりの男に注意を促した。

　三人は道端で話していたのだが、馬に跨またがったこの村の領主が、通りかかったのだ。

　領主は甲胄スーツを身につけ、腰には長バスター剣ドソードを下げている。馬上槍ランスも鞍くらの横に吊つるしている。戦に出かけるのか、と思うような重武装だった。

　声高に話していたので、今の話は聞かれただろう。

「騎士には、もはや価値はないか？」

　三人の所へ近づくと、案の定、領主は言って、下馬した。

　人口二百ほどの小さな村の領主だから、無役の下級騎士である。

「価値があるというなら見せてみろよ」

　男は挑発的に言って、立ち上がった。

　戦場で修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきた傭兵だけに、実戦で鍛えられた剣の技には自信がある。

「やめろよ！　うちの領主様は、正規の剣術大会で五人抜きをされたぐらいなんだ」

「五人抜きだって？　それがどうした。オレは戦場で十人、殺している」

　金髪の若者の制止にも、傭兵は耳を貸すつもりはない。

「オレが斬きれるというなら……」

　男が言いかけた瞬間だった。

　領主は、抜き打ちに剣を振るった。

「おっ……」

　男は、微動だにできなかった。

　男の頭に触れるか触れないかというところで、騎士の剣はぴたりと止まっている。

「その程度の腕で、英雄気取りとはな……」

　領主は、つぶやいた。だが、その声はどこかしら苦しげだった。

「ゆ、油断しただけだ」

　男はあわてて言い返したが、全身にびっしり冷や汗をかいていた。

「おまえたちの言うとおりだ」

　領主は剣を収め、うなだれるように顔を伏せた。

「騎士には、もはや価値はないかもしれん。先日、王城に魔神が現われ、女官がひとり殺された。たったそれだけのことで、地方領主が王城の警備のために呼びつけられる。領地には魔神に怯おびえる領民がいるというのに、だ……」

　領主は王城警備のために王都へ赴くところだったようだ。

「国王なんてのは、そんなものさ」

　男はそう吐き捨てた。

「おまえたち、魔神と戦うつもりなのか？」

「おう、そのつもりだ！」

　虚勢を張って、男は答えた。

「魔神は、人間の敵だと聞きました。だったら、戦わなきゃならない。今、立ち上がれば勇者になれる。尻しり込ごみしていたら、ただの臆おく病びよう者ものだ」

　金髪の若者が、決意したように言った。

「そうだよな、そうなんだよな」

　茶色の髪の若者も覚悟を決めて、うなずいた。

　ふたりの若者の言葉に、男はにやりと笑った。

「あんたは国王を守ってりゃいいんだ。オレたちはロードスを守る！」

「ロードスを、守るか……」

　領主はつぶやいた。

　そして、何を思ったか、腰のベルトに差していた短剣を抜いた。

　その短剣で、カノン王国の紋章と自分の家紋に×印を刻んでいった。

「不名誉印を……」

　突然の騎士の行動に、男は呻うめくような声で言った。

　騎士として失格の烙らく印いんを押された者は、紋章に不名誉印と呼ばれる印を刻まねばならない。不名誉印を刻まれた騎士は、あらゆる特権が剝はく奪だつされ、名誉の回復に専念しなければならぬとされている。

　領主は、それを自ら刻んだのだ。

「魔神と戦うつもりなら、わたしも同行させてほしい。今日かぎり、わたしは王国を捨てる。そして、ロードスのために生きる」

「そういうことなら、大歓迎だ」

　男は陽気に言って、馴なれ馴れしく騎士の肩を抱いた。

「だったら、こいつらにちゃんとした装備をさせてやってくれ。予備の武装ぐらいあるだろ」

「備えを怠ってはおらぬ」

　領主は、答えた。そして、

「わたしの知人にエルフ族の精霊使いと戦神マイリーに仕える神官戦士がいる。彼らにも呼びかけてみよう。魔神と戦うには、魔法の援護は不可欠だからな」

　と、続けた。

「そ、そうだな」

　男はそれが当然だ、というような態度を装った。

　だが、男の心の動揺を見抜いたらしく、若者たちが忍び笑いを洩もらす。

　決まり悪そうに、男は舌打ちをした。

「あんたに、ひとつだけ言っておくが……」

　鼻の頭をかきながら、男は領主に話しかけた。

「分かっている。おまえが、頭かしらだ」

　男の言葉が終わらぬうちに、領主は答えた。

「話が分かるじゃないか」

　男は大笑いして、領主の肩をぽんぽんと叩きながら、並んで歩きはじめた。

　ふたりの若者が、それに続く。

　四人の男たちは、皆、心のなかで思っていた。

　今こそ自分は、百の勇者になったのだ、と……




「税を納めぬ、だと？」

　アラニアの徴税官は激げつ昂こうし、剣を抜いて恫どう喝かつした。

「村人全員で話し合い、決めたのです」

　剣先を突き付けられても動じた様子もなく、年老いた村長は徴税官に答えた。

「この村が魔神に襲われたとき、王国は何もしなかったじゃないか！」

　村の広場に集まっていた群衆のなかから誰かが叫び、その他の村人がそうだ、そうだ、と口口に呼応した。

「村を救ってくれたのは、大地母神マーファに仕える神官戦士様でした。文字どおり、その身を投げうって魔神に戦いを挑まれたのです。神官戦士様は敗れ、命を落とされましたが、弱った魔神を猟師たちが弓で仕留めることができました。そのとき、村に駐留していたアラニアの兵士たちは、真っ先に村から逃げだしたのです。ですから……」

「今年の収穫は、残らずマーファ教団に寄進いたしました。この村には余剰の作物は、何ひとつ残っておりません」

「それは国王陛下に対する反乱だぞ！」

　興奮が押さえられず、徴税官の声は震えていた。

「わたしどもは、そう思いません。村を守ってくれる者こそ、我々にとっては領主様なのです」

「王都へ帰って、おまえたちの言葉を陛下にお伝えするが、いいのだな」

「御自由に……」

　村長は、丁寧に頭を下げた。

「討伐隊が派遣されることになるのだぞ！」

「魔神に対しては無力でも、我々に対しては兵を向けると言われるのですね」

　村長は、やれやれといった顔をした。

「百の勇者が立ち上がり、ロードスから魔神が一掃される、と噂では伝えられております。そして、魔神も騎士も、わたしたちにとっては同じようなもの。ただ奪うだけで、何も与えてはくれないのですから……」

「ぶ、無礼な！」

　徴税官は、こめかみに青筋を立てる。

「近隣の村も、同じ覚悟でおります」

　村長の冷ややかな言葉に、徴税官は寒さむ気けを覚えた。

　彼らの覚悟は、尋常ではない。脅そうが、宥なだめようが、聞き入れるつもりはなさそうだった。

「税を納めぬのは、今年のみか？」

「それは、アラニア王国の対応しだいかと……」

　村長の答を聞いて、徴税官は苦しげに呻き、そのまま踵きびすを返した。

　彼の権限を遥かに超えている問題だった。ただちに王都へと戻り、国王陛下に裁定を下してもらわねばならない。

　判断を誤れば、アラニア四百年の歴史は、幕を閉じることになるかもしれない。そんな危機を孕はらんでいるように思えてならなかった。

　馬に跨またがり街道を疾走しはじめた徴税官の脳裏に、新しい時代の到来の予感が、激しい不安とともに、こびりついて離れなかった。
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「マーファ教団の者か！」

　ターバの街を発たって、およそ二週間。アラニア王国の西の国境の街ノービスに到着したニースに、街の城門詰めの守衛が鉾ハル槍バードを突きつけながら叫んだ。

「そうですが……」

　守衛の数は四人。彼らの様子は、普通ではなかった。罪人でも見るような目で、ニースを睨にらみ付けている。

「反逆罪で、貴様を捕らえる！」

　守衛のうちのひとりが大声をあげた。

「反逆？」

　ニースは眉まゆをひそめ、その守衛を見つめた。

「心当たりが、ありませんが……」

「黙れ！　各地の村を扇動し、住民の蜂起を煽あおっているのは知ってるんだ」

「そのことですか……」

　ニースは、ため息をついた。

　風と炎の砂漠を越え、ライデン経由でモスへと向かう旅である。先はまだまだ長い。こんなところで寄り道などしていられない。

「マーファ教団は、反乱を扇動などしておりません。村人たちが王国への不満を募らせ、王国に納める税を滞納しているのは知っています。しかし、それは王国が魔神に対して無策でいるためでしょう」

「黙れ！　罪人のくせに、偉そうな口を叩くな」

「聖職者は、王国の法では裁けないはず。我々は、神の教えにのみ従っているのですから」

　ここで言い合っていても埒らちがあかないと思い、ニースは守衛たちを無視して、街のなかに入ろうとした。

　だが、ふたりの守衛が回りこみ、鉾槍を交差させて、ニースの行く手を遮った。残りのふたりは左右からニースの腕を摑つかもうとする。

　ニースは、抵抗しなかった。

「ノービスの領主は、ゲイロード公爵でしたね」

　ふたりの守衛に両腕を抱えられたまま、ニースは言った。

「わたしは、ターバ神殿の高司祭ニースと申します。公爵様に御面会を願います。話は、そこでいたしましょう」

「ニース高司祭！」

　右腕を摑んでいた男が、電撃を受けたようにその手を離した。

「マーファの愛娘、竜ドをラ手ゴ懐ンけテるイ者マー……」

「なんだ、それは？」

　腕を抱えたままの守衛が、怪け訝げんそうに言った。

「知らないのか！　古いにしえの呪のろいから氷竜ブラムドを解放し、ブラムドが蓄えていた財宝で、地震と大雪で困窮していた北部アラニアの人々を救済したんだ。大地母神の生まれ変わりとまで呼ばれている高司祭なのだぞ」

「オレは大地母神の信者じゃない。そして、こいつはただの罪人だ」

「馬鹿！　今、この人を捕らえたら、何万人という大地母神の信者が反乱を起こすぞ。この街にだって、何千人とマーファの信者がいるんだ」

「マーファの信者たちが反乱を……」

　完全に取り乱した男の言葉に、残る三人の守衛たちはどうしてよいのか分からず、互いに牽けん制せいするように顔を見合せた。

　守衛たちは、アラニア王国の雇われ兵士でしかない。高度な問題に対処する権限は与えられていないのだ。正門なのだから、本来なら正騎士を詰めさせるべきなのだ。ノービス公なら、百人程度の騎士を直属の家臣として抱えているのだから。

　アラニアの騎士たちは総じて、実務を専門の役人に任せっきりの傾向にある。ニースの目から見れば、それは怠慢でしかない。

「領主の館へ案内してください」

　ニースは、重ねて言った。

　この様子ではノービスの街のマーファ神殿は、封鎖されているに違いない。

　愚かな話だった。今は、アラニア王国とマーファ教団とが争っているような場合ではないはずだ。村人の不満を鎮めたいなら、魔神に対して思い切った行動に出るしかないのである。

　自衛団を組織するため、村落に派遣された神官戦士たちにも非はある。

　マーファの教義を狭く解釈すれば、国家権力は不要である。そのため、マーファの信者は、権力者に対し反抗的な態度に出ることが多い。神官戦士たちが無意識のうちに村人たちを煽り、不服従の態度を取らせているということは十分、考えられた。

　マーファ教団の名において、何なん等らかの宣言を行なわねばならないだろう。アラニア王国と取り引きするようで、気は進まないが、アラニアを留守にする身ゆえ、混乱がこれ以上、大きくなるのは避けたかった。

　四人の守衛のうちふたりが、護衛するように前後をかためるなか、ニースはノービス公の館に向かって歩きはじめた。




　ノービス公ゲイロードは、頭を抱えた。

　彼の関心は政治ではなく、芸術と女性とに向けられている。平時であれば、それで何も問題なかった。街の行政は、優秀な役人たちが行なってくれる。領土の経営も徴税官と巡視官に任せていればいい。

　王都では激しく行なわれている権力争いにも興味はない。王家に連なる名門ゆえに、彼の地位は安泰であり、逆に言えばその上を望むこともできない。足下をすくわれぬよう情報収集は怠っていないが、積極的に政争を仕掛けるつもりはない。

　モスの山奥から魔神が解放されなければ、絵画と音楽、それに美しい女性たちに囲まれた優雅な暮らしを送れただろう。

　それがである。

　魔神の襲撃が最近、激しさをましている。

　昼夜を問わず、魔神たちが姿を現わし、ノービスの街や周辺の村落の住民を襲っている。先日は、ゲイロードの館にも魔神が侵入していた。ゲイロード自身、魔神の忌まわしい姿を見ている。口だけしかない不気味な顔を、魔神は向けていた。

　館の警備を強化する一方、配下の騎士たちを三人一組の小隊に編制し、街中を巡回させているが、下位魔神を一体、仕留めただけの成果しかあがっていない。反対に、三人の騎士が魔神に殺され、五人が重傷を負っている。

　そして、周辺の村々では、住民たちの反抗がある。

　マーファ教団の聖職者が、その反抗を扇動しているらしい。報復として、ノービスの街にあるマーファ神殿を封鎖してみたが、今度はこの街に住むマーファ信者から抗議が殺到した。騎士や役人のなかにもマーファの信者がいるものだから、始末が悪い。

　それに加えて、西の砂漠から厄介な旅人が到着した。

　魔神将を討った英雄ベルドとその仲間たちである。街の人々は彼らを、戦に勝利して凱がい旋せんした将軍のごとく讃たたえ、祭のような騒ぎになっている。

　追い打ちをかけるように、先刻、東門でニース高司祭を捕らえたという報告がもたらされた。

　マーファ教団の聖職者は捕らえろ、と確かに命令してあった。

　だが、いくらなんでも相手が悪すぎた。ニース高司祭は、大地母神の生まれ変わりとさえ呼ばれている女性なのだ。彼女が捕らえられたと知ったら、アラニアに住むマーファの信者は、全員、武器を取って立ち上がるだろう。

　そして、ニース高司祭は氷竜ブラムドや北のドワーフ族を動かせる人物だと噂されている。屈強なドワーフ戦士に攻められたら、氷竜ブラムドに襲撃されたら、と思うと、背筋が凍る思いだった。

　事態があまりにも急に展開したため、王都の判断を仰ぐこともできない。取り敢えず、急使は派遣しておいたが、指示を受けて戻ってくるまでには五日はかかるだろう。

　当面は、自力で処理してゆくしかない。

　複数の文官に相談してみたが、満足のゆく回答は得られなかった。

　直接会って、話を決めるしかない、とゲイロードはもっとも穏当な結論を出した。

「ニース高司祭が見えたら、賓客として遇せよ。それから、赤髪の傭兵ベルド殿とその一行を、館へ招待するように。くれぐれも非礼のないようにな」

　側近にそう命じると、ゲイロードは着替えのために立ち上がった。

　どのような服装で高司祭を出迎えようか、と考える。服のことを考えると、気分が華やぐ。

　ニース高司祭はまだ若く、そして美しい女性であるとの評判だ。そのような女性に対するのだから、こちらも華麗な衣い裳しように身を包まねばならぬ。五十を過ぎてはいるが、日頃、摂生しているので、ゲイロードは壮年の男の容姿を保っている。

　そして、恋というものはいつ生まれるか分からぬものだ、とゲイロードはよく知っていた。




　一流の絵画や彫刻に埋めつくされた応接の間に入ってきたニース高司祭は、ノービス公が想像していた以上に美しい女性だった。

　美女には慣れているゲイロードだったが、思わず息を飲みこんだ。その美しさゆえに、ニースは女神の生まれ変わりと呼ばれているのではないか、と思った。

　純白の神官衣に身を包み、漆黒の長い髪は真っ直すぐに伸びている。化粧はしていないのに、眉まゆは芸術の神が手掛けたような線ラインを描き、唇は艶やかで薄い紅色に輝いていた。つぶらな瞳ひとみは、髪と同じ色。その瞳のなかに自分が映っていると思うだけで、恍こう惚こつとした気分になってくる。

「ニースと申します」

「ノービス公ゲイロードです」

　短い挨あい拶さつがかわされた。

　応接の間の中央には巨木を輪切りにして造られた丸テーブルがあり、その周囲に精せい緻ちな彫刻が施された椅い子すが四脚、並べられていた。

　部屋の奥側の椅子をニースに勧め、ゲイロード自身は彼女の左隣、窓際の席に腰を下ろす。

「マーファ教団には、反乱を扇動する意志はありません」

　椅子に座るなり、何の前置きもなくニースは言った。

　ゲイロードは、小刻みに二度うなずいた。

「分かっております。それより、長旅でお疲れでしょう。今、飲み物を用意いたしますので、まずはお寛くつろぎください」

　微笑を浮かべながら、ゲイロードはニースに申し出た。

「せっかくですが、ゆっくりしている暇はないのです。砂漠を旅するための準備を整えなければなりませんので……」

「旅の用意でしたら、わたくしのほうでいたしましょう。今日一日は、どうかごゆっくりお寛ぎください」

「わたしは、罪人なのではないのですか？」

　美しく澄んだ黒い瞳が、ゲイロードの真意を探るように向けられた。

　背中がぞくりとした。

「あなたのような美しい女性を、牢ろうには入れられませんよ。ただ、マーファ教団が我々に対し、反抗的なのには、正直申して困っています」

「地方の村々に住むアラニアの人々は、魔神に対し無策な王国に絶望を感じています。それが反抗の原因なのです。魔神に対抗するために組織したはずの自衛団が、反抗の中心になっていることは、わたしも残念に思っています」

「そう思っておられるなら、高司祭殿から彼らに呼びかけていただけませんでしょうか？　王国に反抗するのはやめ、定められた税をただちに納めるように」

「わたしの言葉だけでは、人々が納なつ得とくするとは思えません。アラニアが魔神に対し、何なん等らかの行動を起こす必要があると思います」

　苦悩の表情を浮かべ、ゲイロードは首を横に振った。

「御存知のように、魔神どもはいつどこに出現するのか予想さえつかないのです。騎士たちを分散させれば、魔神の犠牲になるだけですし、集結させれば魔神の動きに対応できない。魔神出現の噂を聞いて駆けつけても、魔神たちはもはや逃走した後なのです」

「魔神たちは、どこかに隠れ潜んでいるはずです。ライデンにおいては、海岸沿いの洞窟に巣くっていたと聞きました。魔神の隠れ場所を見つけだして騎士団を派遣すれば、彼らを駆逐できるはずです。この地に跳ちよう梁りようする魔神の数は、たいして多くないはずですから」

　ニースは、きっぱりと言った。

「犠牲は免れませんな」

　ゲイロードは苦悩の色を更に深めた。

「騎士は民を守るのが義務ではありませんか？」

　ニースが指摘すると、ゲイロードはもっともだ、というように深くうなずいた。

　だが、心のなかではまったく正反対のことを考えていた。

　貴族のため犠牲になるのが、民というものではないか、と。高貴な身分に生まれたのは、神に祝福されたからである。反対に、卑しい身分に生まれたのは、神から罰せられたと考えるべきなのだ。

「国王陛下には、そのように進言いたしましょう。ただ、現状のままでは、騎士団は農民たちの蜂ほう起きにも備えなければなりません。北のドワーフ族も不穏な動きを見せております。アラニア鉄網騎士団はまったく身動きできない状態なのです」

「鉄の王国の石の王には、自重をお願いしました。村々に駐留する神官戦士たちにも、敵が魔神だけであることを厳重に伝えましょう。しかし、それらは一時しのぎでしかありませんよ」

「心しておきます」

　ゲイロードは、答えた。

「あなたのお言葉を聞いて、安心いたしました。マーファ神殿の閉鎖は、ただちに解きましょう。高司祭殿には、神官や信者たちの説得をお願いします」

「承知しました」

　ニースは、うなずいた。

　ノービス公はおそらく、心のなかでほくそ笑んでいるだろう。アラニアの不始末を、ニースに押しつけることができたのだから。

　それにしても四百年という歴史は、王国の中心を腐敗させるのに十分な年月だ。貴族たちは、権力争いだけが政治であると思いこみ、民を顧かえりみようとしない。芸術と美食に明け暮れ、頽たい廃はい的な風潮が蔓まん延えんしている。

　魔神に対し無策なのは、そういった王国の体質のせいだと思う。千年ミレ王国ニアムと謳うたわれた繁栄も、崩壊がはじまれば、おそらく一瞬だろう。

　そのとき、扉が開いて、執事らしい男が部屋に入ってきた。そして、ノービス公になにやら、耳打ちをした。

「別のお客人が見えたようです。あなたもお会いになりますか？　魔神将を倒した英雄ベルド殿とそのお仲間なのですが」

「ベルド？　魔デー神モン殺スしレイのヤー」

　意外な名前が出てきたな、とニースは思った。

　ベルドの名は、旅の途中でニースの耳にも入っていた。赤髪の傭兵と渾名あだなされる最強の戦士だそうだ。壮絶な一騎打ちのすえに魔神将を破り、その首をライデンに持ち帰った。

　魔神から解放された、とライデンの街では華やかな祝祭が催されたらしい。

「お会いしてみたいと思います」

　ニースは、答えた。

　魔神将を倒したという戦士がどのような人物なのか、我が目で確かめたかった。ロードスの救世主とさえ囁ささやかれている英雄なのだ。今後の魔神との戦にも、影響を与える人物だろう。

　ゲイロードは、満足そうにうなずいた。

「ささやかですが、歓迎の酒宴を催しましょう。今日は、良き一日になりそうです」

　ゲイロードは立ち上がり、ニースに手を差し出した。

　失礼にならぬよう、ニースはその手を取って立ち上がった。

　ノービス公の手は、汗でぬめっていた。なめくじを素手で摑んだような感触だった。
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　八本の柱で支えられた巨大な広間の中央には、白い布を敷きつめた食卓が並べられていた。

　二十人を超える楽人たちが音楽を奏で、道化が即興詩を披露する。正装をした執事や華麗な衣裳ドレスに身を包んだ女官たちが、食べ物や飲み物を次々と運びこむ。

　そして、赤髪の英雄ベルドとその一行を、歓迎する宴うたげははじまった。

　ベルドと行動を共にしていたのは、ふたり。

　ひとりは一目で魔術師と分かる人物で、ウォートと名乗った。荒野の賢者と呼ばれる高名な魔術師であることを、ニースは知っていた。

　もうひとりは若い女性で、フラウスという名である。至高神ファリスに仕える神官戦士だった。

　不思議な組み合せといえた。彼らがどのように知り合い、なにゆえ一緒に行動しているのか興味を覚えた。

「こちらの女性は、マーファ教団の高司祭ニース殿です」

　ノービス公ゲイロードが、ニースを紹介する。旧知の人間を紹介するような馴なれ馴れしさだったが、ニースは気にも止めなかった。

　ニースは立ち上がり、ベルドたち三人に丁寧に頭を下げる。

　ベルドはニースを一いち瞥べつしただけで、無関心そうに酒杯に手を伸ばした。無礼な態度だが、悪意は感じられない。誰に対してもこういう態度を取る人物なのだろう。

　フラウスは微笑ほほえみながら会釈を返し、ウォートはテーブル越しに握手を求めてきた。

「御高名は、聞きおよんでおります」

　ニースは握手に応じただけで、そのウォートの言葉に返事はしなかった。

　それからは、談笑しながらの会食となった。

　主人ホストであるノービス公は、間断なく話を続ける。巧みな話術であったが、内容が芸術に関することばかりで、ニースはあまり関心を持てなかった。

　ウォートひとりが公爵の話に応じている。荒野の賢者は芸術に対する造ぞう詣けいも深いらしく、公爵の本格的な芸術論にも話を合せていた。

　食事が終わってノービス公は、ニースをダンスに誘ったが、ニースは公爵の申し出を丁寧に断わった。宮廷舞踏を知らないわけではないが、踊るような気分ではない。

　ノービス公はフラウスも誘ったが、彼女は毅き然ぜんとした口調で拒絶した。

　興きよう醒ざめしたらしく、ノービス公はお抱えの役者たちに歌劇を演じさせ、彼自身は所用を思い出したと中座した。

「やかましいのが、やっといなくなりましたね」

　ノービス公の姿が見えなくなった瞬間、フラウスがつぶやいた。

「手厳しいね、フラウスは」

　ウォートが苦笑を浮かべた。

「あれでも、アラニア王国の重鎮なのだよ。政治的な影響力は、それほどないがね」

「あのような人物が公爵とは、千年王国の繁栄も長くなさそうね」

　フラウスとウォートが交わす会話に、ニースはつい笑ってしまった。ふたりとまったく同じ感想を抱いていたからである。

「失礼いたしました」

　ふたりの視線が集まったので、ニースは忍び笑いを続けながらも頭を下げた。

　歌劇はまだ続いているが、主人パトロンがいなくなったので、役者たちの演技にはもう力が入っていない。歌劇ではなく、無言劇なら静かだったのに、とニースは思った。

　もっとも、役者たちの声にかき消され、穏当とは言えないさっきの会話も、周囲の女官や執事たちに聞かれずにすんだ。

「魔神将を倒されたとか？」

　ニースは、無言で酒を飲みつづけているベルドに訊たずねた。

「世間ではそうなってるな」

　憮ぶ然ぜんとした声で、ベルドは答えた。

「違うのですか？」

「魔神将を倒したのは間違いありません。だが、世間で知られているのとは、少し事情がね」

　ベルドに代わって、ウォートが答えた。

「お気に触らないようなら、真相をお聞かせねがいたいのですが……」

　魔神将の強さや能力は、ぜひ知っておきたかった。今後は魔神たちと、直接、戦うこともあるだろう。

「魔神将の本当の強さが伝われば、立ち上がる勇者はひとりもいなくなります。できれば、この戦士が一騎打ちで倒したということにしておきたいのです」

「決して、他言はいたしません」

　ニースは誓った。

「彼女なら、大丈夫でしょう」

　フラウスが言った。

「そうだね。マーファ教団は魔神に対し、積極的に戦ってくれている。それも、王国に頼ることなく。志すところは、わたしたちと同じだ」

「志？」

「ロードスから魔神を一掃することですよ。あなたは、そう思っておられないのですか？」

「もちろん、そう思っております。戦いは野蛮な行為と言わざるをえませんが、自衛のための戦いだけは、マーファ神もお認めになっています。人間として、自然な行為だからです」

「守っているだけでは、犠牲は増えます。魔神を滅ぼすには、スカードに巣くう魔神の軍団を潰つぶさなければ……」

　フラウスが、わずかに苛いら立だちをみせた。

　マーファの名と教義を口にしたせいかもしれない。至高神ファリスの信者は、光の五大神の長として、マーファをはじめとする後の四柱の神を、従属神のように考える傾向がある。フラウスという女性は賢明そうに見えたが、ファリス教団の神学で教えこまれた考え方は、心の底に根づいて取り去ることは難しいだろう。

「そうですね。ですが、魔神の城を攻めるためにはロードス諸国が団結し、魔神と対決せねばならないと思うのですが……」

「そうなる気配があればいいのですが」

　フラウスはノービス公が消えていった扉に視線を向けた。

「現実には、アラニアもカノンも、自国の民さえ満足に守れていない。モスの国々に至っては、魔神を従えるスカードではなく、魔神と戦うことを表明しているハイランドに対し、宣戦を布告する有様です」

「噂うわさは聞いています。ハイランドの王子が、魔神を討つため修業の旅に出たそうですね」

「フロイ王子とリーゼン王子、ハイランドの双子の王子です」

　ニースは、フラウスに教えられたその名を胸に刻んだ。各地のマーファ神殿に回状を出して、王子たちに協力するよう指示しておこう、と決めた。

「百の勇者の呼びかけに応え、勇気ある者たちが、魔神と戦おうとロードス各地で立ち上がっていると聞きます。ですが、彼らの多くは命を落とすことになるでしょう」

　そのことを思うと、ニースの胸は痛む。

　彼らの犠牲が無駄にならないことを祈るばかりだ。

「いけませんか？」

　ウォートが意外そうに訊ねてきた。

「魔神と戦おうとする勇気は、褒め讃たたえるべきではないのですか？」

「それは、戦神マイリーの信者に任せます。戦いとは無縁だった若者たちが、富や名誉に惹ひかれ、死地に赴くことを、わたしは悼むのみです。我が身を守るためでもなく、家族や友人を守るためでもなく、いったい彼らは誰のために死んでゆくのでしょうか？」

「正義のためでしょう」

　フラウスが、憤然として言った。

「それだけでしょうか？　正義の名の陰に、利する者がいるように思えてならないのです」

　ニースは、フラウスを見つめた。

　彼女の信念は、間違っていない。ロードスのために命を投げうった者は、誰であれ勇者と讃えるべきだ。

　ニース自身、マーファ教団の神官戦士たちにそうせよ、と命じている。

　多くの神官戦士が、魔神との戦いで命を落としている。そのなかには、教団に入信したばかりの若者もいるのだ。

「あなたがマーファの愛娘と呼ばれているわけが、分かったような気がします」

　ひどく神妙な顔をして、ウォートが言った。

「ニース高司祭のような方がおられれば、これからの魔神との戦いで死んでゆく者たちも救われるでしょう。ただ、魔神との戦は、ロードスの全住人の存亡をかけたもの。それだけは、御理解ください」

「心得ておきましょう」

　決意を込めて、ニースは答えた。

「それでは、あなたに魔神将との戦いの真相をお教えしましょう」

　深く腕組みをし、記憶の糸を手た繰ぐるようにウォートは話しはじめた。

　それは、忌まわしい記憶だった。

「魔神将は〝禁ワード呪パクト〟をかけていたのです。剣によっては絶対に殺されないという、ね。極めて強力な呪いであり、魔剣、宝剣の類を用いても打ち破れないのですよ」

「それが呪いなんですか？」

　加護ではないのか、とニースは思った。魔神にそんな能力があるとは思ってもみなかった。

「間違いなく、呪いですよ。剣によっては殺されないかわりに、別の武器を用いれば簡単に死んでしまうのです。そういう呪いがあるとは知ってましたが、そんな諸刃の剣を使っているとは思いもしませんでした」

　そこで、ウォートは沈痛な表情になった。

　数日を経て肉体を再生させた魔神将は、己の首を取り返さんとベルドの館へと侵入したのだ。そして、エルフ女性のルシーダと遭遇し、彼女を惨殺している。優秀な精霊使いであり、彼女の死は、これからの魔神との戦いを考えれば手痛い損失だった。

　加えて、ルシーダはベルドと男女の関係にあった。恋人を殺されたも同然なのである。もっとも、ベルドが本当にルシーダを愛していたかどうかは分からないが……

「その後、わたしたち三人は首を取り戻した魔神将とふたたび戦ったのです」

　魔神将が生きていたことが知れれば、ウォートの思惑は水泡に帰するのだ。今度はウォートも全力で戦った。古代語魔法において最強の攻撃呪文とされる〝隕メテ石オス召トラ喚イク〟さえ唱えた。賢者の学院においては、その存在さえ極秘とされている禁断の呪文である。

　魔神将は、結局、フラウスの鎚鉾メイスの一撃で斃たおされた。だが、その一撃を叩きこむのが、いかに大変だったことか。

「魔神将とは、そういう存在なのです」

　ウォートはそう話を締めくくった。

　ニースは、何も言葉を返せなかった。

　そんな魔物がロードスに跳ちよう梁りようしているとは、信じたくなかった。だが、これが直視せねばならないロードスの現実なのである。そして、魔神将はまだ数体、存在しており、更に魔神将をして足下にひざまずかせる魔神の王が控えているのだ。

「お話しくださいまして、ありがとうございました」

　震える声で、ニースはやっとそれだけを言った。




　それと同じ時刻、自室に戻ったノービス公は、ひとりの女性を部屋に招き入れていた。

　二十になるかならぬかというぐらいの若い娘である。だが、彼女は何十、何百という数の男と関係している人気の娼しよう婦ふだった。彼女と一夜を共にする値段は、庶民の一年分の収入を遥かに超えている。

　その評判は聞いていたが、ゲイロードはこれまで彼女を館に呼んだことはない。若い娘は、それほど趣味ではなかったからだ。

　普段は高く結いあげているという髪を、娘はまっすぐに伸ばしている。

　飾りのない純白のドレスに身を包み、まるで乙おと女めのようにぎこちなく立っている。そうしてくるように、とゲイロードが娼館の女主人に注文しておいたのだ。

　娘は、まったく自然に振る舞っていて、演技をしているようには見えなかった。

「だが、違うな」

　ゲイロードは、心のなかでつぶやいた。

　目の前の娘は清せい楚そに見えたが、あの女性とは似ても似つかなかった。外見はともかく、魂の美しさが違うのだ、とゲイロードは思った。

　あの女性の美しさが、あらためて理解できた。マーファの愛娘ニースの美しさが……

「お気に召しませんでしょうか？」

　黒髪の娘は首を傾かしげ、不安そうな声をかけてきた。

　その声も、まるで違っている。

「おいで……」

　微笑ほほえんで、ゲイロードは娘を手招きした。目の前の娘にもはや関心は失っていたが、女性に恥をかかせることは、ゲイロードの美学に反する。

　娘は嬉うれしそうに、だが、どことなく恥ずかしそうに微笑んで、ゲイロードに近づいていった。

　だが、娘は突然、立ち止まり、両手を口に押し当てた。その顔が、恐怖のために歪ゆがんだ。何かを叫ぼうとするのだが声が出ないらしく、両肩が激しく揺れている。

「どうしたのだ？」

　娘の視線はゲイロードを通り越し、彼の背後の窓に向けられていた。

　ゲイロードは、振り返った。

　そして、彼の目も恐怖に見開かれた。

　窓の外に、あの魔神がいた。口だけしかない顔。

　存在しないはずの視線が、間違いなくゲイロードを捕らえていた。




「何か物音がしませんでしたか？」

　魔神将の話が終わり、鎮痛な表情で黙りこんでいたフラウスが、ニースたちを見回した。

「オレにも聞こえた。何の音かは分からんがな」

　ベルドが酒杯をテーブルに戻し、耳を澄ませた。

　歌劇は山場を迎えており、白けていた役者の演技にもさすがに熱が入っている。

「この館には、何十人と騎士が詰めているのでしょう？　何か異常があれば、彼らが動くはず」

　そう言いながらも、フラウスは武器になるような物を目で探していた。

　武器と防具は、それぞれに当てがわれた客間に置いてきている。

　ちょうどそのとき、歌劇が終わった。

　ウォートとニースが拍手を送り、ベルドとフラウスは視線を交わして立ち上がった。

「部屋に戻らせていただきます」

　フラウスはそう言うなり、扉を目指した。

「ベルドの部屋に集まるとしよう」

　ウォートが先行するふたりに声をかけた。

「分かったわ」

　フラウスから、答が返ってきた。

「何かあったのでしょうか？」

　ニースは、ウォートと並んで歩きながら、彼に訊たずねた。

「ベルドもフラウスも熟練の戦士ですからね。何かを感じたのかもしれません。まあ、部屋で待機していれば、知らせはあるでしょう」

　ウォートは落ち着きはらっていたが、ニースは彼ほどには平静でいられなかった。

　魔神だろうか、と思う。

　魔神将の恐ろしさを聞かされたばかりなので、過敏にならざるをえない。

　だが、ニースはその不安をすぐに拭ぬぐい去った。

　ここはアラニア第二の都市ノービスであり、それもその領主の館なのだ。そして、恐るべき魔神将を倒した三人の英雄たちが滞在しているのである。

　魔神が現われれば、むしろ好都合かもしれない。その魔神は間違いなく倒され、その首を街の広場に晒さらすことになるだろうから。

　そして、魔神に殺される罪なき人々が、確実に減ることになる。
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　それから後、ベルドの部屋に集まって、異変があればいつでも動けるように待機していたニースたちだったが、館の様子には結局、変化はなかった。

　しばらくするとノービス公が訪ねてきて、今夜は泊まってくれと熱心に勧めた。

　あまり気は進まなかったが、ウォートたちともう少し情報を交換したいと思い、ニースは承諾した。直感だが、荒野の賢者は、魔神解放の真相にいちばん近いところにいる。今後の魔神との戦い方についても、明確な考えを持っているようだ。

　ニースにも漠然とだが、考えはある。マーファ教団の自衛組織を拡大しつつ、諸王国の協力を引き出すことだ。

　自衛組織が魔神の被害を最小限にとどめる。その一方で、王国は魔神の隠れ家を探しだし、騎士団を派遣し、魔神の軍団を壊滅させるのだ。

　ロードス各地で蠢しゆん動どうしている小規模の魔神の軍団を滅ぼしたうえで、魔神の根城となっているスカードに攻め入ればよい。魔神の軍団がどれだけ強力でも、ロードス全土から騎士や戦士が集まれば、勝てるはずだ。

　ただ、現状ではニースの望みどおりに物事が運ぶとは思えない。マーファ教団とアラニア王国との協力関係を築くことさえ難しそうだ。

　噂が伝えるように、百の勇者のなかからロードスの救世主とやらが現われてくれれば、問題は簡単に解決するかもしれない。だが、安易な期待を抱くことは却って危険だと思う。志は立派だが、百の勇者の呼びかけに応えた者が全員、ベルドほどの戦士であるはずがない。それに、彼らは王国にも教団にも属していないので、その力を集結させることができない。何か、中心となるような人物が現われれば別だろうが……

　現実的に考えれば、今あるロードスの勢力だけで、魔神との戦いを進めるべきである。だが、聖職者であるニースには、世俗の権力に対する影響力はない。普段ならば、望んだこともないが、今はそういう繫つながりがないことが残念に思えた。

　マーファの信者は農民や漁民、猟師や木こりなど自然を相手に働く者が多く、支配者階級には数えるほどしかいない。支配、被支配の関係は、マーファの教えによれば自然ならざるものだから、支配者階級がマーファの信者になるというのは自己否定しているに等しいのだ。

　ニースに当てがわれた部屋は、ターバ神殿の宿舎にある彼女の部屋の三倍もの大きさがあった。豪華な調度品が並び、天てん蓋がいつきのベッドが部屋の隅に置かれている。

　うんざりするほど贅沢な夕食が終わると、ニースは部屋に戻り、湯を運びこんでもらった。旅で汚れた身体を綺き麗れいに拭い、新しい服に着替えた。汚れた服は手洗いして、窓際に吊つるしておく。小窓を開けて、風が通るようにしたから、明日には乾いているだろう。

　明日はノービスの神殿に立ち寄り、ディジー高司祭と会談する予定だった。神殿を封鎖された彼女がどんな気持ちでいるのか、想像すると気が重くなる。分別のある女性だから大丈夫だと思うが、彼女が王国に対して恨みを抱けば、周辺の村々の反抗は、本格的な蜂起に繫がりかねない。

　ニースは村落に駐留する神官戦士たちへの回状を書き、ターバ大神殿や各地の神殿の司祭に宛あてた手紙をしたためる。

　手紙を書き終えたときには、夜半を過ぎていた。旅の疲れも手伝って、さすがに睡魔が襲ってきた。眠気に逆らうのは自然ではない、とニースは神官衣を脱ぐと、慣れないベッドに潜りこんだ。水鳥の羽根を詰めた布団は柔らかすぎて、落ち着かなかった。毛布だけを取って、床に寝ようかとさえ思った。

　だが、それも無礼だろう、と考え、そのまま目を瞑つむった。

　やがて、ニースは眠りに落ちた。だが、その安眠はすぐに破られることになる。




　扉が開く音に、ニースは目を覚ました。

　明かりは消えていて、窓から射しこむ微かな月光だけが、部屋を照している。

「誰ですか？」

　ニースは起きあがり、ベッドの下に神官衣と共に置いた小剣を手にした。

　戸口のところに、黒い影が立っていた。

「わたくしですよ、美しいマーファの高司祭」

「ノービス公！」

　ニースは、驚いた。

　夜中に女性の部屋に忍んでくるとは、その品性を疑いたくなってくる。もっともアラニア貴族たちには貞操という概念はない。友人、知人の恋人や夫人とでも夜を共にする。頽たい廃はいした文化は愛欲にも異常をきたすらしい。同性愛や乱交も彼らのあいだでは珍しくないと聞く。

「話がありましたら、明日、おうかがいします。今夜はこのままお帰りくださいますよう」

　丁寧な言葉で、だが、きっぱりとした口調でニースは言った。

　しかし、ノービス公は、無言のままどんどん部屋に入ってきた。

「下劣な……」

　ニースは思ったが、次の瞬間、何かが違うと思いなおした。

　目の前に来たノービス公から感じたのは、欲情ではなく、殺気だった。

　公爵の目が、闇のなかで赤く光った。

「あなたは！」

　そう叫んだ瞬間、ゲイロードの手がニースの首に伸びた。

　ニースはベッドに身を投げるように、公爵の手をかわした。そのまま転がり、ベッドの反対側に立った。

　そして、小剣を抜いた。

「あなた、魔神ね」

　ニースは声をかけた。

　公爵は答えなかった。その代わり、ニースの知らない言葉で何事かつぶやきはじめた。

「魔法を！」

　ニースは、咄とつ嗟さに精神を集中させた。

　相手の魔力に打ち勝つよう、己の体内に満ちる魔力を活性化させるのだ。魔法から身を守る唯一の方法である。

　公爵の腕の先から、電撃がほとばしった。ニースの胸に、それは突き刺さる。

　衝撃で、ニースは壁まで弾き飛ばされた。胸の辺りに激痛が走り、皮膚が焼ける匂においがした。

　公爵が魔神であることは、疑いようがなかった。アラニアの貴族には魔法戦士は多いが、魔力の発動体たる杖つえなしに、魔術をかけられるほどの実力はないはずだ。

「マーファよ！」

　ニースは高らかに祈り、左手を前に突き出した。

　その腕の先から、目に見えない力がノービス公に目がけ、伸びてゆく。

　ベッドを乗り越えようとしていた公爵だったが、その一撃を受けて、仰あお向むけに転がった。

　ニースは立ち上がり、ベッドを飛び越えて、公爵の胸に小剣を突き立てた。

　手ごたえはあった。だが、魔神がこの程度で死ぬはずはない。魔神の恐ろしさは、昼間に聞かされたばかりだ。

　ニースは勢いを殺さず前に転がり、ふたたび小剣を構えた。
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　公爵がニースをはがいじめしようと、両手を伸ばしたのとほとんど同時だった。一瞬、遅ければ、ニースは捕まえられていただろう。

「魔法か、剣か」

　ニースは判断に迷った。

　神聖魔法に頼れば、確実に相手を傷つけられる。だが、ニース自身も消耗する。魔神の生命力が、ニースの精神力に勝っていれば、疲労したところを襲われる。だが、護身用の小剣ではいかにも心もとない。

　ニースの迷いを見透かしたかのように、魔神が動いた。

　ベッドの下にたたんであったニースの神官衣を投げつけてきたのだ。白い布が目の前で広がり、視界が妨げられた。

　反射的に、左に飛んだ。だが、その動きを予期していたように、魔神も同じ方向に移動していた。赤く輝く瞳ひとみが目の前にあった。その口が耳のあたりまで裂けている。

　公爵の、いや魔神の手が真横に振るわれた。その手にはいつのまにか鉤かぎ爪づめが伸びていた。

　ニースは飛び退のこうとしたが、完全にはかわしきれなかった。

　左腕が二の腕あたりでざっくりと裂けた。鮮血がニースの頰ほおに、飛び散った。

「油断だった……」

　ニースは、心のなかで自らを戒める。戦いに集中しなければ、倒せるような相手ではない。

　怪け我がを治している暇などなかった。

　魔神は鉤爪を振るいつづけ、ニースは後退しつづけた。苦痛に耐えながら、伸びてくる腕を小剣で払いのける。

　魔神の腕は、ずたずたに裂けていた。真っ黒な体液が、傷口から噴きだしている。

　それでも、魔神は怯ひるまない。

　ついにニースは、壁際にまで追いつめられた。

「右にかわすか、左にかわすか！」

　魔神の攻撃を見極めようと、ニースは全神経を集中させた。

「右！」

　魔神の右手が伸びてくるのを見て、ニースは右に跳んだ。

　だが、少し遅れて魔神の左腕も振るわれていた。最初の攻撃は牽フエ制イントだったのだ。

　小剣の刃を立てて、魔神の攻撃を受け止めようとした。だが、魔神の力は想像を絶している。小剣で受け止めてもなお、その衝撃はニースを弾き飛ばすだろう。

　だが、そうはならなかった。

　魔神の動きが突然、止まったからだ。

　薄闇のなかで、青白く輝く綱のようなものが、魔神を戒めていた。

「魔術師の夜更かしはいつものことですが、役に立つときもあるようだ」

　戸口から、声が聞こえた。

　荒野の賢者ウォートが、そこに立っていた。

「感謝いたします」

　ニースは、胸を押さえた。魔神の魔法に撃たれた傷が鈍く痛んだ。

「魔神は、もう動けません。とどめを！」

　ウォートは呼びかけ、続けて魔法を唱え、ニースの小剣に魔力を与えた。

　小剣の刃が魔法のオーラを発する。

　ニースは公爵の姿をした魔神を、縦横に切り裂き、貫いた。

　魔神は苦しそうな悲鳴をあげたが、普通の人間なら即死するような傷を受けても、まだ叫びつづけていた。

　その叫びを聞きつけ、人々の集まってくる気配がした。

　誰かが明かりを灯ともしたらしく、目の前がようやくはっきりと見えた。

「公爵様！」

　誰かが、叫んだ。

「黙って見ていなさい！」

　ウォートが鋭く、声の主を制した。おそらく、護衛の騎士だろう。

「だが、あの女は！」

「あなたが仕える領主には、鉤爪が生えているのですか？　口が耳まで裂けているのですか？」

　叱しつ咤たするようなウォートの声が飛ぶ。

「そ、それは……」

　騎士は公爵の姿を観察した。魔術師の指摘するとおり、公爵の姿は普通ではなかった。そんな人間がいるはずがない。

「魔神だよ。それも、ドッペルゲンガーという上グレ位ーター魔神デーモンだ。もっとも警戒すべき魔神が、ついに動きだしたようだ」

　ウォートは言った。

「見なさい。あれが、魔神の正体です」

　それまで、ノービス公だった男の身体が、急速に変化していった。

　身長が急速に伸びて、衣服が裂けた。頭髪は抜け落ち、目と鼻が消えていった。顔に残ったのは、真っ直すぐに裂けた口だけ。

　ニースは、ようやく小剣を収めた。魔神の体液に、全身を濡ぬらしていた。

　肩で、荒い息をしている。

　ウォートは部屋のなかに入り、ベッドのうえから毛布を剝はぎ取ると、小刻みに震えているニースの肩にかけてやった。

「ありがとう……ございます」

　ニースは毛布に包くるまると、やっと落ち着きを取り戻し、深く息をした。

　氷竜ブラムドを呪のろいから解放したときより、遥かに緊張した。救うのではなく、倒すという行為に心のどこかで拒絶があるためかもしれない。

　ウォートのかけた魔法の効果が切れて、魔神はうつ伏せに倒れた。

「これが魔神なのですね」

　動かぬ骸むくろを見下ろしながら、ニースは訊ねた。

「ドッペルゲンガーという上位魔神だよ。見てのとおり、変身能力を持っている。その姿、形ばかりでなく、能力や記憶さえ奪い取ることができる」

「能力や記憶まで？」

「変身する相手の脳を喰くらえば、ね」

「そうすると、ノービス公は……」

「おそらく、生きてはいないだろう。いつから入れ替わっていたのかは、わたしにも分からないがね」

　ウォートは言って、首をすくめた。

　その言葉を聞いたアラニアの騎士たちが、慌ただしく廊下を走り去る。おそらく、ノービス公の部屋へ向かったのだろう。

「記憶を奪えるなら、誰かになりすますことも可能なのではありませんか？」

「その通り。ノービス公を狙ったのは、偶然ではないはず。ドッペルゲンガーが、王国や教団の重要人物を殺して、入れ替わったとしたら……」

「王国や教団は、魔神に支配されてしまう」

　寒さむ気けを覚えたように、ニースは胸の前で毛布をかき寄せた。

「もっと恐ろしいのは、隣人が魔神の化けたものではないかと疑心暗鬼にかられること。信頼を失えば、団結ができなくなります」

「どうすればいいのでしょう？」

　ニースは、ウォートに問いかけた。

「信じることでしょうね。隣人が魔神ではないと信じること。それしか手段はありません」

「できますでしょうか？」

「わたしには、分かりません」

　ウォートには、そう答えるしかなかった。ノービス公爵がドッペルゲンガーと入れ替わっていたことに、自分も気づかなかったのだ。

「たいした騎士ぶりだな」

　そのとき、背後からベルドの声がかけられた。

　振り返れば、赤髪の傭兵がフラウスを伴ってやってきていた。

「大丈夫ですか？」

　フラウスは、魔神の血にまみれたニースの姿を見て、驚いたように叫んだ。

「騎士たちが騒いでるのが聞こえて、やってきたのですが……」

「大丈夫です」

　ニースは、答えた。そして、思い出したように、左腕の傷と胸の火傷やけどを治癒呪じゆ文もんで治した。

「魔神は倒したよ。賞金は、わたしとニース高司祭で分けさせてもらおうかな」

　ウォートは冗談めかして言った。そして、ニースに向き直って、

「侍女に頼んで、着替えとお湯を持ってこさせましょう。魔神の血を浴びたままでは、ゆっくり休むこともできないでしょう」

　と、続ける。

「そうさせていただきます」

　ウォートの心遣いが、嬉うれしく思えた。

　彼の助けがなかったら、ニースは魔神に殺されていたかもしれない。思い出すだけで、身体が震える。

　考えてみれば、本物の戦いは、これが初めてである。訓練と実戦との違いが、これほどとは思わなかった。

　魔神との戦いが続くのだから、これまで以上の覚悟を決めなければならない。

　ウォートたちはそれぞれの部屋に去り、ニースも部屋を換えてもらった。新しい部屋に、マーファの信者だという侍女が部屋にやってきて、かいがいしくニースの世話をしてくれた。

　渇いた喉のどを水で潤し、全身を丹念に洗い、真新しい衣服に着替える。

　眠ることはできそうになかったが、おかげで気持ちは鎮まった。大地母神に祈りを捧ささげ、魔神の犠牲になった人々の冥めい福ふくを改めて祈り、同時に己の弱さを戒める。

　たとえば我が身を代償にしようと、このロードスから魔神を駆逐することを、ニースは強く心に誓った。




　荒野の賢者ウォートは、彼に与えられた部屋に戻った。

　ニースが最初に泊まっていた部屋とは、階さえ異なっている。ベルドとフラウスの部屋は、ウォートと同じ階にある。ニースだけ違う階に部屋を用意したのは、何か意図があってのことか、と疑ったのだ。ノービス公がニースを見る目が怪しく思えたこともあり、ウォートは館の裏庭で捕らえた黒猫を使い魔に仕立て、ノービス公の部屋の前を見張らせておいた。役目を終えた使い魔は、すでに解放してある。

　ノービス公が魔神に入れ替わっていたとは思いもしなかった。騎士が公爵の部屋を調べたところ、首のない公爵の死体と女性の死体が発見された。女性は、近くの娼しよう館かんから呼び寄せた娼婦らしい。

「公爵の気持ちは、分からないでもないな」

　ウォートは、思った。

　ニース高司祭の清らかな美しさには、ウォートも心を打たれた。先刻は、戦う姿さえ美しいと思った。ニースは下着姿で、透き通るような肌が目に焼きついている。その肌を他人ひと目めに晒さらすまいと毛布をかけたとき、ウォートの手は彼女の肌に触れた。彼女の肌は絹のように滑らかで、弾力に富んでいた。

「たいした騎士ぶりか……」

　ベルドの冷やかしの言葉が、脳裏に浮かんだ。

　似合わないことをしたか、と苦笑する。

　そのとき、部屋の空気に異質な感じが漂っていることに、ウォートは気づいた。

　その場で立ち止まり、部屋のなかをゆっくりと見渡す。ウォートの視線は真っ暗な部屋の一隅まで動き、そこで止まった。

「誰だね？」

　ウォートは、誰すい何かした。

　人影がひとつ悠然とたたずんでいるのが、闇に慣れた目に映った。

「名乗るほどの者ではない」

　闇のなかから、声が返ってきた。

「名はない、か。わたしに何の用だね」

　いつでも魔法を唱えられるように、ウォートは杖つえを右手に持ち直した。左手は腰帯に結んだ小袋に入れて、そこに収めてある魔晶石のひとつを握りしめる。どの呪文を使うかも決めた。

　持ちうる最大の魔力で〈分デイス解イン消テグレ去ート〉の呪文を唱える。その呪文が抵抗されたときは、おそらく自分が命を落としているだろう。そのぐらいの迫力を、闇のなかの人物は感じさせた。

「訊たずねたいことがあってやってきた。部屋で待っていたのは、余人を交えぬため」

　その声はくぐもっており、男か女か、若いのか、年老いているのかの判断もつかなかった。

「わたしは賢者だよ。訊ねるのは自由だが、代価はいただきたいものだね」

「賢者殿の答によるな」

　謎の人物は窓から差し込む淡い光のなかに、ゆっくりと進みでてきた。

　身長はウォートとほぼ同じ。革の鎧よろいを身につけ、腰には剣を帯びている。仮面とも兜かぶとともつかぬ物を頭に被り、顔の形は分からない。額の辺りで、何かがふたつ赤く光を反射していた。

「何が狙いだ？」

　仮面の人物は、訊ねてきた。

「ライデンの行商人を使い、魔神将殺しの戦士の名を広めているのは、あなただ。百の勇者に決起を呼びかけたのも、そのなかからロードスの救世主が出現するとの噂を流したのも、あなただ。そして、魔神に対し、王国が無力であると強調し、民の反抗を煽あおっている。賢者殿の真意は、どこにある？」

「不思議なことを聞くものだね」

　ウォートは闇に向かって答えた。

「わたしは魔神と戦うために、ひとりでも多くの人間に立ち上がってもらいたいだけだよ。王国の力に頼っていては、犠牲者が増えるだけだからね。仮面の人よ、あなたはそうは思わないのか？」

「同感だよ。だが、それならば他にもやりようがあろう。賢者殿の真意は、ロードスに統一王国を樹立させることにある。違うか？」

「魔術師である、わたしがか？」

「傀かい儡らいの王を立てることは可能であろう。たとえば、赤髪の傭兵ベルド……」

　仮面の人物の言葉に、ウォートは思わず声をあげて笑った。

「ふたつ隣の部屋にいるから会ってみればどうだ。あの男が傀儡のままで終わる人物であるかどうか、一目で分かる。それに、あの男は王になろうとはしないよ。ベルドの関心は、己の強さだけだ。敵を倒し、金を稼ぐことでしか、己を量ることができないのだ。哀れと言えば哀れだが、その生き方をベルドはけっこう楽しんでいるようでね」

　仮面の人物は、ウォートをじっと見つめた。

　どのくらいの時間、無言でそうしていたろう。

「まあ、いいだろう……」

　仮面の人物はため息まじりに言った。

「魔神を相手に戦うかぎり、わたしは賢者殿の味方だよ。だが、あなたに別の野心があるのなら……」

「どうするつもりだね？」

「もう一度、あなたのまえに姿を現わそう」

「心しておくよ」

　もうよかろうと、ウォートは腰の袋に入れていた左手を抜いた。魔晶石を握っていたためか、その手はじっとりと汗ばんでいた。

「土産みやげをひとつ置いておいた。賢者殿ならば役立てられよう……」

　そして、仮面の人物は上位ハイ古エン代シエ語ントを唱えはじめた。

〈瞬間移動〉の呪文を唱えようとしていることは、ウォートには分かった。

（魔法戦士とはね……）

　呪文は完成し、仮面の人物は瞬時にして、その姿を消した。

「いったい何者なのだ？」

　魔法戦士が消えていった場所まで歩き、荒野の賢者は声に出して自問してみた。

　瞬間移動の魔法は、高度な呪文である。高位の導師でなければ、使えぬ呪文であった。その隙すきのない動きは、熟練の剣術使いの腕である。

「どこかの王国に仕えているのか、それとも……」

　ウォートは〈明かり〉の呪文を唱えて、部屋を明るくした。

　天てん蓋がいつきのベッドのうえに、古びた書物が一冊置いてあった。表紙には「魔神の書」と記されてある。

　ぱらぱらと頁ページを開いてみると、魔神を体系的に分類し、それぞれの能力について書かれた書物だということが分かった。

　仮面の魔法戦士が言い残したとおり、ウォートならばこの書物を使いこなせることができる。魔神との戦いにおいて、この書物がどれほど役に立つかしれない。

　それにしても、とウォートは思った。

「仮面の魔法戦士、いったい何者なのだ」

　残された古代書を見つめながら、ウォートはもう一度、つぶやいた。
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「ようやく、帰ってきたの」

　失われた南のドワーフ族の鉄の王フレーベがそう言って、ハイランドの王城オーバークリフを見上げた。

　ドワーフ王の隣には、真っ黒に汚れた服を着た亡国スカードの王子ナシェルがいる。今はハイランドの辺境伯として、王国の北の境に領地を賜たまわっている。人口一千人ほどの村で、以前はハイランド王家の直轄地だった場所だ。

「ハイランドの騎士たちは、わたしが逃亡したと思っているでしょうね」

　ナシェルはドワーフ王に答え、汚れた顔に笑みを浮かべた。

「死んだ、と思っておるかもな」

「この城を後にして、何日になりますか？」

「二週間めまでは覚えておったが、それからは面倒になって数え忘れたわ。だが、二ふた月つきとは経っておるまいよ」

「二月……」

　ナシェルは感慨をこめて、つぶやいた。

　たった六十日ばかりの日数なのに、何年も過ぎたように感じられた。そして、ナシェルの内面は、そう思えるほど大きく変化していた。いや、変化せねばならなかったのだ。

　竜の心を摑つかむために。

　ナシェルは腰帯に挟んだ一本の笛を取り出した。〝竜笛〟と呼ばれる竜の骨から造られた真っ白な縦笛である。それは竜を召喚するために、また竜を支配するために、欠かすべからざる品アイテムだった。

「同じ帰るなら、ハイランドの騎士たちを驚かせてやろうかと思います。フレーベ王も、御一緒しませんか？」

「冗談ではないわ！」

　ドワーフ王は顔色を変えた。

「わしは水も嫌いだが、空はもっと嫌いだ。二本の足で、歩かせてもらう」

　そう言うと、フレーべはオーバークリフ城へ至る坂道を大慌てで登りはじめる。

　ドワーフ王を笑顔で見送ってから、ナシェルは竜笛を吹いた。

　音は、鳴らない。いや、本当は鳴っているのだが、人間の耳には聞こえないだけなのだ。それが証拠に、オーバークリフ城にある竜舎から、七騎の竜たちの咆ほう哮こうする声が轟とどろき、向かいの山に木こ霊だました。

　その山をナシェルは振り返って、しばらく待った。

　すると、青空に向かって、点のようなものがゆっくりと上昇してゆくのが目に入った。その点は、まっすぐナシェルに向かって飛んでくる。驚くべき速さだった。近づくにつれ、最初、点と見えたものは、とどまるところを知らぬように、どんどん膨れあがってゆく。

　やがて、その姿がはっきりと分かるようになった。

　蛇のような首と尾。胴体は太く、そこから逞たくましい四肢が伸びている。背中には、蝙蝠こうもりの翼が生えている。全身、空色の鱗うろこに包まれ、頭には六本の角。その頭から尻尾の先まで、背筋に沿って淡い青色の体毛に包まれていた。

　小さな館ほどのその巨大な姿は、恐ろしくもあったが、不思議な美しさを感じさせた。

　竜ドラゴンである。

　最強の幻獣にして魔獣と、人間たちは恐怖と畏い敬けいの念を込めて呼ぶ。

　街の住人たちが、ゆっくりと地上に降りてくる竜を見て騒然となる。だが、彼らハイランドの住人たちは、無用に竜を恐れたりはしない。なにしろ、ハイランド国王その人が竜ドラのゴ乗ンラりイ手ダーたる〝竜騎士〟なのだ。

　皇太子であるジェスター王子をはじめ、他にも四名の竜騎士がいる。

　彼ら竜騎士を擁ようするがゆえに、ハイランドはモス地方最強の王国と謳うたわれているのである。

　ナシェルの目の前に、最強の幻獣は、砂すな埃ぼこりを舞いあがらせながら降り立った。

「ワールウィンド……」

　ナシェルは、空色の鱗の竜に向かって呼びかけた。

「わたしを乗せて飛べ。崖を越えて、城壁を越え、ハイランドの王城の中庭まで運ぶのだ」

（承知……）

　竜の意志が、ナシェルの頭に直接、響いた。

　ワールウィンドと呼ばれた竜は、長い首を地面に着けて、主人が乗るのを待つ。

　ナシェルは助走をつけて跳び、竜の首の根元に跨またがる。そして、近くで見るとほとんど透明に見える体毛を、両手でしっかり握った。

　用意ができると、竜の首筋を軽く叩いた。

　ナシェルの合図に応じ、巨大な翼を羽ばたかせ、ワールウィンドは突風を巻き起こしながら、ゆっくりと空へ舞いあがった。

　何事が起きたのかと見物に集まってきた街の住人たちが、その様子を見て、大歓声をあげた。

「新しい竜騎士様が誕生なさったのだ」

　人々は、口々に叫んだ。

（そうとも）

　ナシェルは、心のなかで彼らの歓声に応こたえた。

（わたしは竜騎士になったのだ。スカードを占領する魔神と戦うために……）




　思惑どおり、ハイランドの騎士たちは、突然、舞いおりてきた見慣れぬ竜の姿に驚き、その背にナシェルが乗っているのを見て二度、驚いた。

　ナシェルが竜を捕まえるために、竜の棲む山へ出かけたことは、騎士たちのほとんどが忘れていた。彼らは皆、ナシェルがスカードへ逃げ戻ったと思っていた。あるいは、怒れる竜に喰くい殺されたと思っていたのだ。

　ナシェル伯爵、竜に騎乗し、帰還──

　その知らせは、ハイランドの王城を駆け巡り、国王マイセンにもただちにもたらされた。

「やったようだな」

　それを聞いたマイセン王は、久しぶりの笑顔を、かたわらにいた皇太子ジェスターに向けた。

　ワールウィンドは、ただちに竜舎に移され、ナシェルはフレーベ王が到着するのを待つと、着替えもせず、マイセン王との謁見に臨んだ。

　ナシェルのあまりの汚さに、すれ違う騎士たちが、口を揃そろえて着替えをするよう忠告する。だが、ナシェルは騎士たちの忠告を完全に無視した。

　そして、フレーベを伴って、謁見の間に入った。広間の中央に帯のように敷かれた赤い絨じゆう毯たんのうえを、大おお股またで歩く。

　物乞いのようなナシェルの姿に、謁見の間に居並ぶハイランドの騎士たちは、露骨に顔をしかめる。気が狂ったのではないか、と囁ささやく者さえいた。

　彼らがそう思うのも当然だろう。

　以前のナシェルは礼儀正しく、身だしなみにも気を遣っていた。だが、その頃の雰囲気は、赤い絨毯のうえを威風堂々と歩くナシェルにはまったくない。

　玉座の前に来ると、ナシェルは宮廷儀礼に従い、片かた膝ひざを落とし、恭うやうやしくマイセンに礼をした。

　ドワーフ王であるフレーベは、かるく会釈をする。

「どうやら、竜の心を摑つかんだようだな」

　鉄の王に会釈を返してから、マイセンは畏かしこまるナシェルに声をかけた。

「摑んでまいりました」

　ナシェルは顔をあげ、自信の笑みを浮かべた。

「約束どおり、おまえを竜騎士として認めよう。鱗スケ片イルメ鎧イルを授け、竜笛も正式におまえの物としよう。思いのままに行動し、魔神と戦うがよい」

「ありがたきお言葉」

　ナシェルは礼を言うと、すっくと立ち上がった。

「それでは、さっそく出撃いたします」

「今すぐか？」

　玉座の左に控えたジェスターが、驚いて言った。

「そのつもりです」

　ナシェルの返答に、ハイランドの騎士たちが騒ぐ。

「なるほど、竜の心は完全に摑つかんだな。だが、悪いことは言わん。今日は、止やめておけ。竜に乗って戦うには、熟練を要する。明日から、竜騎士としての戦い方を伝授するから、スカードへ攻めこむのは、それからにしろ。今宵はゆっくり休み、疲れを癒いやすがよい。竜騎士の訓練は甘くはないぞ」

　ジェスターの勧めに、ナシェルは素直に従うことにした。気は逸はやるが、竜に乗って戦うには、確かに慣れも必要だろう。

　ナシェルは玉座に背を向けると、入ってきたときと同じく足早に謁見の間を退出した。

　ハイランドの騎士たちは啞あ然ぜんとして、ナシェルとドワーフ王を見送る。

「あれは、本当にナシェル殿なのか？」

　何人もが、そうつぶやいた。

　ナシェルの変わりようは、それほどに劇的だった。




　その翌日から、ナシェルはジェスターたち竜騎士を相手に、竜に乗って戦う訓練を開始した。

　竜騎士にとって警戒すべきは、飛び道具に狙われることだ。モスの各王国は、竜騎士に対抗するため、強力な弩クロス弓ボウ部隊を編成し、城壁には固バ定式リのス弩弓タを配置している。

　飛び道具から身を守るには垂直に急下降し、竜が吐きだす炎で敵を焼き尽くしたあと、一気に上昇する必要がある。そのためには、竜との意思疎通が完璧でなければならない。

　竜騎士と竜とは心話が通じるが、小さな合図を送るだけで竜を操れるようでなければ、危急のときには役に立たない。また、ナシェルの場合、野に育った竜を捕らえてきたのだから、竜にも戦いを教えねばならない。

　厳しい訓練が日夜、繰り返された。

　ナシェルとワールウィンドは、急速に上達した。ジェスターから教えられたが、野に棲すむ竜を手て懐なずけた者は、その竜との共感が極めて強いらしい。もっとも、それは同時に、不治の病である〝竜熱〟に感染しやすいということでもあった。

　基本の訓練は、十日ほどで終了した。

　だが、魔神には飛行能力を持つ種類もいる。空中で戦うことも考慮せねばならない。

　他の竜騎士たちにしても、空中戦の経験はなかった。ジェスターは今後のことも考え、竜騎士どうしで模擬戦を繰り返し、どのような戦術が有効かを研究した。

　その訓練に、更に十日を費やした。

　巨大な体格のため、竜は小回りが利かない。それが、いちばんの問題だった。地上の敵を相手にする場合は、乗り手は竜を操ることだけに専念していればいい。だが、空を飛ぶ魔神に襲われた場合、乗り手が武器を取って戦う必要がありそうだった。

　考慮のすえ、ナシェルは弩クロス弓ボウと長バスター剣ドソードを持って竜に乗ることにした。普通は竜ドラ騎ゴン士ラン槍スと呼ぶ長大な槍やりだけを持って乗りこむのである。遥はるか高みの空中から弓を射れば、敵の反撃を受けることはないわけだが、そのような戦い方は騎士として謹むべきであると、竜騎士たちは自粛している。だが、敵は魔神である。騎士道精神を貫くにたる相手ではない。

　マイセン王から授けられた鱗片鎧は、フレーベ王が鎚つちを振るって、ナシェルの身体に合うよう鍛えなおしてもらった。弩弓も片手で操作できるよう改造してくれた。竜騎士は、竜から落ちないよう鞍くらに固定されているので、動きが取りにくい。フレーベは身体の向きがある程度、変えられるよう竜に置く鞍にも工夫を施してくれた。

　フレーベ王が武器造りにも精通していることを、ナシェルは初めて知った。

　ナシェルが手懐けたワールウィンドは風エアド竜ラゴンである。火フアイヤ竜ドラゴンや水ウオーター竜ドラゴン、地アース竜ドラゴンといった他の竜と比べ、風竜は遥かに速く飛ぶことができる。その速さこそが武器になる、とナシェルは思っている。地上すれすれに飛べば、突風が吹き荒れるほどである。ワールウィンドは、魔神たちより遥かに速く、飛ぶことができる。

「ひとりで魔神を滅ぼそうとは思うな。魔神の首をひとつでも取ったら戻ってくればいい。大切なのは、おまえが魔神と戦っているという事実が知れ渡ることだ」

　二十日におよぶ訓練を終えた後、ジェスターはナシェルにそう忠告した。

「無駄死にはしません。それで魔神が滅ぼせるというなら、話は別ですが……」

　ナシェルは、皇太子に答えた。

　ジェスターの言うとおり、自分が魔神と戦っていることを広めるのが肝心だった。それだけで、モスの諸国はハイランドに対し、宣戦を布告する理由がなくなる。そして、効果的に広める方法は、すでに考えてあった。

「明日、出撃します」

　ナシェルはマイセン王に申し出て、許された。

　ハイランドとスカードの共謀を叫びながら、魔神と戦おうという気配すら見せぬモスの諸国に、ナシェルは冷水を浴びせてやろう、と心に決めていた。
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　翌朝、ナシェルはワールウィンドに跨がり、空へ舞いあがった。

　国境までジェスターと二騎の竜騎士が同行してくれた。

　いよいよ魔神との戦いだが、ナシェルには別に緊張感がない。むしろ、爽そう快かい感かんすら覚える。風を切り、空を飛ぶことの心地好ここちよさのためだろうか。

「必ず帰ってこいよ」

「御武運を！」

　国境に差し掛かり、ジェスターと竜騎士たちがそれぞれナシェルに言葉をかけてから、方向を転じてゆく。

　ナシェルは右手を振って、ジェスターたちに挨あい拶さつを送った。

　そして、

「行くぞ！」

　と、ワールウィンドに気合いをつける。

　ワールウィンドは甲高く吠ほえ、ジェスターたちの騎竜に合わせていた飛行速度を、ゆっくりとあげてゆく。

　ナシェルは自然に、前傾姿勢を取った。

「異界の住人が、この世界で暴れている」

　身を伏せながら、ナシェルはワールウィンドに話しかける。

「人間は、おまえより魔神のほうを畏おそれているぞ」

（不ふ遜そん……）

　ワールウィンドの意識が返ってくる。

「この世界において、最強は我らであることを、魔神どもに教えてやろう！」

（承知……）

　ワールウィンドは、巨大な翼を力強く羽ばたかせ、更に速度をあげてゆく。

　ナシェルは例えようのない高揚感を覚えていた。

　竜と一緒に、咆ほう哮こうをあげたいという衝動にかられる。これまで、檻おりのなかに閉じこめられていた心が自由を得て、ナシェルのなかを駆け巡っているような気分だった。ワールウィンドと共感するために、ナシェルはそれらの心を解放したのだ。

　野性といってもいい。

　欲望といってもいい。

　それだけに、以前より理性的にならなければならないと自分を戒めていた。聡明でなければならないと思っていた。竜と共鳴するままに、衝動だけで生きてゆくわけにはいかない。

　だが、今は衝動を押さえる必要はない。

　魔神に対する憎しみを、ナシェルは増幅させた。

（焼きつくしてやろう……）

　ワールウィンドは、ナシェルの感情に同調した。

　怒りの咆哮をひとつあげる。

（爪つめで引き裂き、牙きばで嚙かみ砕いてやる。魔神の血で、大地が染まるほどに）

「だが、あわてる必要はない」

　ナシェルは、竜を宥なだめた。

「ゆっくりでいい。一体ずつ確実に仕留めてゆくぞ」

　幾分もどかしげに、ワールウィンドは吠えた。

　今や、彼は最大速度で、空を飛んでいた。




　スカードの王城グレイン・ホールドには、五十人ほどのスカード騎士が詰めていた。

　魔神を支配しているのがブルーク王だと知って、戻ってきたのである。住民のなかにも、難民暮らしに疲れ、スカードへと帰還してくる者が現われている。

　魔神はスカードの人間を決して襲わなかった。やはり、ブルーク王は本物だった、と帰還したスカード騎士たちは安心した。

　何百という魔神たちが、グレイン・ホールド城にひしめいている。魔神の軍団は、まだまだ何千、何万といる。残る軍勢は石の王国の廃はい墟きよに詰めている。そして、ドワーフ族が張り巡らした地下通路を通って、ロードス各地へ進出してもいる。マスケトの街に放った密偵から、魔神たちの暗躍ぶりが刻々と伝わってくる。

　魔神の犠牲者は、膨大な数となっている。おそらく五千を超えるロードスの民が、命を落としているだろう。そのほとんどは、無力な一般人である。

「ブルーク王はなぜ、マスケトに攻めこまないのだろう」

　ひとりのスカード騎士が、同僚のひとりに向かって話しかけた。ふたりの騎士は、グレイン・ホールド城の城壁に立っている。

「先日も、国王にそう進言してみた。だが、まだ時期ではない、と答えられるばかりで……」

「それでは、いつ時期がくるのだ？」

　騎士はいらだちを押さえきれなかった。

　二十を過ぎたばかりの若い騎士である。赤みがかった金髪が、風になびいている。髭ひげを伸ばそうとしているのだが、なかなかうまく生えそろわない。そうでもしていないと、魔神たちに命令を下すとき威厳が保てないと思われた。

　同僚の騎士とは、一緒に騎士叙勲を受けた仲である。同僚は薄茶色の髪を、長く伸ばしていた。現在、ハイランドに保護されているナシェル王子を真似まねしているようだ。

「オレに分かるものか」

　同僚は、吐き捨てるように答えた。

「そうだな……」

　金髪の騎士は、うなだれた。

　ブルーク王が何を考えているのか、まったく分からなかった。

　最近になって、理由のない不安にかられるようになった。魔神たちに混じって暮らしているためだろうか。廊下ですれ違ったあと従僕しもべであるはずの魔神が、にたりと笑ったような錯覚を覚えたりする。

　ブルーク王に対しても、なんとなく違和感を覚える。もちろん、国王の外見は以前と変わらない。だが、本質的なところで何かが変わったように思えるのだ。それはリィーナ姫についても同様だった。

　もっとも、ロードス全土を征服しようと戦っているのだ。昔のままでいるほうが、難しいのかもしれない。

　スカードには、モス各国からの密使が、毎日のように訪れている。もっとも頻繁に使者を派遣してくるのは、〝竜の鱗〟ヴェノンである。魔神と同盟したとハイランドを非難する一方で、魔神の力を恐れ、スカードとの不戦同盟を求めている。それが政治とはいえ、ヴェノン外交の狡こう猾かつさは露骨だった。

　そのヴェノンの申し出に対し、ブルーク王は明確な返答はしていない。だが、マスケトの街を攻めないという事実ひとつを取っても、ヴェノン王国からの同盟要請を完全に拒絶するつもりはないようだ。

「ヴェノン王こそ、我らが仇敵ではないのか……」

　金髪の騎士は、呻うめくがごとく同僚に言った。

「あれは何だ！」

　同僚から答はなく、代わりに警戒の叫びが返ってきた。

　スカードの騎士は、同僚の視線を追いかけて、背後を振り返った。

　曇り空に、巨大な鳥のようなものが飛んでいるのが見えた。その巨大な生き物は城に向かって、真っ直すぐ飛んでくるようだった。

　恐るべき速度で近づいてくる。ふたりの騎士が茫ぼう然ぜんと見つめるなか、鳥のようなものは急速に大きくなっていった。

「ハイランドの竜騎士だ！」

　目を凝らして、相手の正体を確かめたあと、金髪の若者は叫んだ。

　竜騎士の姿を見るのは、これが二回目だった。最初に見たのは、モス連合騎士団の一員として、この城を舞台に魔神と戦ったときである。ハイランド王マイセンは、三騎の竜騎士と共に連合騎士団に加わっていた。

　あのときのマイセン王たちの活躍は、鮮明に覚えている。

「出動を！　魔神たちに出動を命じなければ……」

　同僚が狼狽うろたえたように、城壁から降りようとする。

「待て！」

　同僚を、金髪の騎士が制した。

「どうした？」

「あの竜騎士は、ナシェル殿下だ……」

　そう言って、視界のなかで急速に膨れあがってゆく竜騎士を指差した。

「殿下!?」

　同僚の騎士は、城壁から身を乗りだした。

　竜騎士は、城壁の間近に迫っていた。空色の鱗の竜に跨またがったその姿は、スカードの皇太子ナシェルに違いなかった。

「ナシェル殿下！」

　ふたりの騎士は、歓喜に包まれて叫んだ。

　竜騎士は、目前までやってきた。

「ナシェル殿下!!」

　金髪の騎士は、ふたたび繰り返す。

　城壁の手前で、竜は制止した。竜の羽ばたきで、嵐あらしのような風が吹き寄せてくる。

「貴様たちに殿下と呼ばれる筋合はない」

　ナシェルの顔には、激しい怒りがうかがえた。その怒りは、彼が跨がる竜からも感じられた。鼻の穴から白い煙を出している。竜の吐きだす炎は、この世でもっとも熱く、どんな物でも焼きつくすことができる。竜の炎をまともに浴びれば、人間など一瞬で灰になるだろう。

「スカードにお帰りくださったのではないのですか？」

　狼ろう狽ばいしながら、若者は呼びかけた。

「帰った、だって？」

　ナシェルは、鼻で笑ったように見えた。

「違うな。帰るべき故国は、わたしにはない。ここは魔神に支配された邪悪の城。わたしは、魔神を滅ぼすためにやってきたのだ」

「ですが、殿下。この城には……」

「この城にいるのは、魔神に魂を売った愚者たち。貴様たちは、人間と呼ぶに値しない。死にたくなければ、早々に立ち去れ！」

　スカードの皇太子は叫ぶと、手にしていた弩弓を構えた。

「わが父に伝えろ！　わたしは南のドワーフ族の惨劇を決して忘れぬ、と。エールの誓いは、かならず果たす、と。魔神によって殺されたロードス中の罪なき人々に代わって、わたしはこの城を攻め滅ぼす！」

　そして、ナシェルは引金を引いた。

　空を切り、弩弓の矢は若者の頰ほおをかすめていった。

「次は外さぬぞ！」

　新しい矢を装そう塡てんし、ナシェルはふたたび弩弓を構えた。

「ナシェル殿下……」

　金髪の騎士は茫然として、つぶやいた。頰から、血が滴っていた。

「お人が変わられたようだ……」
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　同僚の騎士も、自分の目を疑っているようだった。

「国王陛下に報告を」

　ふたりの騎士は、中庭へ降りる階段に向かって逃げるように走った。

　同時に、ナシェルが乗る竜が、真横に裂けた口を、かっと開いた。

　誰もいなくなった城壁に向かって、紅ぐ蓮れんの炎を吐きかける。

（何故なぜ、殺さなかった）

　ワールウィンドが不満を伝えてきた。

「殺すに値しない者たちだからだ。葬るべきは、異界の魔物のみ」

　ナシェルは答えて、城塞を見つめた。

「やってくるぞ！」

　城塞の窓を突き破って、数体の魔神が飛びだしてきた。

　ナシェルは舞いあがる魔神を、憎悪の目で見つめた。この城は、以前、自分の暮らしていた場所だった。その城が今、醜悪な魔物の巣そう窟くつと化している。

　ナシェルはワールウィンドを空中高く舞いあがらせた。城に近づいたままでは、どこから魔法が飛んでくるか知れぬ。

　ナシェルたちを追いかけて、魔神は迫る。

　魔ガー神ゴ像イルのような姿をした有翼の魔神ザルバード、直立した竜のごとき姿をしたラグナカング。

「あの魔神は、おまえの同族か？」

　ナシェルは竜ラ頭グのナカ魔ン神グを指差しながら、ワールウィンドに呼びかけた。

（笑止……）

　竜が答える。

（我が眷けん族ぞくですらない異形のもの）

「ならば、滅ぼせ」

　ナシェルは言った。

（滅ぼそう）

　ワールウィンドは力強く答えた。

　そして、最強を謳うたわれる幻獣は、その言葉を実行に移しはじめた。
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　森のなかを、若い娘は必死になって走っていた。

　昨日まで笑顔で会話していた村人たちが、鍬くわや鋤すきをもって追いかけてくる。その顔には殺気がみなぎっている。

　人々の先頭に立っているのは、にきび顔の若者だ。

　娘は昨日、その若者に愛を告白され、きっぱりと拒絶した。娘には他に想おもい人びとがいた。黒髪の美しい若い猟師である。その猟師も、追いかけてくる人の群に混じっている。

「どうしてこんなことに？」

　娘は、自問した。涙がとどめようもなく流れ落ちる。ほんの少し前まで、自分にこんな運命が待ち受けているとは、思いもよらなかった。

「あの女は、魔神だ！」

　村の広場で、突然、にきび顔の若者が叫び、自分を指差した。そこから、何もかもが狂いはじめたのだ。

「オレは見たんだ。あの女が昨夜、鶏の生血を啜すすっているところを!!」

　若者が必死に叫ぶのを聞いて、娘は腹が立つというよりお腹なかを抱えて笑いたくなった。

　鶏を殺したのは事実だった。なにしろ、その鶏は朝のシチューの具になったのだから。だが、生血を飲んだりはしていない。

「見ろ！　あの女の唇は真っ赤じゃないか!!」

　若者は、叫びつづけた。

（そりゃあ、そうよ。だって、市場で買ってきた紅を塗ってるもの）

　娘は心のなかで答えた。

　好きでもない若者に言い寄られたことで、娘は決心したのだ。

　想い人に、愛を告げよう、と。

　その腕に抱かれて、一夜を過ごそうと。

（そう思っていたのに。それなのに……）

　必死になって叫ぶ若者の言葉に、村人たちは次第に不安を募らせていった。

「そう言えば……」

　誰かが言った。

　娘が夜中に歩いているところを見た、と。

　夜中に外に出たことぐらいある。たとえば、取り込み忘れた洗濯物を取ろうとして。

「だとしたら……」

　別の誰かが、言った。

　娘は、父親にも母親にもまるで似ていない。そして、その両親は、三年前と五年前に病気で死んでいた。

「あの女が、殺したんだ！」

　断言するように、若者が言った。

　村人たちの疑惑が恐怖に変わり、その恐怖が更に憎悪に変わった瞬間を、娘は目の当たりにした。その表情に怯おびえ、娘は駆けだしたのだ。

「魔神が逃げだすぞ！」

　若者の一声で、運命は決まったのだ。

「魔神だ！　魔神が入れ替わったんだ!!」

　狂気につかれたように、先頭を走る若者は今も叫びつづけている。そして、若者の狂気は、村人たちに完全に伝染していた。

「違う！　わたしは魔神なんかじゃない!!」

　娘は叫びかえす。

　何度、そう主張しただろう。だが、誰も娘の言葉を信じようとしなかった。

　娘は、恐怖と絶望に包まれていた。

　息が切れ、今にも心臓が止まりそうだった。頭が真っ白になって、何も考えられない。

　魔神の疑いをかけられたまま、自分は殺されるのだろうか？

　それとも、追いかけてくる村人たちこそ、魔神に入れ替わられたのではないだろうか？　ロードスにおいて、人間はもはや自分ひとりなのかもしれない。

　そう思った瞬間、右足に激痛が走った。

　あっ、と叫んで、娘はうつ伏せに倒れた。

　太ふと股ももに矢が突き刺さっていた。その矢を放ったのは、間違いなく、彼女が心ひそかに想いを寄せていた黒髪の猟師だった。

（本当に、自分が魔神ならよかったのに）

　そう思った。

　そうだったら、迫りくる村人たちを皆殺しにだってできる。

　もう一歩も、動けそうになかった。地面と空とがぐるぐる回転し、入れ替わっているような錯覚を覚えた。

　村人たちが、娘をぐるりと取り巻いた。

「殺せ！　魔神を殺せ!!」

　若者が、叫んだ。

　魔法に操られているように、村人たちは一斉に鋤を鍬を振りあげた。

「殺しなさい！」

　娘も叫び返す。こんな世界など滅びてしまえばいい、と思った。

（わたしの仲間たちが、きっとそうしてくれる）

「殺すんだ！」

　若者の声を合図に、村人たちは手にしている得物を一斉に、振り下ろした。

　真っ赤な血しぶきが、宙に舞った。




　国境の砦とりでは、炎に包まれていた。

　街道を埋めつくすヴェノン騎士の軍勢が、レントンの街に向かって進んでゆく。

　瀕死の重傷を負いながら、ひとりの騎士が燃えあがる砦とヴェノンの騎士たちの行軍を見つめていた。彼らは突然、攻め寄せてきた。

「魔神と同盟するハイランドに追従するレントンを討つ！」

　ヴェノンの騎士たちは、そう叫んでいた。

　ハイランドが魔神と同盟しているなどと、信じている者はもはや誰もいない。

　ハイランドの双子の王子たちが、ライデンやヴァリスで魔神と戦い、その首を取ったとの噂が伝えられてきている。ふたりの武勲は吟遊詩人たちに讃えられ、「百の勇者に双子の王子あり」と謳われている。

　そして、スカードの王子ナシェルだ。

　ナシェル王子は今やハイランドの竜騎士として、ひとり魔神と戦いつづけている。

　魔神を倒しては、その死体を諸国の王城に落としてゆく。

　そして、こう口上するのだ。

「魔神の首を貴国に進呈する。ライデンへ行けば、金貨に換えられよう。ハイランドと戦うための軍資金とするがいい」

　痛烈な皮肉だった。

　当初は、ハイランドの策略だ、と考えられた。

　なにしろ、ナシェル王子は、魔神を支配するブルーク王のひとり息子なのである。

　魔神を倒せるのは、魔神と共謀しているからこそだ、と誰もが思った。だが、ナシェルは黙黙と魔神と戦いつづけ、その死体を次々と運んでくる。

　倒した魔神の数が十体を超えたとき、誰も彼の言葉を疑わなくなっていた。

「魔神を支配するのが、我が父であろうがあるまいが、わたしには関係ない。スカードに巣くう魔神を滅ぼし、ロードスを人間の手に取り戻すのみ」

　ナシェルは、そう声明しているともいう。モスの住人たちは、邪悪に染まった父王と対決する彼の活躍に喝かつ采さいを送りはじめている。

「魔神と同盟したはハイランドではなく、ヴェノンであったか……」

　レントンの騎士は、かすみゆく意識のなかで思った。

　王都へと進撃するヴェノンの軍勢を見ながら、レントンの騎士は果てゆく我が身を悔しく思った。ヴェノン王の首を、この手で取りたかった。

「気をしっかりもってください」

　そのとき、突然、声がかかった。

　振り返れば、純白の衣服に身を包んだ黒髪の女性が立っていた。

　太陽を背にしているので、その顔は分からぬが、彼女の声は雪解け水を運ぶ小川のせせらぎのように澄んでいた。

　戦死者を冥めい界かいに導くという戦ヴア乙ルキ女リーが迎えにきたのか、とレントンの騎士は思った。

　黒髪の女性はひざまずき、何かの名前を唱えた。

　そして、馬上槍ランスで貫かれた腹部の傷に、手を伸ばしてゆく。

「あなたは……」

　騎士は、言った。

　痛みが噓うそのように消えて、意識が鮮明になった。

「間に合ったようですね」

　黒髪の女性は、ほっとしたように言った。

　三日月の形をした飾り物を額につけていた。夜空の色の瞳ひとみが、見つめている。

「ニースと言います。大地母神マーファに仕えています」

　目の前の女性が〝女神の生まれ変わり〟と呼ばれていることを、レントンの騎士はもちろん知らなかった。だが、彼はまさにそう思った。

　この人こそ、女神だと。大地母神その人が、ロードスを救うために降臨してきたのだと……

「ヴェノンに同盟する諸国の騎士団の後続が迫っています。どこかへ隠れてください」

「あなたは？」

「レントンの街へ行き、なんとか戦を止めさせます。今は、人間どうしが戦っているときではありませんから……」

「仰おつしやるとおりです」

　レントンの騎士は、答えた。ヴェノンに対して抱いていた憎しみが噓のように消えていた。ただ、その愚かさを哀れに思った。

「王都までの近道を知っております。御案内いたしましょう」

　この人のためなら、命を捨ててもいい、と騎士は思った。

　王国を捨て、家族を捨てて、彼女に仕えようとも。女神が魔神を倒すことを望んでいるなら、望みを果たせるよう全力を尽くそう。

　レントンの騎士は立ち上がり、彼女を先導して脇わき道みちへと入っていった。




　ヴェノン王国の騎士団が、レントンの国境の砦とりでを陥落させたちょうど同じ頃、高原の王国リュッセンは、魔神の大軍団に襲撃されていた。

　城の最上階に陣取り、つい先日まで将軍位にあったベルテは、真紅の甲かつ冑ちゆうを身にまとい、この絶望的な戦いの指揮を執っていた。

　我ながら、よく戦ったと思う。

　魔神が攻め寄せてから、かなりの時間がたっているが、まだ一体の魔神も城の建物内に侵入させていなかった。騎士たちも、必死に奮戦している。だが、リュッセンの王城サンドームの落城は、間近に迫っていた。

　窓から見下ろせば、城の中庭にはもはや騎士たちの姿は見えなかった。

　中庭を埋めつくしているのは、魔神だった。ほとんどが魔神兵スポーンと呼ばれる脆ぜい弱じやくな魔神である。だが、下レツ位サー魔デー神モンや上グレ位ーター魔神デーモンの姿もところどころに見受けられる。魔神兵を相手にしているあいだに、魔神たちの強力な魔法攻撃を受け、リュッセンの騎士たちは、次々と命を落としていったのだ。

「マスケトではなく、なぜ、この街に……」

　窓から離れ、ベルテは自問した。

　だが、それを詮せん議ぎしても仕方のないことだ、と頭のなかから振り払う。

　魔神が街道を通ってくるとばかり考えていたのが、すべての誤算だった。魔神たちはスカードの隣街マスケトを攻めず、山を越えて、このリュッセンに攻め込んできたのだ。不意を突かれ、リュッセンの騎士は苦しい防戦を強いられた。

　街の住人は、着のみ着のままで国外へと逃げだしている。だが、逃げ遅れて、大勢の人間が魔神の犠牲になったようだ。そして、住民のなかには、ありあわせの武器を手に取って、義勇兵として王城に駆けつけてくれた者もいる。

　街のあちらこちらから煙があがっている。城のなかも慌ただしくなってきた。魔神の侵入を許したのかもしれない。

　勇敢に戦い、死んでいった戦士たちの魂が、戦バル乙キ女リーに導かれ、喜びの野にたどりつくことをベルテは心のなかで願った。

「ベルテ様が、連れていってくださいますよね……」

　先程も、ひとりの若い騎士見習いが、ベルテの腕のなかで息を引き取っていった。

「ああ、連れていってやる」

　そのとき、ベルテはその額に口づけをして、冥めい界かいへと旅立つ若者を見送った。

　死んで戦バル乙キ女リーになるとは思えないが、彼らと一緒に冥界への道を歩くぐらいはできる。最期のときが近づいていることを、ベルテは承知していた。

　どう死のうか、とまるで他人ひと事ごとのように考える。

　魔神と戦って、斬きり死にしてもいい。

　もっと楽に死にたいのなら、自決すればいいだけのことだ。

　嬲なぶられて殺されるのは、女性である以上、できれば避けたい。もっとも、相手は魔神である。人間の女を辱めようとは思わないだろう。

「喰くわれるぐらいかな？」

　ベルテは、微笑を浮かべた。

　死への恐怖は、まだ実感として湧わいていない。そもそも亡父の跡を継いで将軍職に就くと決めたときから、この日がやってくることは覚悟していた。

　だが、皮肉なことに、将軍職を辞してから最期のときが訪れた。

　短いあいだではあったが、女性として生きることもできた。戦のことも政治のことも考えず、夫の腕に抱かれてただ眠るだけのことが、あれほど充実した幸せを感じさせてくれるとは思いもしなかった。

　そのときだった。

「ベルテ……」

　ベルテが立つ通路の壁の一画が、突然、音もなく開いた。

　ぽっかりと開いた穴から、ひとりの騎士が姿を現わした。そこには、城外の森へと抜ける秘密の通路がある。この抜け道を通って、国王一家は落ち延びていった。

「ハービー！」

　抜け道から現われた騎士の顔を見て、ベルテは驚いて叫んだ。

　現われたのが、ちょうど今、思いをはせていた人物だったからだ。ハービー・ランセンは〝竜の尾〟リュッセンの現職の将軍であり、ベルテの婿むこである。

「どうして、戻ってきたの？　あなたの使命は陛下を……」

　激戦のさなかにあっても表情ひとつ変えなかった前の女将軍は、ひどく狼狽うろたえた。

「安心してくれ。国王陛下をはじめ王族の方々は全員、脱出なされた。ハイランドから援軍として竜騎士たちが駆けつけてくれたのだ」

「ハイランドが？　我が国とは交戦中だというのに……」

　胸が熱くなる思いだった。ベルテはハイランドのある方角を振り返り、深く一礼する。

　ハイランド王マイセンこそ、まさに武人の鑑かがみだ。モスの全王国がハイランドに宣戦を布告するなか、己の立場を貫き、変えようとしなかった。

「ベルテ将軍も急ぎ脱出されよ、とジェスター殿から伝言を受けてきた。将軍とはまだ手合せをしていない、と……」

「ジェスター王子が？」

　ベルテは、我知らず笑みを浮かべた。ハイランドの皇太子の精せい悍かんな顔が思い出された。

　ジェスターとは過去に一度、何かの宴うたげで同席したことがある。もう二年も前の話だ。ダンスを踊り、葡萄ぶどう酒しゆを飲みながら、戦場での駆け引きについて激論をかわした。

　優秀な指揮官に率いられた弱兵と、無能な指揮官に率いられた強兵を同数で戦わせれば、勝敗はどちらにあがるかという内容だった。他人にはどう見えたか分からぬが、男と女の会話ではない。話はもちろん平行線で終わった。

　実際に戦ってみなければ、答など出るはずない。

「機会があれば戦場で……」

　そう誓いあって、別れたのだ。ジェスターはそのことを覚えていたのだろう。

　だが、勇敢に戦い死んでいった騎士たちの屍しかばねを残して、どうしてこの場を離れることができよう。それは、ジェスター王子にも分かるはずだ。分かっていてなお、そう伝えてくるのは、彼の人柄というところだろう。

「手合せしようにも、わたしはもう将軍ではないわ。将軍はハービー、あなたでしょう」

「そのとおり。そして、わたしは将軍職を譲り受けてよかったと思っているよ」

　愛する妻の前まで進み、ハービーは微笑ほほえんだ。

「どうして？」

　ベルテが訊たずねると、リュッセンの将軍は、

「常勝の女将軍の伝説を破らずに済んだからね」

　と、感慨を込めて答えた。まるでそれに、至高の価値があるかのように。

「馬鹿ね……」

　ベルテはかすれた声で囁ささやき、夫の胸にもたれかかった。ハービーの腕が、背中に回されてくる。甲胄と甲胄とがこすれて、不快な金属音が廊下に響く。

　ふたりは顔を見合せて、ひとしきり笑った。

「さっきまで悩んでいたのですけど……」

　ベルテは少し背伸びして夫と唇を重ねてから、館で寛くつろいでいるような口調で言った。

「何を？」

「わたしたちの最期のことです。自決しましょうか？　それとも、魔神と戦って斬り死にしましょうか？」

　口調こそ変わらなかったが、ベルテの顔は武人のそれに戻っていた。

　ベルテが将軍だったとき、騎士隊長のひとりであったハービーは、彼女のもとで戦えることをいつも誇りに思っていた。そして、戦場を冷静に見つめ、的確な命令を下す彼女を尊敬してもいた。彼女への想おもいが通じたとき、天空の神々すべてに感謝の祈りを捧ささげたことを昨日のように覚えている。

　短い時間だった。だが、毎日が充実していた。この一生に、後悔はない。

「ロードスの未来のため、たとえ一体でも多くの魔神を道連れにしよう」

　夫の答に、ベルテは微笑み、うなずいた。

　その瞬間、時間が突然、動きだしたようで、激しい戦いの音が階下から響いてきた。国王一家が逃げられる時間を稼ごうと、近衛の騎士たちが圧倒的な数の魔神の軍勢を相手に、死物狂いの戦いを繰り広げているのだ。

（魔神によって滅びる王国は、我がリュッセンで最後にしたいものだ）

　ベルテは、心の底からそう思った。

〝竜の尾〟リュッセンの将軍と夫人は、結婚式のときそうしたように、腕を組みながら歩いた。

　空いた手に、それぞれ剣を携えながら……
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　ロードスは、激動している。

　荒野の賢者は、賢者の学院の一室で、アラニアの王都アランの街の風景を眺めおろしながら、思いをめぐらせていた。夏が終り、秋の気配が街には満ちている。

　魔神の跳ちよう梁りようは、以前ほどではなくなった。

　百の勇者たちの呼びかけに応え、ロードス各地で騎士たちが立ち上がり、魔神と戦おうとしているのを察知してだろうか。

　その一方で、ロードスの各地で人間どうしの戦がはじまっていた。

　アラニアでは、王国とマーファ信者との対立が依然、続いている。マーファ教団が自重を呼びかけているので最悪の事態は回避されているが、アラニア王が怒りを募らせているのは間違いなく、それがいつ爆発するか分からない。そうなれば武力弾圧、村々の一斉蜂ほう起きにつながるだろう。

　カノンでは港街ルードの領主が魔神に入れ替わられたとの噂が流れ、住民たちが暴動を起こした。ルードの領主は、それを武力で鎮圧。首謀者を、公開処刑にした。領主としては、当然の対応だが、その残酷さが魔神であるとの噂を肯定する形となり、街の住民が恐慌におちいった。事態を重く見たカノン王は、ルード侯爵を王都に召し出し、城の一室に幽閉した。

　カノン王の英断によりルードの混乱は鎮まるかに見えたが、幽閉されたルード侯爵がこれを恥辱として、自らの命を断った。その事実に、侯爵の親族や侯爵直属の騎士たちが激怒し、ルード郊外にある侯爵の別宅にたてこもり、王国に対し反旗を翻している。

　風と炎の砂漠に住むふたつの小部族の戦は、昨日、今日のことではないが、オアシスの街へヴンをめぐって、先日、激しい攻防が繰り広げられたそうだ。

　ロードスの中央部に位置するマーニーとローランのふたつの都市国家の勢力争いも昔からのこと。だが、相手の領主が魔神と入れ替わっていると誹ひ謗ぼうしあっているところに、これまでとは異なる事情がある。

　神聖王国ヴァリスでは長く病床にあった国王がついに崩御した。ファリス教団は次期国王の選定会議を開き、魔神討伐にもっとも功績のあった者を次期ヴァリス王とすると取り決めた。そのあいだ国王は空位となるわけだが、高位の文官の合議制で国を治めるとの方針が立てられた。聖騎士たちは、ファリスの神官戦士団と協力し、魔神の討滅に専念することになった。

　だが、具体的にどう魔神と戦えばいいのかは、見当もつかない状態である。魔神の暗躍に苦しむ隣国に援軍を送ろうとしても、先方がそれを拒否してしまうのだ。

　魔神将を討ったライデンのみは、現在のところ平穏に思える、だが、誰も知らないところで、魔神たちは、また暗躍を開始しているかもしれない。

　モス地方でも大きな動きがあった。

　ヴェノン王国がレントンに攻めこんだというのだ。国境の砦とりでは落ちたが、レントンの王都は騎士団の奮戦により守られた。翌日には隣国ハイランドから援軍が到着し、ヴェノン王国は騎士団を退ひいた。

　この戦いにおいて、ひとりの大地母神の司祭が不戦を説きつつ、双方の怪我人を分け隔てなく癒いやし、両軍の騎士から聖女と讃えられたとの噂が伝えられている。

「ニース高司祭に間違いない……」

　と、ウォートは思っている。

　ノービスの街で彼女と出会ったのは、もう二月も前のことだ。

　モスでは、もうひとつ事件がある。魔神の軍団がついに動き、マスケトの街ではなく山を越えて〝竜の尾〟リュッセンに攻めかかったのだ。幾万という魔神兵に飲みこまれるように、リュッセンの王城は落ちた。国王一家はからくも逃げのびたが、最後まで城を守った女将軍ベルテは壮絶な戦死を遂げたという。

　そんな状況のなか、スカードの王子ナシェルの活躍が、モスから遠く隔てたここアラニアの地でも鳴り響いている。

　ナシェル王子は竜の棲む山に赴き、野生の竜を手て懐なずけた。そして、竜騎士となって、単身、魔神と戦いつづけているというのだ。

　その噂を聞いたとき、ウォートは〝太陽の王子〟と謳うたわれた若き勇者が、その名の通りに輝きはじめたのだ、と思った。

　それは、荒野の賢者と呼ばれるウォートにとっても嬉うれしい誤算だった。

「お待たせいたしました。ラルカス様が御面会なされるそうです」

　そのとき、部屋の扉が開いて、ひとりの若い魔術師が姿を現わした。

　いかにも利発そうな若者だった。大賢者ラルカスが十年ぶりに直じき弟で子しを取ったと噂に聞いていたが、それがこの若者なのだろう。

　名前は確か、バグナードとか言った。

　飛び抜けた才能の持ち主であるのは間違いない。

「ありがとう」

　若者に礼を言って、ウォートは窓枠に立てかけてあった杖つえを手に取った。

「御案内いたします」

　若者は先に立って、廊下を歩きはじめる。

　ウォートは若者に従って、部屋を出た。廊下を歩きながら、ナシェルの噂にふたたび思いをはせる。

　竜騎士となったナシェルは、わずか一月のあいだに二十体を超える魔神を倒し、モス諸国の王城にその死体を投げ落としているのだそうだ。そして、諸国の奮起をうながしている。聖なる〝竜の盟約〟に基づき、協調して魔神と戦うよう説いているのだ。

　モス地方の人々は国の枠を越えて、魔神を支配する父王と戦う正義の王子として、ナシェルを讃えているという。それまでは卑ひ怯きよう者ものとも臆おく病びよう者ものとも、魔神使いの王子とも蔑さげすんでいたというのにだ。かつての汚名は、むしろ、ナシェルの名声を轟とどろかせるための役割を果たしている。

（わたしの小細工など必要なさそうだ）

　ウォートは、心のなかでつぶやいた。

（ロードスはこれから更に激動し、より深い闇に閉ざされるだろう。だが、その闇を打ち消さんと幾つかの小さな光が瞬またたきはじめている。やがて、光は集い、昇る太陽を導くのだ）

　呪のろわれた島ロードスと、人は呼ぶ。

　ロードスは確かに呪われているかもしれない。跳梁する魔神に翻弄され、人間たちは呪じゆ縛ばくに囚とらわれたように苦しみ、のたうっている。

　だが、闇に包まれた夜は、無限に続くわけではない。夜明けとともに、終わるのだ。

　そのときが確実に近づいていると、荒野の賢者は確信していた。







　あとがき







　気が付けば、第一巻を執筆してから、二年近い年月が過ぎていました。大変、お待たせいたしました。慎んで、ロードス島伝説第二巻をお届けいたします。

　言い訳をしても仕方ないのですが、執筆が遅れたのには少し理由があります。御存知のように、『ロードス島伝説』という作品は、全七巻で完結した前作『ロードス島戦記』より前の時代の物語です。『戦記』を読めば、『伝説』の結末は明らかなのです。当然、作者は予定された結末へ向けて、登場人物たちを導いてゆくことになる──はずだったのです。しかし、本書に登場する英雄たちは、僕の手に負えるような連中ではありませんでした。それぞれが自己主張をはじめて、大人しく誘導されてくれない。

　特に、主人公である〝亡国の王子〟ナシェル。彼の抵抗が、もっとも激しいものでした。第一巻を書き進めてゆくなかで、最悪の状況のなか悲劇の貴公子のまま終わりたくないと全身で叫んでいるように思えたのです。彼の主張はもっともで、それを黙殺すれば完成度は保たれるかもしれませんが、作品の魅力が半減してしまうような気がしたのです。

　仕方がないので、本書では彼らを動くに任せることにしました。結局、第一巻執筆前に用意していたプロットは全部破棄して、真っ白な状態で第二巻の執筆に取り掛かったのです。彼らが予定された結末へと向かうのか、それとも戦記の記述とは異なる歴史をつくってしまうのか、少々、不安になってきています。

　もっとも、それもまた一興ではないか、と僕は考えています。『ザ・スニーカー』に掲載している連載エッセイでも宣言したのですが、ロードス島伝説はロードス島戦記の続ポストス編トーリーでもなければ前プレス編トーリーでもないのです。別アナザー物ストーリーだってかまわないではないか、と開き直った気持ちにさえなっています。だから、第三巻以降については予測不能とだけ書いておきましょう。魔神たちにロードス島が征服される可能性まで含めて、まったく予断は許されないのです！

『ザ・スニーカー』といえば、最新号（九六年八月号）には、ロードス島伝説の外伝が掲載されています。いつものことですが、僕の外伝は本編と不可分の関係にあります。読めば『伝説』の魅力が倍増することを保証します。特に、最新号に掲載されている外伝『血の絆』は、魔神解放の真相です。本編では明らかにされるかどうか分からない秘密なので、知りたい人は是非、読んでみてください。

　昨年は『ロードス島伝説』にとって充塡の一年でしたが、今年と来年は全開で行きたいと思います。読者の皆様には、応援、宜しくお願いします。それでは、第三巻のあとがきでまたお会いしましょう。
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